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中国横断自動車道尾道・松江線は「国上開発幹線 自動車道法」に基づいて、均衡ある国

上の開発に寄与する高速道路の一環 として計画が進められ、このうち三刀屋～松江間につ

きましては平成 9年 3月 から鋭意建設を進めてまい りました。その過程で路線敷地内にあ

る遺跡について島根県教育委員会と協議 し、記録保存のための発掘調査を進めてまい りま

した。本書は松江工事事務所担当区域である宍道町における白石大谷 I遺跡他 3遺跡、三

刀屋町および木次町に所在する熊谷遺跡など貴重な遺跡の発掘調査の記録であります。

この記録調査が、はるかな過去に生きた祖先の生活や文化様式を時代を超えて現代に蘇

らせ、また、現代に生きる私 どもの未来への道 しるべとなるとともに今後の調査研究の資

料として活用されることを期待するものであります。

なお、この発掘調査および本書の編集は島根県教育委員会に委託 して実施 したものであ

り、ここに関係各位のご尽力に対 し、深甚なる誠意を表するものであります。

平成 14年 3月

日本道路公団中国

所 長

松江工事事務所

田 一 廣
鍬
村



島根県教育委員会では、日本道路公団中国支社の委託を受けて、平成 8年度より中国横

断自動車道尾道松江線建設予定地内に所在する埋蔵文化財の発掘調査を実施してきており

ますが、このほど報告書7集を刊行する運びとなりました。

本報告書は、人束郡宍道町に所在する白石大谷 I遺跡、惣三堀遺跡、掘田ヶ谷遺跡、地

蔵院遺跡、また三刀屋町および木次町に所在する熊谷遺跡について調査成果をまとめたも

のです。

なかでも白石大谷 I遺跡では、宍道町内で出土例が知られていなかった弥生時代中期の

上器が出土し、製鉄用の炭を生産したと考えられる古代の炭窯も見つかりました。また、

惣三堀遺跡では、中世の墳墓が発見されています。

本報告書が地域の歴史を解明する手がかりとなり、郷上の歴史と埋蔵文化財に対する理

解と関心を高める一助となれば幸いです。

最後になりましたが、本書を刊行するにあたり御協力いただきました地元の方々、日本

道路公団中国支社、地元教育委員会、その他関係機関、関係者の皆様に厚くお礼を申し上

げます。

平成 14年 3月

島根県教育委員会

教育長 山 崎 悠 雄
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した中国横断自動車道尾道・松江線の建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査の記録である。

2.本書で扱 う遺跡 。調査年度は次の通 りである。

人束郡宍道町白石 887-2他            白石大谷 I遺跡  (平成 8年度)

人束郡宍道町東来待 369他             惣三堀遺跡    (平 成 8年度)

人束郡宍道町西来待 2175他            掘田ヶ谷遺跡   (平成 8年度)

人束郡宍道町東来待 1666-2他          地蔵院遺跡    (平 成10年度)

飯石郡三刀屋町下熊谷 2027、 大原郡木次町下熊谷 1488-8他

熊谷遺跡     (平 成13年度)

3.調査組織は下記の通 りである。

調査主体 島根県教育委員会

<平成 8年度>  現地調査

事務局 島根県教育庁文化財課  勝都 昭 (課長)

埋蔵文化財調査センター 宍道正年 (セ ンター長)、 古崎蔵治 (課長補佐)

調査員 川原和人 (文化財課埋蔵文化財調査センター主幹・調査第 2係長)、 東森 晋 (同主事)、

植田良司 (同教諭兼文化財保護主事)、 亀井彰子 (同講師兼主事)、

上河敦史 (同調査補助員)、 大西憲和 (同調査補助員)

調査指導 (敬称略・五十音順)

穴澤義功 (たたら研究委員会)、 池田満雄 (島根文化財保護審議会委員)、

伊藤晴明 (島根県職業能力開発短期大学校)、 河瀬正利 (広島大学教授)、

武田泰彰 (岡 山県総社市教育委員会)、 田中義昭 (島根大学法文学部教授)、

時枝克安 (島根大学総合理工学部教授)、 村上恭通 (愛媛大学法文学部助教授)、

行田裕美 (岡 山県津山市教育委員会)、 渡辺貞幸 (島根大学法文学部教授)

<平成 10年度>  現地調査

事務局 島根県教育庁文化財課  勝部 昭 (課長)

埋蔵文化財調査センター 宍道正年 (セ ンター長)、 島地徳郎 (課長補佐)、

秋山 実 (課長補佐)、 松本岩雄 (課長補佐)

調査員 川原和人 (文化財課埋蔵文化財調査センター主幹)、

橘 弘章 (同調査第 1係教諭兼文化財保護主事)、 坂本豊治 (同調査補助員)

<平成 13年度> 現地調査・報告書作成

事務局 宍道正年 (島根県教育庁埋蔵文化財調査センター所長)、 内田 融 (同総務課長)、

今岡 宏 (同主幹・総務係長)

調査員 川原和人 (同調査第 2課長)、 大庭俊次 (同 第 3係文化財保護主事)、

奥村昌子 (同教諭兼文化財保護主事)、 横木尚文 (同教諭兼主事)、

東森 晋 (同調査第 1課第 1係主事)、 糸賀伸文 (同調査補助員)、

梶谷泰子 (同調査補助員)、 松崎恵美子 (同調査補助員)、 伊藤悟郎 (同調査補助員)



4.発掘作業 (発掘作業員雇用 。重機借 り上げ・発掘用具調達等)については、委託者 。社団法人

中国建設弘済会、島根県教育委員会の二者協定に基づき、島根県教育委員会から社団法人中国建

設弘済会へ委託して実施 した。

社団法人中国建設弘済会

<平成 8年度>  現場担当 布村幹生 (現場事務所長)、 木村昌義 (技術員)

事務担当 与倉明子 (事務員)

<平成 10年度> 現場担当 布村幹生 (現場事務所長)

事務担当 篠原律子 (事務員)

<平成 13年度> 現場担当 小川剛史 (技術員)

事務担当 馬庭明美 (事務員)

5,現地調査および資料整理に際しては、以下の方々から有益な御指導・御助言・御協力をいただ

いた。記 して感謝の意を表す。 (敬称略、五十音順)

阿部賢治 (斐川町教育委員会)、 稲田 信 (宍道町教育委員会)、

江角 健 (斐川町教育委員会)岡崎研― (京都府埋蔵文化財調査研究センター)、

木下 誠 (宍道町教育委員会)、 河野一隆 (京都府埋蔵文化財調査研究センター)、

坂本研次 (高速道路地区対策委員長)、 永井 泰 (来待ス トーン館館長)、

東森市良 (島根考古学会副会長)、 藤木 透 (兵庫県佐用郡教育委員会)、 舟引通健 (同)、

増田孝彦 (京都府埋蔵文化財調査研究センター)、 松井 章 (奈良国立文化財研究所)

6.挿図中の方位は測量法による軸方位を示 し、レベル高は海抜高を示す。

7.第 1,3・ 4図 は、建設省国土地理院発行のものを利用 した。第 5。 7・ 9。 19。 26・ 38。

40・ 41図 は株式会社ジェク ト、第54図 は有限会社創互技研、第62図 は株式会社アイシーが作成 し

たものをもとに作成 した。第53図 は中国横断自動車道尾道松江線建設予定地内埋蔵文化財発掘調

査報告書 2で作成 した遺跡位置図を一部改変 して使用している。

8。 本書に掲載 した写真は各調査員の他、広江耕史 (調査第 1課第 1係長)、 中川 寧 (調査第 2

課第 3係主事)が撮影 した。また写真図版 1・ 2は株式会社ジェク トが撮影 した。

9,本書に掲載 した実涙1図は各調査員の他、以下のものが作成 した。

岩橋孝典 (主事)、 池田哲也 (教諭兼主事)、 野津 清 (講師兼主事)、 露梨靖子・寺尾

令・松山智弘 (以上調査補助員)

また浄書は以下のものが行つた。

岡本育子 (調査補助員)、 河野真由美・田中路子 。三上恭子 (以上内業作業員)

10。 本書の執筆は第 3章第 7節を除き各作業員が分担 して行い、その文責を目次に記 した。

第 3章第 7節については時枝克安氏 (島根大学総合理工学部)、 渡都道貴氏 (同)、 伊藤晴明氏

(島根県職業能力開発短期大学校)に御執筆いただいた。

11.本書の編集は、埋蔵文化財調査センター職員の協力を得て川原 。大庭 。東森の 3名が協議 して

行つた。

12.本書掲載の遺跡出土遺物および実測図、写真などの資料は、島根県教育庁埋蔵文化財調査セン

ター (松江市打出町 33番地)で保管 している。
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第 1章 調査に至る経緯

中国横断自動車道尾道・松江線は、松江都市圏と山陽地方を結び、また中国自動車道と接続 して

ネットワークを形成することにより、沿線地域の産業振興や観光開発を促進するとともに地域経済

の発展と活性化を図ることを目的に計画された。

この計画にともなう埋蔵文化財調査については、平成4年 1月 に建設省道路建設局から日本道路

公団に対して松江 。三刀屋間についての調査開始指示があり、同年 4月 17日 付けで島根県教育委員

会に分布調査の依頼があつた。11月 には日本道路公団に対して施行命令があり、翌平成 5年 9月 に

は工事実施計画も認可された。その間調査体制が整わないため分布調査を実施できない状態が続い

ていたが、平成 6年 3月 になつて分布調査も開始、全体の9割あまりが踏査された。

この調査結果をふまえ、同年 6月 と8月 に道路公団と調査の打ち合わせを行つた。残 りの分布調

査は平成 7年 4月 に行い、同月28日 付けで公団へ回答した。

同じこの月には、日本道路公団、県教育委員会、県土木部からなる埋蔵文化財調査連絡会も発足

し、8月 3日 には第 1回の連絡会が開催 された。この会議で、宍道下倉～弘長寺間4.6kmに位置す

る遺跡について平成 8年度から調査を実施することが決定した。

この決定を受けて、作業員確保・発掘現場における物件確保 。測量掘削工事等の調査補助業務を

社団法人中国建設弘済会島根県支部に委託すべく、日本道路公団、社団法人中国建設弘済会、島根

県教育委員会の三者による埋蔵文化財発掘調査覚書を平成 8年 3月 26日 に交わし、本格的に調査を

開始することとなつた。

平成 8年度は3パーティーで宍道町下倉～弘長寺間を調査 した。大谷 I遺跡他 6遺跡に加え、来

待石の石切場跡を数か所調査 し、さらに試掘調査を6か所で行った。平成 9年度は玉湯町湯町～林

村間と宍道町の残 りの部分の調査を行 うとともに、宍道インターから国道への連絡道、松江道路か

ら中国横断自動車道への連結部についても調査した。玉湯町内では平床遺跡他 3遺跡、宍道町内で

は上野遺跡他 2遺跡の調査を行い、試掘調査は11か所で行った。平成10年度は前年度に引き続き、

2町内での調査となった。玉湯町内では布志名大谷 I遺跡他 8遺跡、宍道町内では野津原Ⅱ遺跡他

12遺跡を対象とし、試掘等も9か所で行つた。

平成H年度は宍道インター～三刀屋間の調査が中心となるが、松江道路から中国横断自動車道に

つながる連結部の調査も行つた。調査対象となったのは、玉湯町では大谷Ⅲ北遺跡、宍道町では上

野Ⅱ遺跡他 3遺跡、加茂町では登安寺遺跡他 3遺跡、三刀屋町では熊谷遺跡他 2遺跡、合計12遺跡

である。なお、試掘調査のみ行つた場所は4か所であつた。平成12年 1月 9日 には現地調査は終了

した。その後、タイヤチェーン装着場の建設に伴い、熊谷遺跡の一部について追力日調査が必要とな

り、平成13年 7月 から現地踏査および トレンチ調査が開始された。 7月 23日 に始まったこの追加調

査は、同年 9月 14日 をもつて終了した。

今回報告する遺跡は、平成 8年度に調査した白石大谷 I遺跡、惣三堀遺跡、掘田ヶ谷遺跡、平成

10年度に調査 した地蔵院遺跡であり、いずれも宍道町内に所在する。また、熊谷遺跡の平成13年度

追加調査分についてもあわせて報告する。
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第 1節 自石大谷 I遺跡・惣三堀遺跡・掘田ケ谷遺跡・地蔵院遺跡

第 2章 遺跡の位置 と歴史的環境

第1節 自石大谷 I遺跡・惣三堀遺跡・掘田ケ谷遺跡 。地蔵院遺跡
白石大谷 I遺跡、惣三堀遺跡・掘田ヶ谷遺跡 。地蔵院遺跡は、いずれも島根県人束郡宍道町に所

在する。宍道町は宍道湖の南西に位置 し、古来陸上交通の要衝であり『出雲国風上記』に登場する

意宇郡宍道郷、宍道駅、拝志郷の一部、出雲郡建都郷が該当する。今 日の宍道町は、東西およそ10

km、 南北およそ 6 kmの 地域を占め、南部一帯は火成岩からなる山地、北部は丘陵を形成する川合・

久利 。大森・布志名の各堆積層が地溝帯に沿つて並走する。また、山地から緩やかに湖に向かう傾

斜地には、佐々布川 。同道川 。来待川 。その他小河川が堆積層を浸食 して北流 し、いずれの河谷に

も狭長な沖積層からなる谷底平野を形成する。南に連なる山地は標高400m程度で、植生に変化を

与えるほどの高度差はなく、全域常緑広葉樹 と落葉広葉樹の混合林の様相を呈し、所々に針乗樹の

造林地が点在する。北西の季節風をうける地域であるにもかかわらず、気候は比較的温暖で冬期の

積雪も少ない。

旧石器時代

ウルム氷期の寒冷な気候の影響を受け海水面は低下し、今 日の湖の位置には低く西流する河川が

古 日本海に注いでいたと考えられる。現在の宍道の位置は、湖を望む丘陵地というより、むしろ北

向きの山の中腹といったところであろう。この時代の関連遺物として、堤平遺跡のナイフ型石器、

首谷遺跡の細石核、町内久戸地区で発見された石核等多くを数えないのは、当時の生活の舞台が、

今 日の湖底のさらに下であつたからではないだろうか。

縄文時代

氷期が終わり、温暖化 とともに海水面の上昇が始まる。いわゆる「縄文海進」であり、これに

よつて西行する河谷に海水が浸入 し、さらに湾口部が砂洲や河川からの堆積物により締め切 られて

湖が出現する。かつての石器時代の生活の舞台は水底になり、より高い位置での生活が始まる。野

津原Ⅱ遺跡の有茎尖頭器 。落とし穴、三成遺跡の縄文土器、弘長寺遺跡の磨製石斧他の石器類・黒

曜石剥片はこの時代の遺物・遺構である。特に弘長寺遺跡からの巻貝や二枚貝の出土を考えると、

上記の遺跡からあまり遠くないところに当時の汀線があったものと推測される。

引

駕

ド
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第2図 宍道町・三刀屋町の位置
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第2章 遺跡の位置と歴史的環境

弥生時代

溺れ谷に形成された谷底平野で稲作が行われる。佐々布川・同道川・来待川の流域あたりが主な

舞台であろうか。遺跡も増え、墳墓 とともに弥生中期頃の上器を検出した三成遺跡、弥生の建物跡

や遺物を検出した白石大谷Ⅱ遺跡、弥生後期の墳墓と推定される知原古墳群の 1号墓、清水谷古墳

群の 2号墓等を教え、いずれも、平坦地に近い丘陵もしくは、丘陵の端に位置する。なお、後期に

なると竪穴住居跡・掘立柱住居跡の確認 された前述の野津原Ⅱ遺跡、竪穴住居跡や石器を検出した

山守免遺跡に見られるような高地性集落が出現する。また、この時代の遺物として宍道町内出土と

考えられる伝出雲出土銅鐸をあげておきたい。

古墳時代

遺跡の数は急増する。それも、丘陵地や斜面に多い。前期の古墳には佐々布下古墳群の 1号墳、

上野古墳群の 1号墳が知られ、特に上野 1号墳はこの地域初の前期古墳で長径約40m・ 短径約34m

を測 り、鰭付きの円筒埴輪や豊富な副葬品を伴った古墳である。30基の古墳からなる水沼古墳群の

うち、円筒埴輪や朝顔形埴輪が発見された群中最大の5号墓、 3基の方墳からなる足頭古墳群、本

棺の埋納が確認 された松石古墳群の 1号墳、水田中に石棺の蓋の部分が発見された横田古墳は、い

ずれも中期に該当すると考えられる。後期になると全長35mと 地域最大級の前方後円墳である椎山

古墳群の 1号墳、前方後方墳の可能性が高く調査地に耳環や須恵器、それに多くの鉄器が発見され

た伊賀見古墳群の 1号墓、墳丘はすでになく来待石の石材が露出していた下の空古墳、その他、前

述の知原古墳群の4号墓 (B古墳)、 それに、遅れて築造されたと考えられる2号墳、この地域の

終末期の古墳とされる鏡北廻古墳があげられる。また、後期になると横穴墓が登場する。玄室の形

態は妻入 りを呈するものと平入 りのものが混在 し、内蔵する数少ない石棺はいずれもこの地方特産

の来待石で作られている。現在 3支群16穴が確認 されている地域内最大規模の才横穴墓群、横穴墓

が盛行 し始めるころにあたる松石横穴墓、未確認のものを含めて大規模な横穴墓群になると予想さ

れる菅原横穴墓群等、多数の遺跡を数える。古墳や横穴墓以外の遺跡には、土器を伴つた住居跡群

が確認された矢頭遺跡がある。

律令時代以降

律令時代になると、『出雲国風上記』によりこの地域の様子をうかがい知ることができる。記述

にある「女夫岩」や 「猪岩」 。「犬岩」は現存するものとの関連が想定される。遺跡 としては住居

跡に鍛冶炉、その関連遺物の確認 された荻田遺跡、布掘 り建物跡等や遺物から寺院跡とされた前述

の堤平遺跡、須恵器を焼成 した小松古窯跡群がある。

宍道の地は、東西の水陸の交通路と南方への通路の分岐点にあたる要衝であるため、付近に中世

の山城が多く存在する。この地域に勢力を誇つた国人領主、宍道氏の拠った金山要害山を始め、そ

の支城として築かれた宍道要害山城、佐々布要害山城等をあげることができる。

湖岸に並行する疑灰岩質砂岩からなる来待層と呼ばれる堆積層中には、石材 として有用なものが

含まれ、遠 く古代から利用されてきた。中世から近世にかけての石切場遺跡はこの来待層上に点在

する。中には、長廻遺跡に見 られるように、切 り取 り面の高さが30mを超える壮大なものまであ

る。この石材は産出する所の地名から来待石と呼ばれ、その採石 。加工は今 日でも重要な地場産業

であるc現在、宍道町立の「来待ス トーン・ ミュージアム」があり、ここでは来待石に関するいろ

いろな情報を得ることができる。

ε



第1節 白石大谷I遺跡・惣三堀遺跡・掘田ケ谷遺跡・地蔵院遺跡

本報告書の対象である白石大谷 I遺跡は、宍道湖の南方1,3kmの地点にある同道川の左岸、幅約

200mの沖積地を望む丘陵部の中腹に位置 し、横 口式製炭窯、方墳、その他弥生の掘立柱建物跡 と

考えられる遺構を検出した。同じ丘陵地に所在 し、近接する遺跡には、弥生および中世の建物跡や

それにかかわる弥生土器、須恵器、陶磁器、その他石器類が出土した前述の白石大谷Ⅱ遺跡、さら

に西方に5～ 6世紀初頭の方墳を検出したシ トギ免遺跡が所在する。なお、対岸の山裾には、『 出

雲国風上記』に登場する「宍道」の地名にかかわると伝えられる「猪岩」。「犬岩」を祀る石宮神社があ

る。

惣三堀遺跡は鏡神社の東方、鏡川上流域の尾根上にあ り、中世末の火葬墓 と考え られる土墳 を検

出した。少 し離れた下流の丘陵地には、方墳のある前述の鏡北廻古墳を始め数か所の遺跡が確認 さ

れている。

掘 田ヶ谷遺跡は来待川左岸の低い尾根上にあ り、土師器 。須恵器 。中世土器 を出土 した。また、

付近の遺跡には、古墳時代の石棺、中世の山城、それに石切場跡を確認 した勝負廻 Ⅱ遺跡、山屋遺

跡、前述の長廻遺跡がある。

地蔵院遺跡は掘田ヶ谷遺跡か ら来待川 を隔てた対岸に位置する。右岸の丘陵が川近 くまでせ り出

した ところにあ り、中世の宝億印塔収納施設 2基を確認 した。付近のほかの遺跡には川岡遺跡、小

三才谷遺跡、大畑遺跡等、左岸 と同様来待石の採石場が多い。

附記 : 白石大谷 I遺跡の発掘にあたり、礫岩中に二枚貝の化石を発見した。古生物の調査は本来の目的ではな

いが、採集し持ち帰ったものについては、島根県教育庁埋蔵文化財調査センターにおいて白石大谷 I遺跡

の報告書掲載遺物と一緒に保管している。



第2章 遺跡の位置と歴史的環境

第2節 熊谷遺跡
熊谷遺跡は、斐伊川 と二刀屋川の合流地点から南南西に約 2 kmの 、中国山地に連なる丘陵地帯に

所在 し、西側の要害遺跡 と並んで位置する。両遺跡の所在地を『出雲国風上記』 (以下『風土記』

と略す)の地名に当てはめると飯石郡熊谷郷にあた り、斐伊川を境界にして東側は大原郡の斐伊

郷 。来次郷に接する。付近の標高は100m前後と決 して高くはないが、地形は急峻である。斐伊サII

と二刀屋川の沖積作用によって形成された平野に突き出すような地形になっているため、眺望は非

常に良い。遺跡内の最高所からは、北方に斐伊川 と二刀屋川の合流地点や、『風土記』にも登場す

る城名樋山を、西に中世三刀屋氏の居城であった三刀屋 じゃ山城や二刀屋尾崎城を、東に木次の中

心市街地を、さらに南には三刀屋中心市街地を経て中国山地の山並みを望むことができる。松江と

広島を結ぶ国道54号や、広島県比婆郡東城町に至る国道314号、出雲市に至る主要地方道出雲三刀

屋線など、主要な街道の様子も手に取るようにわかる。

この地域は古来、商業活動で栄えてきた。特に木次市庭 (木次市場)は奥出雲の 「たたら」で生

産された鉄の集散地であり、また慶安 2(1649)年には出雲国唯―の紙座が開設されるなど、雲南

地域の経済の中心を担った。このような役割を果たせた要因として、この地が交通の要衝であつた

ことを見逃すことはできない。前述 したように、この地で主要街道が交わることに加え、 JR山陰

本線 とJR芸備線を連絡するJR木次線もこの地を経由する。道路・鉄道網が整備 される以前に

は、当然のごとく斐伊川や三刀屋川の水運が活発に利用されてきた。この地域の歴史を振 り返る上

で、陰陽連絡の要としての性格を無視することはできない。

以下、熊谷遺跡を中心とする地域の主な遺跡を紹介 し、本地域の歴史を概観 しておきたい。

旧石器時代

三刀屋 。木次両町内およびその周辺地域で、この時期の遺跡は現在まで確認されていない。島根

県全体を見ても旧石器時代の資料は少ないが、宍道湖 。中海の周辺地域では、松江市の下黒田遺跡

を始めとし、この時代に遡ることのできる遺跡が見つかり始めている。雲南地域においても、今後

の開発等をきっかけにこの時代の遺跡が発見される可能性は高いと言えるだろう。

縄文時代

三刀屋町内では、三刀屋川流域の殿河内地区や乙加官地区、飯石川流域の粟谷地区や多久和地区

において、縄文時代の遺跡が確認 されている。

このうち乙加宮地区の宮内遺跡、槙原遺跡では中期から後期の、浜遺跡では早期後葉の上器片が

数多く出上している。多久和地区には、縄文時代の遺物を出上した遺跡が密集 している。中でも、

埋甕を2基出上した宮田遺跡は県指定史跡である。埋畜は乳幼児の埋葬に用いたと考えられ、ここ

では後期末から晩期の大型土器を倒立して使用 しており、埋奄を取 り四むようにピットや立石をと

もなっている。その他、貯蔵穴 (5穴)等が検出され、後期から晩器を中心とした多量の土器、磨

石、石斧、石鏃、石錘等が出上 している。給下地区の馬場遺跡では、前期から晩期にかけての上

器、さらに石器や900点以上の黒曜石剥片が出土した。石器製作跡の可能性も高い。また、六重地

区の子安観音堂には、磨石、石斧、石棒が奉納されている (出土地は不明)。 石棒の出土は、県内

では斐伊川上流域では何例か報告があるが、稀なものといえる。

木次町内では、熊谷遺跡から南南東に約10kmの 地点にある平田遺跡が著名である。後期から晩期

∂



第2節 熊谷遺跡

初頭の上器が大量に出上したが、山陽地方や北部九州の影響を強く感 じさせるものも見られる。ま

た、土器の出土状況等から、埋密が行われた可能性が指摘され、土墳も8基検出されるなど、縄文

時代の墓制の一端を知る上で貴重な遺跡である。さらに大量の石鏃や石斧が剥片をともなつて出土

してお り、この遺跡は石器の製作工房跡であったと考えられる。

弥生時代

三刀屋町内では宮内遺跡、浜遺跡、宮田遺跡などが、木次町内では湯村地区の早稲田遺跡、本郷

谷遺跡などがこの時代の遺跡 として知られている。 しかし、縄文時代の遺跡 と比べると数そのもの

が少なく、遺構が確認された例もなかった。雲南地域では、仁多郡横田町の横田人幡宮に伝えられ

た銅剣 (中細形銅剣)、 木次町内から出上したといわれる釦鐸 (外縁付鉦 I式)が注目される程度

であった。

しかし、近年この様相にも変化が生 じつつある。平成 8(1996)年には、熊谷遺跡の北約 7 kmの

加茂岩倉遺跡 (大原郡加茂町)か ら39個 もの鋼鐸が出土するとい う大発見があり世間の注目を集め

た。また平成11(1999)年には、三刀屋・木次両町内では初めて、遺構をともなった弥生時代の遺

跡の調査が2か所で実施された。

ひとつは、縄文時代の項で触れた、木次町の平田遺跡である。前述の遺物 。遺構を検出した区域

の東側から、円形に近い多角形を呈 した径8.8～9.Omの竪穴建物跡 1棟が見つかつた。建物内から

鍛冶炉が4基検出され、鉄鏃やその未製品、板状や棒状の鉄片、藝、砥石などが出上 したことか

ら、この建物は鉄素材を鍛錬 し、藝を用いて鉄器を製作 した工房であつたと考えられる。やはり平

成11年に、これとほぼ同じ性格をもつ建物群が人束郡宍道町の上野Ⅱ遺跡で見つかつたが、平田遺

跡の鉄器工房跡のほうはやや新 しい、弥生時代の末から古墳時代初頭のものと考えられている。

もうひとつは、三刀屋町の要害遺跡である。尾根の先端を濠によって切 り離 した、見張り台の一

種を思わせる遺構を検出してお り、時期は弥生前期末から中期と考えられる。

古墳時代

斐伊川中流域は、出雲地方でも比較的早くから古墳の築造を始めた地域である。熊谷遺跡の北 6

kmに所在する大原郡加茂町神原の神原神社古墳は、景初三年銘の三角縁神獣鏡を副葬品とすること

で名高く、古墳自体も県内最古級の築造と考えられる。この古墳から南東約600mの ところには、

平成11年 に調査が行われた土井・砂遺跡があり、前期の方墳が6基存在する。中でも土井・砂 1号

墳は、古墳の副葬品として県内初めての破砕鏡が出上したことが注目される。

三刀屋町内では、給下の松本古墳群に前期古墳が存在する。松本 1号墳は全長約50mの前方後方

墳である。埋葬施設として後方部に粘土榔が2基、前方部に土器蓋土墳が 1基検出された。副葬品

には、斜縁神獣鏡の他に、鉄剣、刀子、鉄針、ガラス小玉等がある。墳頂部には土師器の壺や高杯

等が供献されていたと思われる。松本 3号墳は、全長52mの前方後方墳である。 1号墳とは異なり

前方部がバチ形に開いているので、 1号墳に先行するものと考えられる。これ らはともに、この時

代に斐伊川中流域を支配した首長の墓であろう。

木次町では、斐伊中山古墳群が注目される。 1号墳は試掘と地形測量が行われたのみだが、全長

約50mの前方後円墳の可能性がある。また、 2号墳は中心となる埋葬施設に排水施設をもち、割竹

形木棺には細線式鳥文鏡や鉄製武器が副葬されていた。 3号墳、13～ 16号墓も前期の小規模な古墳

である。
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第4図 貪旨谷遺跡と周辺の遺跡(S=1/35,000)
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第3表 熊谷遺跡と周辺の遺跡一覧

地図番号 遺  跡  名 種 地図番号 遺 跡 名 種

熊谷AH跡 古墳・城跡 大櫃山城跡 城跡

2 要害遺跡 城跡 (弥 生時代の濫を含む) 下殿河内城跡 城跡

熊谷軍団跡 軍団跡 81 殿河内煉瓦工場窯跡 窯跡

要害砦 城 跡 永品寺跡 寺院跡

5 要害宅裏横穴 横 穴 清水荒神塚進跡 鏡出土地

要害横穴群 横 穴 清水十三堂跡 古墓・寺院跡

要害の首塚 吉墓 殿河内遺跡 住居跡

地主砦跡 城跡 御城山城跡 城跡

地王横穴 横 穴 87 太田横穴群 横 穴

馬場遣跡 集落・古墓 高丸砦群 城跡

大門口遺跡 散布 地 陣高丸城跡 城跡

坂中横穴 横 穴 札場道尾領跡 製鉄遺跡

若宮跡 神社跡 城本谷銹跡 製鉄潰跡

若宮古墳 古墳 かいるく遺跡 散布地

峯寺石塔群 古墓 粟谷谷横穴 横 穴

塞寺山要塞群 城跡 城 ノ尾下ノ段遺跡 散布地

宮谷上砦跡 城跡 金井子炉跡 製鉄遺跡

中屋谷古墓 古 墓 粟谷城跡 城 跡

醍醐墓古墓 古墓 大年横穴群 横 穴

堀ノ内砦 城 跡 法尺寺跡 寺院跡

鍛冶屋遺跡 製鉄遺跡 大年経塚 経 塚

割 田古墓 古墓 不動堂炉跡 製鉄遺跡

俵谷たた ら跡 製鉄遺跡 粟谷横穴群 横 穴

伊萱城跡 城 跡 粟谷遺跡 散布地

古山砦跡 城 跡 カナクツ領跡 製鉄遺跡

段家の上古墓 古墓 権坊砦 (寺院)跡 城 跡

苗代迫古墳 古墳 大日炉跡 製鉄遣跡

蓮池古墳 占墳 道の下3H跡 製鉄遺助

後谷古墳 古墳 大倉 口工輪塔 古 墓

壁の内古墓 古墓 大倉 口横穴辞 槙 穴

31 蛇 ノ原宝筐印塔 古墓 清名五輪塔群 古 墓

面田上古墓 古墓 王神谷 口遺跡 散布地

鐘撞堂砦 城 跡 太神谷横穴 横 大

石峠権現跡 寺院跡 多久和城跡 城 跡

大谷砦 城 跡 3 宮日遺跡 散布地

枝の前古墓 吉墓 法泉寺跡 寺院跡

石由 り奥古墓 古 墓 森谷横大群 横 穴

三刀屋 じゃ山城跡 城 跡 森谷領跡 製鉄遺跡

炉谷炉跡 製鉄遺跡 森谷川遺跡 散布地

尾崎神子 ヶ畑古墓 古 墓 8 託和神社跡 神社跡

金屎領跡 製鉄遺跡 古殿遭跡 散布地

丸山遺跡 散布地 古殿古墳 古墳

枇杷垣古墓 古墓 古殿今宮古墳 古墳

中山砦 城跡 京殿遺跡 散布地

元屋敷城跡 城 跡 飯石小学校 グラン ド遺跡 散布地

梅窓院 旧跡 寺院跡 飯石神社遺跡 散布地

堂床古墓 古 墓 飯石神社上漬跡 散布地

久円寺上古葉 古 墓 後の谷炉跡 製鉄遺跡

官谷遺跡 散布地 善王寺跡 寺院跡

高丸遺跡 散布地 善王寺横穴 横 穴

51 上給下遵跡 散布地 林迫荒神古墓 古墓

籠王遺跡 散布地 熊谷山経壕 経 塚

給下の殿様墓 と同安寺跡 古墓・寺院跡 上熊谷蛇山城跡 城 跡

54 一宮横穴群 横 穴 上熊谷秋葉山砦跡 城 跡

同安寺漬DTj 散布地 岩広製鉄遭跡 製鉄遺跡

松本古墳BT 古墳群 岩広古墳 古墳

松本 1号墳 古墳 岩佐古墳 古墳

古城人幡宮跡 神社 跡 下吉井横穴群 横 穴

中屋垣内遺跡 散布地 深谷古墓 吉墓

コン屋垣内遺跡 散布地 秋葉山城跡 城 跡

61 八万坊進跡 散布地 案内横大群 横 穴

引地潰跡 散布地 斐伊lRl新 造院跡 寺院跡

啓星谷遺跡 散布地 I 明徳寺横穴群 積 穴

御蔵前遺跡 散布地 明徳寺跡 祭祀遺跡

御蔵前館推定地 館 跡 斐伊郷新造院跡 寺院跡

三刀屋尾崎城跡 城 跡 4 里方検穴群 横 穴

三谷古墓 古墓 斐伊中山古墳群 古 墳

三谷砦群 城 跡 城名稲 山城跡 城跡

宮垣古墳 き墳 7 妙見山遺跡 祭祀遺跡

萱原al・谷たた ら 製鉄遺跡 小官谷製鉄跡 製鉄遺跡

滝谷遺跡 集落跡 高麻神社跡 神社跡

72 滝谷古墓 古 墓 長谷寺上へ砦跡 城跡

滝谷槙山たたら跡 製鉄遺跡 杉原窯跡 窯跡

長戸呂飯谷飯跡 製鉄遺跡 長谷寺古墓 古墓

椿平荒神遺跡 散布地 御代赤瓦組合窯跡 窯跡

成木宮前石塚 古 墓 御代窯跡 窯跡

戒木人幡宮跡 神社跡 三代古墳 古墳

宮上 ミ荒神塚古墳 古墳 矢ノ尻古墓 古墓
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一方、中期の古墳については、この地域で確認 。調査 された例はほとん どない。熊谷遺跡の南側

の尾根続きにあたる地王砦跡は、その形状や立地から中世の城跡と考えられる。『雲陽軍実記』や

『陰徳太平記』によれば、このあたりは大内氏と尼子氏、毛利氏と尼子氏の古戦場であったらしい

が、ここから古墳時代前期から中期のものと推測される鉄製品が出上している。これらは丘陵上に

かつて築かれた古墳の副葬品であった可能性がある。周辺からは古鏡や勾玉が出上したこともあつ

たといっ。

この地域で確認 された古墳のほとんどは後期に属する。このうち、内部主体が知られるのは松本

4号墳 と二刀屋町上熊谷の岩広古墳で、ともに横穴式石室をもつ。松本4号墳には陶硯等が、岩広

古墳には馬具等が副葬されていた。横穴墓も数多く存在 し、三刀屋町で20群 、木次町で10群 を数え

ることができる。副葬品も等質的であるが、三刀屋町殿河内の太田横穴群の 2号穴には馬具が、同

町中野の東下谷横穴群の4、 5号穴にはそれぞれ太刀が、木次町寺領の平ヶ廻横穴墓には金鋼装刀

子が副葬されていたのは注目される。その他、三刀屋町内では神代横穴、神代下廻横穴、森谷横穴

群、粟谷横穴群などが、木次町内では早稲田横穴群、中谷奥横穴群などがあげられる。

奈良・平安時代

『風上記』によれば、この地域は斐伊川を境に、東が大原郡、西が飯石郡に属 している。大原郡

の郡家は斐伊郷に置かれたが、現在の 」R木次駅北方約500mの地点と推定される。出雲国には「教

畏寺」と10か所の「新造院」があるが、斐伊郷にはそのうち新造院が二つ存在 した。一つは現在の木

次駅付近に推定され、「塔の石」と呼ばれる礎石 らしき石がある。もう一つの推定地からもやはり礎

石 らしい石が出上している。

一方、飯石郡の郡家は多禰郷に置かれた。これは現在の掛合町掛合の郡地区にあたるので、三刀

屋は一見飯石郡の中心から外れているように見える。 しかし『風上記』時代、三刀屋町域の重要性

は顕著である。飯石神社は伊毘志都幣命が天降ったとされる巨石を御神体とする、古い時代の信仰

形態を現在に伝える神社である。地名の曲来となった神社でもあり、『延喜式』にも記載される古

社である。また、松本古墳群の近くには、『風土記』では「御門屋社」、『延喜式』では 「三屋神

社」と記載される古社、三屋神社がある。この神社を中心とする一帯が三屋郷で、正倉が置かれて

いた。さらに『風上記』には、飯石郡熊谷郷に軍団が置かれたとの記載がある。熊谷軍団跡は三刀

屋川 と斐伊サ||の合流地点をひかえた丘陵上に推定され、熊谷遺跡と部分的に重なっている。平成10

(1998)年 、熊谷軍団推定地の一部 (熊谷遺跡の東側にあたる)で 島根県教育委員会が発掘調査を行つ

たが、充分な成果は得られていない。

奈良時代から平安時代にかけて、この地域にも本格的に仏教文化が流入してくる。三刀屋町給下

の峯寺弥山には、修験道の開祖役小角が開いたと伝えられる峯寺があり、また、乙加宮の鍋山には

聖武天皇の勅願寺との寺伝をもつ禅定寺がある。両寺院とも、出雲地方屈指の古赤1で ある。

木次町では寺領 と宇谷の境界に伝室山寺跡があり、平安時代には山岳仏教で栄えたとい う。さら

に斐伊中山古墳群にほど近く、「城名樋山」に隣接する妙見山遺跡からは9～ 12世紀の掘立柱建物跡

が計 6棟検出され、土師質土器等の遺物が大量に出上した。祭祀に直接つながる遺物は確認 されな

かったが、穿孔土器や灯明皿、飾 り釘等の出土を考えると、奈良時代後期から平安時代の山岳信仰

にかかわる祭祀遺跡である可能性は高い。また、同町平田の家の上遺跡では、配石遺構から土馬や

手づくね土器、土玉などが出上 している。 7～ 8世紀の、水辺の祭祀に関係するものと考えられ

′2
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る。

さらに、三刀屋町給下の馬場遺跡では平安時代後期の墓が見つかつている。長 さ約4.2m、 幅約

2.lmと 大型で、底には礫が敷 きつめ られていた。副葬品 として大刀一振 り、刀子 1点、毛抜 き、

鋏、火打ち金、 さらに玉類22点 をともなっている。また、奈 良時代か ら平安時代にかけての掘立柱

建物跡が10棟見つかつた。平安時代末に溝によって区画 された集落跡 も確認 された。墓の規模や構

造、副葬品ばか りでな く、集落 と墓が隣接 していたことも注 目に値す る。 この遺跡では、江戸時代

にいたるまでの掘立柱建物跡が合計で56棟検出され、ここが長期にわたって生活の場になっていた

ことが明 らかになつた。

鎌倉・室町時代

承久三 (1221)年、越後国の住人諏訪部助長 (扶永)乃ミ三刀屋郷地頭職に補任された。この時の

「関東下知状」 (三刀屋文書)に初めて「三刀屋」の文字があてられる。諏訪部氏はやがてこの地に

深く根をおろし、三刀屋氏を名乗るようになる。本拠地は当初、跡谷の元屋敷城跡におかれたよう

である。南北朝の動乱期を巧みに切 り抜けた三刀屋氏は、出雲の有力国人に成長 していくが、観応

2(1352)年9月 、諏訪部信恵が三刀屋郷内石丸城に立てこもつて挙兵 した記録がある。この石丸

城とは、元屋敷城に代わつて三刀屋氏の根城となったもので、「じゃ山」の別称と考えられる。 じゃ

山城に見られる畝掘 り構造は、出雲地方では近隣も含め確認 された例はない。この城跡からは中国

製青磁碗を含み、14～ 16世紀前半の遺物が出上している。

戦国時代になると、大内氏と尼子氏、毛利氏と尼子氏の抗争の本格化や、流通経済の発展にとも

ない、交通の要衝としての三刀屋の重要性はいつそ う高まる。それに呼応 し、三刀屋氏の根城は三

刀屋川を望む尾崎城に移る。元和元 (1615)年 の一国一城令の発令により堀尾氏が廃城 とするま

で、この城の重要性に変化は生じなかった。「殿井手」と呼ばれる用水路をもつことは尾崎城の大き

な特徴である。

その他、木次町内には宇山氏の宇山城 (日 登城)、 広田氏の霞龍山城などがある。また、三刀屋

町多久和の古殿遺跡では、礎石と見られる自然石が多数出土 し、同時に南宋伝来の青磁碗や白磁

碗、鋼製の飾金具などの遺物が得られた。鎌倉時代後半から南北朝期のものと推定され、多久和城

主の多久和氏 (目 黒氏)と の関係が注目される。

江戸時代

『風土記どに 「飯石小川。源は郡家の正東一十二里なる佐久薩山より出で、北に流れて三屋川に

入る。鐵あり。」と記されるなど、古来この地では製鉄が盛んであった。 しかし奈良時代に比定さ

れるほど古い遺構は未確認である。同町中野の六重峠領跡など、中世にさかのぼる可能性があるも

のも点在するが、多くの製鉄遺跡は近世のものである。特に三刀屋町六重の金蔵炉跡は近世の大規

模な製鉄遺跡 として知られる。

木次町下熊谷には、深谷古墓がある。地蔵菩薩像を半肉彫にした石造物2基や、墓墳と思われる

4つの掘 り込みなどからなるもので、18世紀前半の墓所と考えられる。

本書では、弥生前期土器 と須恵器および石錘、黒曜石剥片等が出土し、落とし穴状土墳 1基を検

出した、熊谷遺跡の追加調査について報告する。
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第2章 遺跡の位置と歴史的環境
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第2章 遺跡の位置と歴空的環境

自石大谷 I遺跡 出土化石

自石大谷 I遺謝 集石 1 調査指導風景

自石大谷 I遺跡 現地説明会風景
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第 1節 調査前の経過 と概要

第 3章 白石大谷 I遺跡

第 1節 調査前の経過と概要
調査前の白石大谷 I遺跡は丘陵裾の緩斜面に造られた耕作地 (I区)と 山林 (Ⅱ ～Ⅳ区)になっ

てお り、分布調査時に耕作地で土器が拾われ、尾根上で古墳が確認 されたことから発掘調査を行 う

ことになつた。調査範囲確定のための トレンチ調査は平成 8年 6月 6日 から行った。遺跡東側の丘

陵裾部分から南西方向にTl～16を設定して調査を行つた。丘陵北側斜面は当初調査予定地外だつ

たが、立木伐採後に傾斜の緩くなっている部分が確認されたので トレンチを2か所設定した。その

結果 6月 27日 にT19で板状の石と炭を多量に含む黒色の上層を検出した。T19が 1号墳の斜面下方

に位置することから、当地域に類例の多い横穴墓の前庭部分を検出したと考え、急遊北側斜面にⅢ

区を設定した。最終的な トレンチ数は21で 、 7月 1日 に トレンチ調査を終了した。

本調査は トレンチ調査と平行 して平成 8年 6月 18日 に開始 した。 I区は耕作上の厚い部分や竹の

根が広がっていたため重機掘削を行つたので、先に尾根上のⅡ区から調査を行い、古道と考えられ

る遺構を6か所検出した。 1号墳は7月 22日 に来待石の切石で作られた小型の石棺を検出した。 I

区の調査は 7月 23日 から行つた。 I区では時期不明の上坑群や弥生時代から近世までの上器や石

器、鉄滓を検出したが、谷部に位置する遺構は遺構面と覆上の区別が困難で調査にかなりの時間を

割くことになつた。Ⅲ区は8月 19日 から掘 り下げを開始 した。当初平坦地に面的に炭が堆積 してい

ることしか分からず、遺構の性格はすぐに判断できなかった。 9月 4日 に地山を裁ち割つた結果、

等高線に併行 して地山を今」り抜いた窯状遺構であることが判明し、さらに6個の横 口が検出された

第5図 自石大谷I遺跡 調査区割図(S=4/900)

ので横 口付製炭窯
①と判断した。

このため他の炭窯が地山の中に存

在する可能性が考えられ I区 とⅡ

区の間にさらにⅣ区を設定した。

また、この間の 9月 26日 、10月 24

日、 11月 21日 、 12月 5日 、 12月 9

日、12月 13日 には調査指導会を、

10月 26日 には現地説明会を開いて

いる。12月 20日 には下層で検出し

た土坑 2と 集石 1の遺物を取 り上

げ、ラジヨンヘ リによる空撮 を

行つた。12月 26日 に横日付製炭窯

と古道 1の実測を終え、現地調査

を完了した。

(1)こ の種の窯跡の呼称については 「横 口付き炭窯」 「横 口式窯跡」 (文献12)、 「横 口式炭窯」 (文献24)等

島根県内で統一されていないが、今回検出した窯跡は形態や炭の堆積状況から炭を大量に生産 していたことは

間違いないと判断されるので、以下「横 口付製炭窯」と記述する。
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第6図 自石大谷I遺跡 言周査区配置図(S=1/3000)



第3章 自石大谷 I遺跡 第 1節 調査前の経過と概要

X=-661440

第フ図 自石大谷I遺跡 遺構配置図(S=4/300)
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1 暗茶掲色上(炭化物を含む)

2黒掲色土(軟 らかい。炭化物を合む)

3晴掲色土(炭化物を合む)

4黒掲色上

5掲色土(焼上ブロックを多く含む)

6茶掲色土

7黒褐色上(炭化物を多く合む)

8茶褐色上
9暗茶掲色土
10黒茶掲色土(炭化物を多く合む。上元2覆土)

]]暗茶褐色粘質上(炭化物を含む。上坑2覆上)

12橙褐色土(焼土。炭化物を合む)

13暗茶褐色粘質土(上九22覆土)

14明掲色粘質土(地山)
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第8図 自石大谷I遺跡 I区谷部上層断面(S=4/60)



第3章 自石大谷 I遺跡

第2節 弥生時代の遺構・遺物
弥生時代の遺構・遺物は、丘陵裾に位置する I区でのみ検出した。主な遺構は段状遺構・土坑

で、時期は弥生時代中期後葉 (松本編年出雲Ⅳ様式。文献 6)である。これらの遺構は、古墳時代

以降も土地利用が続いたため残存状態は必ず しも良くない。ほかに I区西側で弥生時代後期中葉

(出雲V-2様 式)の上器が石と混じるようにしてまとまって出上し、 I区谷部の南側ではこれ ら

の時期の上器が細片化 して出上した。

遺物も中期後葉 と後期中葉の上器が中心で、この間の出雲V-1様 式と明確に判断される土器は

調査区内では出上していない。また、後期後葉の上器は41が 図示できるのみでほとんど確認できな

かつた。

このような遺構 。遺物の検出状況は、中国横断自動車道建設に伴って発掘調査を行つた宍道町内

の他の弥生時代の遺構 。遺物を検出した遺跡
①の状況と大きく異なっている。

第9図 自石大谷I遺跡 弥生時代の遺構(S=4/600)

(1)白 石大谷 Ⅱ遺跡 (文献17)、 野津原 Ⅱ遺跡 (文献17。 18)、 山守免遺跡 (文献17)、 上野遺跡 (文献21)

上野Ⅱ遺跡 (文献23)等 の遺跡がある。この うち自石大谷 Ⅱ遺跡以外は集落遺跡である。
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第 2節 弥生時代の遺構・遺物

1.段 状遺構

I区で弥生時代と思われる段状遺構を3か所検出した。このうち段状遺構 1と 3は建物の一部で

ある可能性が考えられる。

段状遺構 1(第10図、写真図版 7)

I区西で集石 1調査後に検出した。床面の規模は長さ6.5m、 幅2.5mで ある。地山面で柱穴を7

基検出している。床面の西側には幅約25～ 35cm、 深 さ5 cmの 溝が設けられていた。この溝の1.lm

北でも同様の溝を検出してお り、土層の堆積状況から斜面上方に向かつて遺構を作 り替えたと考え

られる。

遺物は西側の床面で弥生土器片が出土しているが、いずれも細片で図示できなかった。詳 しい時

期は不明だが、この遺構が完全に埋没 した後に集石 1が作 られている点や、周辺で弥生時代中期後

葉の上器 (40・ 43)が出土している点等から、弥生時代の遺構 と判断した。

遺構の性格は、柱の並びを復元できていないが基本的には石台遺跡・
)な どに見られるような、等

高線に平行する長軸を持つ細長い堀立柱建物が建てられていたと考えられる。

また、遺構東側の 1× 0。 7mの落ち込みは覆上が非常に軟 らかかったので、別時期の上坑の可能

性もある。
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B― B'ラ イン

]黒茶褐色土

2黒 褐色上

3贈 茶捐色土

4暗 茶褐色粘質土

5暗 茶褐色土 (地 山上を多 く含む)

6暗 茶褐色上

7暗 茶褐色粘質土

C― C'ラ イン

]暗茶褐色粘質土

D― D.ラ イン

1 暗灰掲色土 (軟 らかい)

第 10図 自石大谷 I遺跡

0     2m

Bと生⊇m

段状遺構1(S=1/60)

(1)文献 4。 SI-02～06は斜面を平坦にカントした後、細長い建物を建てたと推測されている。
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第3章 自石大谷I遺跡

段状遺構 2(第11図、写真図版 8・ 32)

I区谷部の南側に位置 し、段状遺構 3の調査後に検出した。平面規模は南北約3.8m、 東西1.8m

である。遺物は弥生時代中期中葉から後期末の上器が出土している。

詳しい遺構の性格は不明だが、炭 と焼土を含む黒色の上が交互に堆積するなど、南側に位置する

土坑 2に関係 した遺構 とも考えられる。
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第11図 自石大谷I遺跡 段状遺構2(S=4/60)、 出土遺物(S=4/4)

段状遺構 3(第 12図、写真図版 8・ 32)

I区谷部の南側で検出した。緩斜面をカットして平坦面を作つている。平坦面の北側にはこの遺

構に伴 う焼土面があり、東側ではL宇に並ぶ幅10～20clllの溝を検出した。段状遺構 3の周辺で検出

したピットは並びが明確でなく建物を復元できなかったが、Cラインで並ぶ 2基はこの遺構に伴 う

可能性が高い。

遺物は弥生時代中期中葉から後期末の上器が出土している。焼土周辺で弥生時代後期末の土器が

まとまって出上してお り、遺構の時期を示すものと考えられる。
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第4表  自石大谷 I遺跡 段状遺構2出 土遺物観察表
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形態・文様の特徴
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15m以 下の砂粒
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2 段状遺構 2 弥 生 奏 (174)
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(内 )ハ ク ヨヨナデ

0 5EYu以 下の砂粒

多く含む
明褐色

段状遺構 2 弥 生 底 部
(外)ナデ

(内)ナ デ

1～3 0Halの 砂粒多
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段状遺構 2 弥 生 底 部 黒斑 摩滅により調整不明
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段状遺構 2 弥 生 嚢 摩滅により調整不明
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第2節 弥生時代の遺構・遺物

くヽ
　
′′
′

◎

|

7

8C′

14

― C′

9

③ 
・

 運9::!:ゴ
ノ″
テイ/

應
◎

―

∞
12.5m

C――

斡
~＼

6

｀

』 必

14

第12図 自石大谷I遺跡 段状遺構3(S=4/60)出土遺物(S=4/4)
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第5表  自石大谷 I遺跡段状遺構8出 土遺物観察表
図

号

挿

番
写真

図版

物

号

遺

番 出土地点

段状遺構 3

種別 器 種
寸法 (cal)

形態・文様の特徴 調 整 胎  土 色 調 備  考
底径 器 高

弥 生 壷 指頭圧痕文帯
(外)調整不明

(内 )ナデ

2111以下の砂粒

含む
淡黄褐色

段状遺構 3 弥 生 底部 70 摩滅により調整不明
2 0Hla以 下の砂粒

含む
明茶褐色

12 32 8 段状遺構 3 弥 生 底 部 60 黒斑
(外 )指頭圧痕 ナデ

(内)ヘ ラミガキ
1 5Hmの 砂粒含む 淡黄褐色

12 9 段状遺構 3 弥生 霊 (169)
7条の貝殻直線文、貝殻
による 3段の刺突文

(外)ヨ ヨナデ ヘラミガキ
(内)ヨ ヨナデ

4 0mEの 砂粒含む 黒褐色

12 10 段状進構 3 弥 生 甕 (11 1)
(外 )ヨ ヨナデ ?

(内 )ヨ ヨナデ ?
1 04ulの 砂粒多 く

含む
淡黄褐色

12 段状遺構 3 弥 生 甕 (158) 摩滅により調整不明
3 0HIIt以 下の砂粒

含む
淡黄褐色

12 段状遺構 3 弥 生 甕 (20 1) 摩滅により調整不切
1 0atE以 下の砂粒

含む
明褐色

12 13 段状遺構 3 弥 生 鼓形器台
(外)ヨ ヨナデ ?

(内 )ヨ ヨナデ ?
1～ 30111の 砂粒

多 く含む
淡黄褐色

段状遺構 3 弥 生 底都
(外 )ナデユビオサエ

(内 )ヘ ラケズリ
1～ 20mの 砂粒

多 く含む
淡黄褐色

弥生後期の蓋
の可能性あ り

段状遺構 3 弥 生 褒 (156)
(外 )ヨ ヨナデ
(内)ヨ ヨナデ

2 5um以下の砂粒

をやや多 く含む
淡橙褐色

%



第3章 自石大谷 I遺跡

2.土坑

I区で地山面に堀込まれた土坑を2基検出した。

0                 1m

第13図 自石大谷 I遺跡

]暗帽色土 (炭化物を含む。固 く締 まる)

2茶 掲色土 (固 く締 まる)

土坑 1(第13図、写真図版 9・ 32)

I区谷部の南端、標高の最も高い位

置で検出した。土坑埋土は固く締まっ

てお り、床面はゆるくカーブして茶褐

色上が薄く堆積 していた。

遺物は小型の鉢が出上している。胎

上の特徴とナデ調整が施される点から

弥生時代中期頃のものと判断した。

埋土や形態が I区で検出した他の上

坑と異なつてお り、詳しい性格は不明

である。

一ω
　
伽
３

土坑1(S=1ノ/40)、 出土遺物(S=4/4)

第6表  自石大谷 I遺跡 土坑η計測表

上坑 2(第 14図、写真図版 9・ 31～ 33)

I区谷部の南側、調査区南の削平地と谷部斜面の境に位置している。 I区谷部に堆積する茶褐色

土と黒褐色土を掘 り下げた後に検出した。土坑内には炭化物を多く含む土が堆積 し、不整長方形の

平面プランを検出した。床面は断面ではほぼ水平であることが確認できたが、平面は堆積土と地山

の区別が困難で明確に検出できなかった。

遺物は弥生時代中期後葉 (出雲Ⅳ-1)の 上器が炭や焼上のかたまりと伴に出上した。特に20周

辺では長さ約50clllの炭化物や厚みのある焼土面を検出しており、この部分は火が使用された際の原

位置を保つていると考えられる。また、20の脚部は破片接合部を境に明確に色調が異なっている点

も特徴的である。以上の点から、土坑 2は弥生時代中期後葉の土器焼成遺構の可能性が考えられ

る。

第8表  自石大谷 I遺跡 土坑2計測表

遺 構

土坑 2

名
上面形 長軸 (cm) 短軸 (cm)

深さ(cI)

31

主  軸

49°一EN―

出 土 遺 物

縄文土器、弥生土器

備    考

勒
彫

長軸 (ol)

100
短軸 (cm)

90
円 形 石斧

遺  構  名

土坑 1

上面形 長軸 (cm) 短軸 (cm)
深さ(cm) 主  軸

N-24°  一W

出 土 遺 物

弥生土器 (中 期)

備   考

勒
朋

長軸 (cll)

91
短軸 (cm)

円形 72

第フ表  自石大谷 I遺跡 土坑1 出土遺物観察表
図
号

　

３

挿
番

　

１

真

版

　

２

写

図

　

３

物

号

　

６

遺

番

　

１

出土地点

土抗 1

種別

弥生

器種

鉢

寸法 (cn)
形態・文様の特徴 調 整

(外)ナデ ?

(内)ヘ ラケズ ヅ

上

101m以 下の砂粒

含む

色 調

黄褐色

備  考
口径

(88)

底径 器高

第9表  自石大谷 I遺跡 土坑2出 土遺物観察表
挿図

番号

真

版

　

２

写

図

　

３

物

号

　

７

遺

番

　

１

出土地点

土坑 2

種別

縄文

器種

深鉢

寸法 (cm)
形態・文様の特徴

巻き貝を利用 した 3条以
上の凹線文

調   整

(外)凹線

(内 )条痕

胎 土

0 5DI以 下の砂粒

含む

色 調

淡黄褐色

備  考
口径 底径 器 高

32 土坑 2 弥 生 重 2条の凹線文
(外 )ナデ

(内)不 明

1～ 304dの 砂泣多
く含む

淡黄褐色

土坑 2 弥 生 甕 2条 の凹線文
(外)ヨ コナデ
(内)調整不

やや粗い 淡黄褐色

土坑 2 弥 生 高郷 304 凹線文
(外)調整不明

(内 )ヘ ラミガキ

2041以 下の 自色

砂粒含む 暗 灰 褐 色 )

14 土坑 2 石器 磨製石斧
残存長
4 15

量

１６

重

２ 勅２‐
欠損後再加工を施す

%



第 2節 弥生時代の遺構 。遺物

炭のかたまり

S

⑥ 18
19

♂
炭のかたまり

T
1 黒褐色上(軟 らかい。炭化物を含む)

2暗茶褐色土

3黒茶褐色土(炭化物を多く含む)

4暗茶褐色粘質土(炭化物を含む)

5橙掲色上(焼上。疲化物を合む)

6明褐色粘質土(地 山)

聯
17

一Ｔ 一Ｔ

12 5m

)                                   im

0                       5cm

0                10cm

第14図 自石大谷I遺跡 土坑2(S=4/20)、 出土遺物(17はS=4/2、 18～20はS=4/4、 24はS=2/3)

一下

杉

ク7



第3章 自石大谷 I遺跡

3.そ の他の遺構 日遺物

集石 1(第 15～ 17図、写真図版 3・ 10・ 11・ 31～ 35)

I区西側、段状遺構 4の北に位置する。 I区西側でこの部分だけ石と弥生時代後期中葉の上器が

集中して検出されたので、墳墓の可能性も含め弥生時代の集石遺構 として調査を行つた。その後第

15図 1層 の黒褐色土で弥生土器に混じつて須恵器の細片が 1点出土したため、何 らかの遺構に伴っ

た土器が別の時期に片づけられたものと判断した。ただし、出上した土器の器種関係や数量から本

来一括のセットをなしていたと考えられるのでこの節で扱 うことにする。

出土した土器は須恵器片 1点を除いてすべて弥生土器である。ほとんどが粉々に砕けた状態で出

土したが、可能な限り分類と接合を行つて図示した。22は 当地域では類例の少ない台付装飾壺であ

る。石と石に挟まれ潰されるようにして出土した。胴都が算盤玉状に張り、最大径部分に突帯が貼

り付けられ、外面はスタンプ文でにぎにぎしく飾られている。形態・文様以外に色調や胎土も他の

上器 と明確に異なつている。また、日縁部に円形の穴が約 2 cmの 間隔で空けられているので、本来

は蓋を伴った可能性が高い(ゆ

。このほか同一個体と思われるスタンプ文を施 した土器が I区谷部で

も出土している。24は天地逆に出土した小型の変で、口縁内で赤色物が検出された。27・ 28。 30は

頸部下に貝殻による押 し引きの刺突文が施される。31は高郵脚部と判断したが、これも当地域では

あまり見られない形態である。これらの上器は安来市九重第 3号土墳墓 (文献 1)、 松江市福富 I

遺跡 5区 S105(文 献11)と 並んで弥生時代後期中葉、さらに細かい時期区分で言えば中川編

年Ⅲ期 (文献 9)、 安来市門生黒谷Ⅲ遺跡Ⅲ期 (文献15)に併行する良好な一括資料と言える②
。

土器と混じつて出上した石は長さ5 cIIl以下のものから大きいもので35cmの ものまで様々である。

また、これらの石の中には熱によって赤く変色したものが含まれてお り注意される。

集石 1の上器が本来伴った遺構については不明と言わざるを得ないが、段状遺構 4が作られた古

代以降に I区西側の丘陵部分が削平され、その時土器 と礫を隅に集めた可能性が高い。

第10表  自石大谷 I遺跡 集石1 出土遺物観察表

挿図

番号

真

版
写

図

物

号

遺

番 出土地点 種別 器種

脚台付壷

寸法 (cr)
形態・文様の特徴

貝殻直線文、スタンプ文、
列点文、貼 り付け突帯

調   整 土

2 0Hul以 下の石英

長石 雲母多 く含
む

色 調

(外)明褐色

(内 )黒褐色

(断面)黒褐

色

備  考
口径 底径 器 高

集石 1 弥 生 96
然)コ ヨナデ

内)ヘ ラミガキ

集石 1 弥 生 重 4条の貝殻直線文
外

内

ヨヨナデ
ヘラクズリ

1 0nd前 後 の砂粒

含む
茶黄褐色

集石 1 弥 生 甕 145 貝殻直線文
外

内
ナデ
ヘラケズツ

3 0alI以 下の砂粒

含む
赤褐色

17 集石 1 弥 生 甕 貝穀直線文
外

内

デ

一ア

ナ

ナ ヘラケズリ
25m以 下の砂粒

含む
赤茶褐色

集石 1 弥 生 霊 貝殻直線文
外

内
ナデ
コヨナデベラクズリ

砂粒多 く含む 淡橙褐色

17 27 集石 1 弥 生 甕 214 貝殻直線文、貝殻腹縁 に

よる列点文

外
内

ナデ
ヘラケズリ

3511以 下の砂粒

含む
明褐色

集石 1 弥 生 甕 21 4
7条の貝殻直線文、貝殻
による 6条の波状文

外

内

ヨヨナデ
ヘラケズリ

1～ 3 0EIIの 砂粒含
む

暗黄褐色

17 集石 1 弥 生 甕 6条 の凹線文
外

内

ヨヨナデ
ヨヨナデ

3 0nd以 下の砂粒
含む

淡黄褐色

17 集石 I 弥 生 鉢
黒斑、貝殻直線文、員殻腹

縁による列点文

外

内

ヘラケズリ
ヘラミガキ

3 0ac以 下の砂粒

含む
淡赤褐色

集石 1 弥 生 高イ
(外 )ナブ

(内 )ナデ

201m以 下の砂粒

含む
淡橙褐色

集石 1 弥 生 鼓形器台 15 3 19 1 16条の貝殻直線文
(外 )ヘ ラミガキ

(内 )ベ ラケズ リ ナデ

35a」 u以 下の砂粒

含む
淡明赤褐色

(1)出雲市上長浜貝塚 (文献 8)

(2)池渕俊一氏の御教示による。

べている。

でスタンプ文を施 した蓋が出土している。

詳 しくは文献15「 5。 門生黒谷皿遺跡の調査 第 3章まとめ」の中で同氏が述

2∂
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上面
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第16図 自石大谷I ttFlal集石1遺物出土状況(S=1/20)

國

∂θ



第 2節 弥生時代の遺構・遺物
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第17図 白石大谷 I遺跡 集石1出土遺物(S=4/4)
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第3章 自石大谷I遺跡

土器溜まり (第 18図 、写真図版32)

I区谷部分の南よりで弥生土器がまとまって出上した。約12m北西の集石 1で出土したスタンプ

文土器 と同一個体と思われる破片が出土している。他に中期後葉 (出雲Ⅳ様式)の上器も出土して

いるので、後世 I区西側の丘陵裾部分を削平した際に土と一緒に運ばれた可能性が高い。

第 11表 自石大谷 I遺跡 土器溜まり 出土遺物観察表

遺構に伴わない遺物 (第 18図、写真図版32)

弥生土器は I区を中心に出上している。いずれも細片で図化できるものはわずかだったが、壺・

甕 。高杯の代表的な器種を確認することができた。41はⅢ区東側の急斜面で出土した。摩滅が著 し

いが、後期後葉の養と判断した。付近に遺構は無く、時期も他の弥生土器 とは異なるものである。

43は摩滅 しているので明確でないが、日縁上面にも凹線が施 されている。

 `      ど
===三

=三

二々:9

ヒ並夕

'2

第18図 自石大谷 I遺跡 出土弥生土器(S=4//4)

第12表 自石大谷 I遺跡 出土弥生土器観察表

図

号

　

８

挿

番

　

１

寅

版

　

２

写

図

　

３

物

号

　

３

遺

番

　

３

出土地点

土器溜ま り

種別

弥生

器種

甕

寸法 (cm)
形態・文様の特徴

凹線文

調   整

(外)ヨ ヨナデ
(内)ヨ ヨナデ

胎 土

1 0DE以 下の砂粒

多 く含む

色 調

淡茶褐色

備  考
口径

(181)

底径 器 高

土器溜ま り 弥 生 甕 (198)
凹線文 2条、指頭圧痕文

帯

(外 )ヨ ヨナデ

(内 )調整不明

1041以 下の砂粒

多 く含む
淡茶褐色

土器溜ま り 弥 生 底部 (74)
(外 )ク ス ツ後ナデ

(内 )調整不明

2 0alH以 下の砂粒

含む
淡茶褐色

土器溜ま り 弥 生 底部 (73) 黒 斑
(外 )ナデ
(内)ヘ ラケズリ後ナデ

1 0Eu以 下の 自色

砂粒 を多 く含む
淡黄褐色

土器溜ま り 弥 生 底部 (491 (外 )ヘ ラミガキ ナデ

(内)ヘ ラクズ リ

1 54al以 下の砂粒

含む
灰褐色

図

号
　
　
８

挿

番
　
　
１

真

版
　
　
２

写
図
　
　
３

物

号
　
　
８

遺

番
　
　
３

出土地点

集石 1北

別
　
　
　
生

種
　
　
　
弥

種

　

　

　

部

器

　

　

　

底

寸法 (cm)
形態 文様の特徴

黒斑

調 整

(外 )ヘ ラミガキ ナデ

(内 )ヘ ラ削 り後ナデ
ユビオサエ

土

1 0Hu以 下の砂粒

含む

調

　

　

色褐

色

　

　

黄淡

傭  堵

略
　
　
一

底径

(64)

絲
　

一

集石 1北 弥 生 底 部 (90) 摩滅により調整不明
1～ 301B4の 砂粒多
く含む

淡黄褐色

18 32 I区西 弥 生 甕 凹線文
(外)ヨ コナデ ナデ
(内 )ヨ ヨナデ ナデ

1～2 0Eal以 下の砂

粒多 く含む
淡黄褐色

皿 区 弥 生 甕
(外 )不明
(内 )ヨ ヨナデ

i OIIt以 下の砂粒

含む
明茶褐色

I区谷 弥 生 底 部 (51) 黒斑
(外 )ミ ガキ

(内)ヘ ラケズ リ

1 0BI以 下の砂粒

含む
淡褐色

18 43 I区西 弥 生 高跡 (158) 3条の凹線文、キザ ミ
(外)ヘ ラミガキ

(内)ヘ ラミガキ

3 04al以 下の砂粒
含む

淡黄褐色

32



第3節 古墳時代の遺構・遺物

第3節 古墳時代の遺構・遺物
今回の調査では、ほぼ全ての調査区で古墳時代の遺物が出土した。明確に当該期と判断される遺

構は丘陵尾根上先端部 (Ⅱ 区北側)に位置する白石大谷 1号墳のみである。白石大谷 1号墳は小規

模ながら明確な墳丘を持つてお り、分布調査の段階で確認することができた。Ⅱ区では僅かではあ

るが 1号墳と同時期の須恵器が出土した (土師器は 1点 も出上しなかつた)。 当遺跡とひとつ丘陵

を挟んだ東側の丘陵上には椎山古墳群が所在するので、他の小規模古墳の存在を想定して尾根上を

調査 したが古墳等は検出されなかつた。

古墳時代の遺物が最も多く出上したのは I区谷部である。遺物はほとんどが 1号墳より古い時期

のもので、この時期の集落遺跡で通常出土する甑や竃は見られなかつた。調査区内で姿以外の煮沸

具は見られず建物跡等も検出していないが、周辺には6世紀後半以前の集落が存在 したと推測され

る。また、Ⅲ区で検出した横口付製炭窯の焚き口部分で須恵器の壺が2点出上している。古墳北側

の岩から転落した化石が、横口付製炭窯の焚 口部分で出上したので、この須恵器も斜面上方に位置

する1号墳から転落した可能性がある。

第19図 自石大谷I遺跡 古墳時代の遺構(S=4/600)
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第3章 自石大谷 I遺跡

1.1号 墳

調査前の状況 (第20～ 23図 、写真図版12～ 15)

Ⅱ区の北側、尾根上の緩斜面とⅢ区の急斜面の変換点近くに位置する。墳丘上より北方を望む

と、谷の間から宍道湖と島根半島を見通すことができる。

調査前の 1号墳は墳丘の高まりと西側と南側の周溝の窪みをはつきり認識することができた。し

かし、東側の盛上が流失し、周溝と南側の地山カット部分を古道 1に切 られていたため墳形は推定

できなかつた。

一　　　　　　　　＼

―

能

第20図 自石大谷I遺跡 1号墳調査前地形測量図(S=4/100)
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A 全こと。m

A― Aライン

1 暗褐色土(撹乱土)

2赤褐色上(古道 1覆土)

3茶褐色土(古道 ]覆上)

4灰掲色土(周 溝覆土)

5淡黄褐色砂質土(流生)

6暗掲色上

7淡赤褐色土(地 山ブロック多く合む)

8暗褐色粘質土(地 山プロック合む)

9灰捐色粘質土

10暗灰褐色粘質土

1]淡黒褐色±9日表土)

25 5m
B――

B― B'ラ イン

1 暗褐色上(椀乱土)

2淡黄褐色砂質土 (流土)

3赤褐色上(古違 1埋土)

4灰褐色土(周滴埋土)

第21図 自石大谷 I遺跡

根による損乱 9

5

6
7
8
9

淡赤褐色上(地 山ブロック多く含む)

暗褐色粘質土

灰褐色粘質上

暗灰褐色粘質土

淡黒褐色土(旧 表)

1号墳 調査後墳丘測量図、墳丘土層断面(S=4/60)

」pr



第3章 自石大谷I遺跡

墳丘・周溝 (第20・ 21図 、写真図版12,13)

墳丘は東側と北側の一部が流失 しているため不整形で、平面形は隅の丸い長方形状である。墳丘

の規模は墳裾 と判断した部分で計測して、南北5.lm、 東西6.7mで ある。墳丘の高さは上部が攪乱

されているので本来の高さは不明だが、残存高は北側の墳裾から計算 して約1.2mである。墳丘は

旧地表面に灰褐色系の粘質土を盛って水平な面を形成 し、そこで石棺を組み立てた後に淡赤褐色の

上を盛って墳丘を築成している。この淡赤褐色上には地山ブロックが多く含まれており、墳丘南側

をカットして平坦地を造つた際の残土を使用したと考えられる。

周溝は墳丘の西側と南側で検出した。周溝はやや埋まった段階で、その窪みを利用してほぼ同じ

位置に古道 1が造られたため、残存状態は良くない。平面的に確認することが困難だつたが、丘陵

斜面上方にあたる西側と南側のみ造られていたと思われる。

石棺 (第21・ 22図 、写真図版14・ 15)

1号墳の埋葬施設は墳丘のほぼ中央に位置する箱式石棺である。非常に小型の石棺であるが、 1

号墳で検出した埋葬施設はこの 1基のみである。石棺は墳丘を築成する過程で組まれていたので堀

方は見られなかった。石棺は攪乱を受けており、蓋石はその際廃棄されたようで墳丘上では検出さ

れなかった。棺の構造は側石で小日石と底石を挟み込むタイプのものである。 9枚の板石を組み合

26 5m

巾
い
　
枷
ヨ

選|

Ш9 9Z

0                                   1m

∂σ

第22図 自石大谷I遺跡 1号墳 石棺(S=4/20)



第3節 古墳時代の遺構・遺物

わせて作 られてお り、底石は中央のみ検出されなかったが、あるいは攪乱時に廃棄 されたとも考え

られる。石材は宍道町内で産出される来待石が使用 されている。表面は風化が著 しく加工痕は確認

できなかつた。規模は床面の内法で長 さ70cIIl、 幅22～ 27cm、 底石か ら小 口石上面までの高 さは19～

25cmである。棺の主軸はN-67° 一W方向である。

遺物出上状況 (第23図 、写真図版14・ 15)

須恵器が石棺周辺 と周溝内の 2か所で出上 した。石棺周辺の須恵器は攪乱土中で小片に砕かれた

周構内 (V20)

◇

G

�逹
つ
  感

の
°

津

④

し
い

σ

ヽ
第23図

も⑤

ｏ

石棺周辺 (V20)

自石大谷I遺跡 1号墳遺物出土状況(S=4/100)

∂π



第3章 自石大谷I遺跡

来待石と伴に出上した。45・ 48の破片がやや大きいくらいでほとんどが攪乱によって細片に砕けて

いる。44は周溝南東部分で小型の礫に混 じつて出上した。付近で出土した来待石の板石は石棺の蓋

石または底石と思われるので、攪乱の際墳丘上から廃棄された可能性が考えられる。

出土遺物 (第24図 、写真図版35・ 36)

出上した須恵器は復元した結果 6個体で、色調や調整等の特徴から第24図 に示 したセット関係に

なると判断した。44は体部と天丼部の境の稜が水平方向に突出する杯蓋で特徴的である。天丼部の

ヘラケズジはケズヅ残 しの所があり、横方向の板 目が確認できる。これとセットになると考えた47

は口縁部に厚みがあり、林部は内弯せず外反気味で48・ 49と は異なるプロポーションである。この

2点は色調が明灰色で他の4点 とはっきり異なる。これら6点の蓋郭はいずれも古墳時代後期後半

(大谷編年出雲4期。文献25)に位置づけられる。

第13表  自石大谷 I遺跡 1号墳 出土遺物観察表

0________Щ Cm

第24図 自石大谷 I遺跡 1号墳 出土遺物(S=4/4)

2.遺構に伴わない遺物 (第25図、写真図版31日 35～37)

I区を中心に土師器 (50～ 63)。 須恵器 (64～ 73)が 出土し、玉の未製品 (74～ 77)も 4点出土

している。一部を除いてほとんど細片だが、古墳時代のほば全般の上師器 。須恵器が確認できた。

51は I区谷部で出土した。図示できなかったが、同地点で同一個体と思われる胴部や底部の破片

も多数出土した。二次的に火を受けて脆くなっており、胴部下半の外面には黒色になった部分も見

られ る。56～58は別個体だがいずれも杯部に段のある高杯の破片 と思われる。61・ 62は 口径が小 さ

く古墳時代前期 (松 山編年 I期。文献 5)の器台または高郷 と思われる。64は大谷編年出雲 2期頃

と思われる郭身で、同じI区谷部で出上 した土師器同様 1号墳に先行する時期のものと言える。67

はⅢ区東側の急斜面で出土 した短頸壷の口縁である。周辺で遺構は検出されず、同一個体 と思われ

る日縁部がⅡ区で出上 しているので、 1号墳周辺か ら転落 した可能性 も考えられ る。須恵器 の甕

∂∂

図

号

一
　

４

挿

番

　

２

真
版

　

５

写
図

　

３

遺物

番号

44

出土地点

1号墳

翻
一一　鶴

維　一一　
稽

寸法 (cal)

形態・文様の特徴 整調

(外)回転ヘラクズ リ回

転ナデ
(凸 )回転ナデ

胎 土

3 0HI以 下の石英
含む

色 調

明灰色

備  考
口径

137

底径 器高

41

1号墳 須恵器 必 蓋 46
(外 )回転ヘラケズリ回
転ナデ
(内)回転ナデ

1 0BI以 下の自色
砂粒含む

灰 色

1号墳 須恵器 杯 蓋
(外)回転ナデ

(内)回転ナデ

10m以下の砂粒、
05m以下の黒

灰 色

47 1号墳 須恵器 邦 身 12 0
(最大径)

145

(外 )回転ヘ ラケズヅ回

転ナデ

(内)回転ナデ

1 0ag以 下の砂粒

含む
明灰色

1号墳 須齢 郷 身
(最大径 )

139

(外 )回転ヘラケズタ回
転ナデ
(内)回転ナデ

10111n以 下の砂粒

やや多 く含む
灰 色

1号墳 須恵器 イ 身
(最大径 )

13 6

(外 )回転ヘラケズノ回
転ナデ
(内 )回転ナデ

1011以下の 自色

砂粒やや多 く含む
灰 色



第3節 古墳時代の遺構・遺物

(68～ 73)はほとんど胴部の細片で、口縁部は図示できなかつた。古代の姿と完全に分類すること

ができなかったので、須恵器の胴部片はここにまとめて掲載 しておく。器壁の薄い73は壼や横瓶等

の胴部の可能性も考えられる。74は濃い緑色の碧玉で表面に赤く変色 した部分が見られる。側面の

丸く加工した部分には見られない。加工前に火を受けたと考えられ、あるいは加工の初めの段階で

火を使用 した可能性もある。76は水晶製の勾玉未製品と思われ、図中左側の面は自然面である。ま

た、右図の右側面には急角度の剥離が見られるので、挟 りを入れようとした可能性がある。

第14表 自石大谷 I遺跡 出土土師器・須恵器観察表
図
号

　

５

挿
番

　

２

真
版

　

５

写
図

　

３

物

号

　

０

還

番

　

５

出土地点

I区谷西

種別

上師器

絶
　
　
甕

寸法 (cm)
形態・文様の特徴 調 整

(外 )ヨ ヨナデ
(内 )ヨ ヨナデ ヘラケ
ズリ

胎 土

2 01aIII以 下の砂粒含
む

色 調

淡挑褐色

備  考

略

・

略

・

縞

・

I区谷 部 土師器 甕 (158)
(外 )ヨ コナデ

(内)ヘ ラケズ リ

3 0ulll以 下の砂粒含
む

茶褐色

I区容 土師器 甕 (196)
(外 )ヨ ヨナデ タテノ

ケ
(内 )ヘ ラケズヅ

2 0Hl以 下の砂粒含
む

淡褐色

25 Ⅲ区凍 土師器 甕
(外 )ハ ケ ヨヨナデ

(内 )コ ヨナデ

2 0ma以 下の砂粒 多
量に含む

暗茶褐色

I区谷北 土師器 甕
(外 )調整不明(内)ヘ ラ
ケズリ ユビオサエ

2 0alal以 下の砂粒や

や多量に含む
淡茶褐色

I EXE容 土師器 士霊 摩滅によ り調整不明
t OHuII以 下の砂粒微
量含む

茶褐色

I区谷 土師器 高鉢 (159) (外 )ヨ コナデ
(内)調整不明

10m以内の砂粒 (石

英‐長石)多 く含む
暗茶褐色

57 I 区宅事Jヒ 土師器 高 郵 摩減 により調整不明
2 5Dl以 下の砂粒含
む

茶褐色

I区 土師器 脚 部 (103)
(外 )ナデ
(内 )ナデ

I OIm以 下の砂粒微
量含む

橙黄色

I区谷北 土師器 高鉢 摩滅により調整不明
2 5ftI以 下の砂粒含
む

淡黄褐色

〔区谷 土師器 高 郭 摩減 により調整不明
3 01aln以 下の砂粒含
む

茶褐色

I区谷 上師器 小型器台 (120) 摩滅により調整不甥
2 0nd以 下の砂粒 多
く含む

淡黄褐色

I区谷 土師器 器 台 (118) 摩滅により調整不明
1 0alI以 下 の 自色砂

粒含む
淡黄褐色

I区 土師器 器 台 (■ 6)
(外 )ヘ ラミガキ

(内 )不 明
微砂粒含む 橙褐色

I区容 須恵器 杯身 (116)
(外 )回転ナデ 回転へ

ラケズリ
(内 )回転ナデ

微砂粒含む 灰 色

Ⅳ区北 須恵器 不身

(外 )回転ナデ 回転ヘ

ラケズリ
(内 )回転ナデ

I OHutt以 下の砂粒含
む

灰 色

区

１５

Ⅱ

Ｔ 須恵器 郷蓋

(外)回転ナデ 回転ヘ

ラクズリ
(内 )回転ナデ

1 04Ul以 下の砂粒含
む

濃灰色

Ⅲ 区東 須恵器 短頸重
(外 )回転ナデ

(内)回転ナデ

2 0Hu4以 下の砂粒 多
く含む

暗灰色

I区谷 須恵器 甕
(外)タ タキ
(内 )タ タキ

0 5all以 下の砂粒少

量含む
淡灰色

I区西 須恵器 甕
(外 )タ タキ

(内 )タ タキ

051」 l以 下の砂粒少

量含む
淡灰色

I区谷北 須恵器 甕
外

ハ
タタキ
タタキ

054d以 下の砂粒少

量含む
暗灰色

37 71 I区谷北 須恵器 甕
外

内
タタキ
タタキ

0 54ul以 内の砂粒 (長

石)若千含む
青灰色

37 72 2ト レンテ 須恵器 甕
(外)タ タキ

(内)タ タキ

0 5EE以 内の砂粒含
む

青灰色

I区西 須恵器 甕
(外 )タ タキ

(内 )タ タキ後ナデ

0 5ala以 下の砂粒含
む

(外)黒灰色

(内)灰色

第 15表 自石大谷 I遺跡 出土玉未製品観察表
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図
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玉
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寸 法 (Dd)
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玉
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碧

重量 (g)
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16 5
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I区谷 玉 玉未成品 11 5 ′ 5 水品
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第4節 古代の遺構・遺物
今回の調査で検出した遺構の中で、最も特徴的な遺構である横口付製炭窯を検出している。横 口

付製炭窯は生産遺構の常で出土遺物に乏しく、しかも確実に遺構の時期を示す出土状況ではなかつ

た。また、自然科学的分析も地磁気年代と放射性炭素年代で大きく年代に違いが出ているので操業

時期は明確にできていない。そのため周辺や調査区内で出土した遺物の時期や、同じ宍道湖南岸地

域で確認 された横 口付製炭窯の例(ゆ を参考にして 7世紀後半～ 8世紀後半の遺構と判断した。この

ほか I区西側で段状遺構 4、 Ⅱ区で古道 1、 Ⅳ区で溝状遺構 1を検出している。

遺物は I区西側で8世紀後半から9世紀の土師器・須恵器が出土したほか、 I区谷部でも同時期

の上器が出上している。谷部では古代の遺構を検出していないので、基本的に I区西側の遺構から

流入したものと推測される。また、Ⅳ区東側の緩斜面でも古代の遺物が若干出上してお り、このあ

たりまで何 らかの形で利用されていたと考えられる。

第26図 自石大谷I遺跡 古代の遺構(S=4/600)

(1)玉湯町布志名大谷Ⅱ遺跡 (文献12)、 宍道町屋敷古墳群 (文献24)、 斐川町三井Ⅱ遺跡は古代に操業 してい

たと考えられている。三井Ⅱ遺跡は現在調査・整理中で江角健・阿都賢治両氏の御教示による。

ノ
争



第3章 自石大谷 I遺跡

1.横 口付製炭窯

調査前の状況 (第27図 、写真図版16)

横日付製炭窯は丘陵北側斜面の標高約17～19mの位置で検出した。調査前は土砂で完全に埋没 し

ており、検出は全く予想外だつた。ただ調査前から側庭部分は緩斜面になっていたので トレンチを

?か所 (T18。 19)設定した結果、T19で側庭作業場に堆積 した黒色の炭層を検出した。

炭窯の構造 (第28図 、写真図版 5・ 16～24)

横 口付製炭窯は急斜面を トンネル状に今1り 抜いて焼成部を造る地下式構造で、焼成部の天丼が約

半分崩落していた他はほぼ完全な形で検出された。焚き口。焼成部 。煙道・煙出し。前庭および側

庭作業面によつて構成されてお り、横 口の数は6個である。この種の窯跡に付属施設 として見られ

る上方溝は検出されなかった。以下各部ごとに記述する。

焚き口 ,前庭 (第27～ 30図 、写真図版 5・ 17)

焚き口は、天丼が崩落し山側の壁面が追 り出しているので断面 (H― H'ライン)の形はいびつ

だが、本来は焼成部断面に近い形でやや幅が狭かつたと推測される。床面には黄褐色砂質土が堆積

し、これを掘 り下げると地山が長さ96cm、 幅60cm、 深さ18clllの規模で 1段低くなつていた。堆積土

の黄褐色土は地山ブロックを含んで締まつてお り、当初からこのような作 りだつた可能性の他に焚

き口を補修 したとも考えられる。

前庭作業面は焚き日から北に向かって伸び、土坑状に地山を掘 り込んで造られている。床面は平

坦に造られ、平面は焚き口側が広い台形で規模は長さ3.5m、 幅0.5～ 1.lmである。断面は逆台形

状で、壁面は最も深い山側で高さ0,9mに なる。前庭内には検出面まで土砂が堆積 し、検出面で須

恵器の壺が 2点出土した。また、最下層には炭のかたまりや焼土粒を含む黒褐色砂質上が堆積 して

おり、土層断面から焼成部内より炭を掻き出す際に前庭に堆積 したものと考えられる。

焼成部・横口 (第27～ 30図 、写真図版 5～19)

焼成部は地山を今Jり 抜いて造られてお り、斜面上方からの上圧によるものか天丼の焚き口側約半

分は調査前に崩落していた。このため焼成部の調査は危険を避ける必要から、ある程度崩落した地

山と天丼を取 り除いた後に掘 り下げる方法を採った。焼成部の平面形は細長い長方形で、北側に僅

かに張り出すようにカーブしている。主軸はN-53° 一E方向である。横断面は丸みのある台形で

壁面と天丼の境は明確でない。焼成部の規模は床面で長さ約8.5m、 幅約0.8m、 床面から天丼まで

の高さは0.6～0,7mである。床面は煙道に向けて 7～ 8° の角度で緩やかに高くなり、高熱により

黒灰色に変色して非常に硬くなつていた。壁面と天丼は床面ほど硬くなつておらず、色調も黄褐色

である。さらに横断面の地山を裁ち割つて確認すると、最大で幅17clllにわたつて暗赤褐色に変色し

ていた。また、焼成部内には天丼崩落土や赤褐色の焼土が堆積 していたが、前庭 。側庭作業面で検

出したような黒色の炭層は検出されなかつた。

焼成部の側庭側壁面には横 口が6個開けられている。穴の間隔は中心で測つて1.4～ 1.5mで、横

日は長さ約50clll、 床面からの高さは30～ 40clllで ある。横 口部分の焼成部床面は作業によるものか 1

段低くなっているので、横断面は精円形になる。

煙道・煙出し (第 28・ 31図 、写真図版 5・ 19～ 22)

煙道は焼成部の奥からさらに細い トンネルとなって煙出しへ続いてお り、長さは約1.2m、 床面

から天丼までの高さは最も低いところで約0.2mである。平面と断面で確認すると焼成部から約0.6

2
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第27図 自石大谷I遺跡 横回付製炭窯①(S=1/100)
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第28図 自石大谷I遺跡 横口付製炭窯②(S=4/80)
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E一 E'ラ イン

]暗茶褐色砂質上
2責褐色砂質土
3焼土(赤褐色)

4暗掲色砂質土

5茶掲色砂質土(天丼崩落上を含む)

6茶褐色砂質土(地山小ブロックを多く合む)

7淡黒褐色砂質土(炭 ・地山小ブロックを多く合む)

D― D'ライン

1 茶幅色砂質土(地山小ブロックを多く合む)

2茶褐色砂質上(地 山大ブロックを多く含む)

3茶褐色砂質土
4暗茶褐色砂質土
5茶褐色粘質上
6灰褐色砂質土
7暗茶褐色粘質土(炭 化物を多く含む)

8暗黄褐色砂質土
9黄褐色砂質土

8暗茶褐色砂質土
9焼上(赤褐色。炭を含む)

10暗褐色砂質土
11暗黄褐色砂質土(地山ブロックを多く含む)

12淡黒褐色砂質土
13暗茶褐色砂質土(炭 ・焼土ブロックを含む)

14黒褐色砂質土(大型の炭 焼土粒を含む)

15明黄褐色砂質土(地山小ブロックを含む)

__十

~二

乙 迎

10赤掲色砂質上(地山小ブロックを多く合む)

]1黒色砂質上(炭化物を多く合む)

12暗黄褐色砂質土
]3赤褐色砂質土
1■ 暗茶掲色粘質土
]5暗茶褐色砂質土
16焼土(天丼崩落上。暗赤掲色)

17焼土(黄掲色)

18焼土(黒灰色)

19焼上(暗赤掲色)

,力効

1                                   2m

第29図 自石大谷I遺跡 横回付製皮窯土層断面図①(S=4/40)
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F― F'ラ イン

1 暗茶掲色粘質土
2茶掲色粘質上
3淡茶掲色砂質土(地 山ブロックを多く含む)

4暗茶掲色粘質上(炭化物を多く含む)

5黄褐色砂質土(地山大ブロックを多く含む)

6淡黒褐色粘質土
7暗黄掲色砂質土

8明茶掲色砂質上
9黒色砂質土(炭層)

10暗茶褐色砂質上
]]焼土(黄掲色)

12焼土(黒灰色)

]3焼土(日音赤褐色)

G型

G一 G'ラ イン

]茶褐色砂質土
2淡茶掲色砂質土(地山ブロックを多く含む)

3明茶褐色砂質土
4黄掲色砂質土
5焼土(天丼崩落上。暗赤掲色)

6淡黒掲色砂質上(炭 を含む)

7暗赤褐色砂質上

一
F′

一― 」
′

日―H'ラ イン

1黄捐色砂質土
2暗赤掲色砂質土
3暗掲色砂質土
4暗茶掲色砂質土
5暗茶掲色砂質土

6茶褐色砂質上

8暗黄捐色砂質土
9淡黄掲色砂質土
10黒色砂質土(炭 層)

]]焼土(黄掲色)

12焼上(黒灰色)

13焼上(暗赤褐色)

7茶掲色砂質土(地 山ブロックを多く含む)

8淡黒褐色砂質土
9暗茶掲色砂質上(炭 焼土ブロック含む)

10暗茶褐色砂質土(炭 を合む)

11黒褐色砂質上(大型の炭・焼土粒を含む)

12黄掲色砂質土(地 山ブッロックを合む)

13黄掲色砂質土(地山ブッロックを含む)

十一 |'ラ イン

]黄褐色砂質土(天丼崩落土)

2焼土(天丼崩落上。暗赤褐色)

3暗茶掲色砂質土

4暗掲色砂質土(炭 を合む)

5淡黒掲色砂質土(炭 を含む)

6黒色砂質上(炭層)   17

横口6

」―J ライン

1 暗茶掲色粘砂質上

(地山ブロックを含む)

2茶掲色砂質上

(地山ブロック 焼上粒を含む)

暗掲色砂質上(炭 を含む)

淡黒掲色砂質土(炭 を含む)

黒色砂質土(炭層)

3

K― K'ラ イン

1 茶掲色砂質土
2淡黒褐色砂質土(炭 を含む)

2

〃δ

第30図 自石大谷I遺跡 横口付製炭窯土層断面図②(S=4/40)
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横口付製炭窯煙出し

18 5m

霧轟藝擁暗灰色

豪鷺緩鷺暗赤掲色

0                 1m

土坑3

]明灰掲色粘質土

2淡黒褐色粘質土(炭 を合む)

3灰褐色粘質土(炭 を合む)

4黒褐色粘質土(炭 を多く合む)

5黒色粘質上(炭層)

0                 1m

Ｅ
ゆ
　
∞
一

第31図 自石大谷 I遺跡 横回付製皮窯煙出し、土坑3(S=4/40)

mの所で折れ曲がつている。これは煙道を造る時に焼成部から煙出しに向かつて床面レベルを上げ

ながら掘 り進み、煙出しからも東に向かつて掘 り下げた結果ズレが生じたためと考えられる。

煙出しは地山を上坑状に掘 り込んだ堀方の中に開けられていた。堀方の平面形は北西に向かつて

伸びる溝状の部分があるため細長い三角形である。床面は水平で規模は長 さ3.9m、 幅0。 9mでぁ

る。溝状に伸びる部分は長さ約2.5m、 幅約0。 2m断面はU宇状だが床面はほぼ水平なので、排水よ

りもむしろ通路として機能 していたと考えられる。また、堀方の床面では、長さ15～30clll前後の地

山ブロックや石が検出された。これらの中には高熱によつて暗灰色や暗赤褐色に変色したものが見

られ、本来煙道側の壁面に寄せて造られた煙突が崩れたものと思われる。

側庭 (第27～ 30図 、写真図版 4・ 5・ 16・ 23・ 24)

側庭作業面は焼成部の北側に位置し、丘陵斜面を大規模に削平して造られている。調査前は土砂

によつて完全に埋まっており緩斜面になっていた。床上には黒色の炭層が全面にわたって堆積 して

いたが、横 口部分から北側に向けて次第に厚さが厚くなり、焼成部から炭を掻き出した様子がうか

がえる。また、炭層の上面では焼けた石を多数検出した。大きさは不揃いだが操業時に横口を閉塞

するために使用されたと考えられる。床面の平面形は台形で煙道側が広くなり、規模は最大で長さ

7.8m、 幅3.6mで ある。床面は煙道側に向かって高くなり、3～ 4° の角度で緩やかに傾斜 してい

る。旧地形の勾配と側庭床面の勾配に差があるため西側は急角度で立ち上がる壁になり、床面から

の高さは最も高くなる南西隅で約1.6mである。床上には炭が堆積 していた。床面で土坑 3と ピッ

トを検出したほか、北東コーナーでもピットを検出している。床面の横口周辺は焼成部から製品を

掻き出す作業によって 1段低くなっている。横 口2・ 3は東側に、横 口4・ 5は西側に向けて窪ん

でおり、ちょうど土坑 3を避けるような作業状況だつたと推測される。

を7



第3章 自石大谷I遺跡

土坑3(第28・ 31図 、写真図版 5・ 24)

側庭作業場のほぼ中央、横口3と 4の間に位置している。側庭床面に堆積 した黒色の炭層と同時

に検出した。土坑内には床面に黒色の炭層が堆積 し、その上に灰褐色粘質土と炭を含む黒褐色上が

交互に堆積 していた。土坑壁面は熱を受けて赤く変色している。土坑 3は検出した位置や側庭に堆

積 した炭層とよく似た炭層が床面に堆積 している点、側庭床面で検出した横 口から伸びる窪みが土

坑 3を避けるようについている点等から、横 口付製炭窯と同時期のものと推測される。また、放射

性炭素年代の結果もA.D.830年 ±70と 焼成部内で出土した炭の年代に近いものだった。

第14表 自石大谷I遺跡 出土土師器・須恵器観察表

遺  構  名

土坑 3

上面形 長軸 (ca) 短 軸 (cl)
深 さ(cm)

44

主  軸

90°一E

出 土 遺 物

弥生土器 (中 期)

二次加工のある剥方

備    考
底面形

楕円形

長軸 (cIE) 短軸 (cl l)

56
円 形

出土遺物 (第32図 、写真図版17・ 36)

遺物は土師器の細片が 1点、須恵器が 3点出上した。土師器は側庭床上で出上したが、細片のた

め時期を判断できず図示もできなかつた。78・ 79は前庭検出面で出上した須恵器の壼である。78は

底部を下にして出上しているので当初は意図的に置かれたものと考えていたが、その後検出した床

面が60clllも 低い位置だったのでⅡ区から前庭埋没後の平坦地に転落したものとも考えられる。Ⅲ区

東斜面では短頸壺67が 出土してお り、同一個体の可能性がある。79も 前庭北側の茶褐色土上で出土

し、床面からは浮いた状態だつた。80は側庭上層から出上した須恵器変の胴部である。これらの遺

物は出土状況から横 口付製炭窯の時期を決める材料とするには問題があると思われる。

ヽ 鯵
10

10cm

第32図 自石大谷 I遺跡 横口付製炭窯出土遺物(S=4/4)

第1フ表 自石大谷 I遺跡 皮票出土遺物観察表

翻
斜
一　
３２

写真

図版

物

号

一
　

３

遺

番

　

７

出土地点 種 丹1 維
一　
重

寸法 (c血 )

形態・文様の特徴 調 整

(外)カ キメ調整 回転
ヘラケズリ
(内)回転ナデ

胎  土 色 調

灰色

備 考

内外面に吹

き出 し釉

口径 底径 器 高

横 日付製炭窯 須恵器 63
(最大径 )

82
1 0ntの 砂粒微量

含む

横 口付製炭窯 須恵器 箆

(外)カ キメ調整後ナデ
ヘラクズリ

(内)回転ナデ

2 0HItl以 下の砂粒

含む
青灰色

横 口付製炭窯 須恵器 甕
(外 )タ タキ

(内)タ タキ

i Onltの 砂粒微 量

含む
暗灰色

年代

出上した土器は4点 しか無く、時期を決定できる出土状況ではなかつた。焼成部内で行つた地磁

気年代の狽1定結果はA.D。 660年 ±20年で、同じく焼成部内より採取 した炭の放射性炭素年代の測

定結果はA.D.870年 ±60年だった。このように自然科学的年代測定結果にはかなり開きが見られ

る。また、この種の窯跡は近年報告例が増加 しており、形態の分類や編年等の研究も行われている

(文献19)。 これを参考にすると白石大谷 I遺跡で検出された窯跡はBl型に分類される。このタ

イプは7世紀を中心に6世紀後半～8世紀前半まで構築されると考えられている。本遺跡の場合 6

世紀後半から7世紀初頭に窯跡の斜面上方に 1号墳が築かれるので、これと近い時期を想定するの

は不自然と思われる。以上の状況から、横日付製炭窯の操業年代は大まかではあるが 7世紀後半か

ら8世紀後半頃と推沢1さ れる。
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2.段状遺構4(第33図 、写真図版26・ 36)

I区西の谷部に近い位置で検出した。 I区西の東側は古代以降に大規模な段状の削平を受けてお

り、段状遺構 4も北東部を削られている。南東・南西部分は壁がよく残つているが、北西部分は明

確でなかった。床面は斜面を削つて平坦にし、その残土を斜面下方に盛って形成 している。平面は

不整長方形で、残存する規模は3.3× 5。 3m以上である。壁溝は確認できなかった。床面ではピット

を27基検出した。床上に堆積 した炭・焼土を含む黒褐色土と同じ上が覆土なので、段状遺構 4に伴

う柱穴と考えられる。建物や柱の並びは復元できなかつた。

I区西で検出した平坦地は段状遺構 4の南東にも続いている。地山上に炭を含む黒褐色土が堆積

し、古代の遺物が出土することから段状遺構 4と 同時期の平坦地と判断した。これに伴 うと判断さ

れるピットを9基検出したが、並び等は不明である。

段状遺構 4の南西でも小規模なピットやテラスを検出した。詳 しい時期は不明だが、黒褐色上の

上から堀込まれているので段状遺構 4よ り後の遺構 と考えられる。

B― B'ライン

1 黄褐色土

2暗掲色土

3黒褐色上(炭 を含む)

4暗褐色土
5暗灰色粘質土
6灰掲色土
7暗灰掲色土(軟 らかい)

1 赤褐色土

2黒褐色上(炭 を合む)

3灰褐色粘質上(軟らかい。上坑8覆上)

4暗茶掲色土(軟 らかい。上坑6覆上)

0                                   4m

A― A'ラ イン

]黄掲色上
2黒褐色上(炭 焼土を多く合む)

3暗掲色土
4暗黄褐色上(炭 焼上を多く合む)

5暗橙褐色上 B トレンチ

C― C'ラ イン

第33図 自石大谷I遺跡 段状遺構4(S=4/80)

を9



第3章 自石大谷I遺跡

遺物は須恵器 と土師器が出上している。81は底部糸切 りの不で 9世紀頃のものである。32は壺の

底部と判断した須恵器で、8世紀後半から9世紀初め頃のものと思われる。土師器は図示できるも

のは甕の口縁のみで、甑や竃は確認できなかった。83・ 84はいずれも須恵器 と同時期のものであ

る。このほか段状遺構 4検出前の I区西掘削時に碗形鍛冶滓 (154)んミ出上している。また、壁の

南隅で検出した37×25cmの石は西側の面に使用痕があり、金床石として使用 した可能性がある(°

。

以上の点から段状遺構 4は、 9世紀頃の鍛冶に関連する遺構の可能性が考えられる。

第 18表 白石大谷 I遺跡段状遺構4出 土遺物観察表

＼       81

第34図 自石大谷 I遺跡 段状遺構4出土遺物(S=1/4)

3.溝状遺構司 (第35図、写真図版25・ 36)

Ⅳ区東側の緩斜面で検出した。調査前には段状遺構 4よ り1段高い平坦地になっており、調査時

には墳丘を全て削平された古墳と認識 していた。その後埋土中で古墳時代以降の須恵器 と思われる

85が 出上したことや、地山面で検出した土坑4・ 5の覆土と同様の炭・焼上を含む黒色土が堆積 し

ていることから、土坑4・ 5と 関連のある古代の遺構と判断した。平面はコの宇状で、規模は検出

面で東西約7.8m、 幅0.8～ 1.lm、 深さは最も深いところで0.7mである。遺物は弥生土器、土師

器、須恵器の細片が出上している。

4 土坑4・ 5(第35図 、写真図版3・ 25)

溝状遺構 1に囲まれた平坦地で検出した。非常に浅く、ここで火を使用 した以外性格は不明であ

る。土坑 5は溝状遺構 1東西軸のほぼ中央に位置してお り、関連のあるものと判断した。

第20表 自石大谷 I遺跡 土坑4・ 5計測表

遺  構  名
上面形 長軸 (cl l) 短軸 (cm)

深さ(cln) 主   軸 出 土 遵 物 備     考
底面形 長軸 (∞ ) 短軸 (側 )

土坑 4
円形 104 90

N- 53° ―W
円 形 67

土坑 5
円形 54 51

8
円形

1 0cm

図

号

一

４

挿

番

・
３

写真

図版

36

勘
辞
一
８‐

出土地点

段状遺構 4

翻　一　鶴

器 種

不

寸法 (cn)
形態・文様の特徴

回転糸切 り痕

調 整

(外 )調整不明

(内 )調整不明

月台 土

1～ 2011の 砂粒多
く含む

色 調

淡灰色

備  考
口径 底径

(92)

器 高

段状遺構 4 須恵器 重
(高台径 )

(126)

(外 )回転ヘラクズリ後
ナデ 回転ナデ
(内 )回転ナデ ナデ

10D」 Iの 砂粒微 量

含む
青灰色

段状遺構 4 土師器 甕 (212)
(外 )調整不明

(内 )ヘ ラケズ リ

1～ 3 0dIの 砂粒多
く含む

淡黄褐色

34 段状遺構 4 土師器 甕 (270)
(外 )調整不明

(内 )ナデ

1～ 2 0dulの 砂粒多

く含む
淡黄褐色

調   整

(外)回転ナデ
(内)回転ナデ

刃

(1)穴沢義功氏の御教示による。



第4節 古代の遺構・遺物

溝状遺構 1

A―――

B―

i黒掲色上(炭 焼土ブロックを多く含む)

2赤 掲色土

3焼 上

溝状遺構1

0                   1 0cln
ヽ

1灰掲色上(表土)          4暗 褐色上

2黒色土a(炭・焼土ブロックを含む) 5暗 黄掲色上

3黒色土 b(炭・焼土ブロックを少量含む)6明 掲色土

16 5m
B―

土坑 4

2
クを多く含む)

一◎
16.2m

翡
2         3

一 ― B′

0                      2m

第35図 自石大谷 I遺跡 溝状遺構1(S=4/60)、 出土遺物(S=4/4)、 土坑4・ 5(S=4/40)

5.古道 1(第21・ 36図 、写真図版26)

1号墳周溝を調査中にほぼ周溝と重複する位置で検出した。検出した規模は東西約 7m、 床面の

幅25～ 70clllで ある。床面には長さ35～ 55clll、 深さ5～20の不整形な窪みが掘られ、中からは拳大以

下の小石が多数出上した。遺物が出上していないので詳しい時期は不明だが、形態の特徴から古代

の道路跡と判断した(C。 丘陵斜面北側から尾根状を登つていく目的で造られたと考えられるが、こ

れより北側で古道の続きは検出されなかつた。

(1)丘陵斜面を溝状に掘削し底面に連続したピットを付設する古道については椿慎治氏が文献10「第 6章 結語

3.吉道について」において詳しく述べている。

土坑 3
]黒掲色上 (炭

2焼 土

土坑5

Я



第3章 自石大谷 I遺跡

AヱO■Pm
一― A′

第36図 自石大谷 I遺跡 古道4(S=4/60)

6.遺構に伴わない遺物 (第37図 、写真図版38)

古代の遺物は須恵器の杯が最も出土量が多い。土師器は I区で84と 同じタイプの甕が僅かに出土

している。92は薬壺等の蓋と思われる。天丼部の調整は回転ヘラケズリで屈曲部には突帯状の段が

つく。焼成は悪く軟質で色調は灰白色である。出土遺物の内、時期のわかる古代の遺物はほぼ8・

9世紀のものだった。

~~86

I遺跡 出土須恵器②(S=4/4)

第21表 自石大谷 I遺跡 出土須恵器観察表
図

号

．

７

挿

番

一

３

真
版

一

３

写
図

一
３

勘
需
一
８６

出土地点 種別 器 種
寸法 (cl l)

形態・文様の特徴 調   整 胎   土 色 調 備  考
口径 底 径 器 高

I区谷 須恵器 郷 蓋
外)回転ナデ
内)静止ナデ

1 0mal以 下の砂泣

含む
淡灰色

I区 須恵器 ITN身 (126) 81 回転糸切 り痕
(外)回転ナデ

(内)回転ナデ ナデ

10111以 下の砂粒

含む
暗灰色

Ⅳ 区 須恵器 不 身 (75) 回転糸切 り痕
(外)回転ナデ

(内)回転ナデ ナデ

05m以 下の 自色

粒多量含む
暗灰色

I区 須恵器 不 身 62 回転糸切 り痕
(外)回転ナデ

(内)回転ナデ
密 である。よく緒

製 されている
青灰色

I区谷 須恵器 郭 身
底部は回転糸切 り後にナ

(外)回転ナデ
ラケズリ
(内)回転ナデ

回転ヘ

ナデ

0 5dol以 下の砂粒

含む
(外 )H音 灰色

(内 )灰色

37 I区谷北 須恵器 塔 身 (100) 回転糸切 り痕
(外)調整不明
(内 )ナデ

1 5all以 下の 自色

砂粒含む
青灰 色

37 I区 須恵器 蓋 (128)
(外 )回転ヘ ラケズ リ

(内)回転ナデ
1011の砂粒含む 灰 白色

37 I区 西 須恵器 壷
外)回転 ヨヨナデ
(内 )回転 ヨヨナデ

05帥以 下の砂粒

(石英・長石)含む
青灰色

D~2



第 5節 中 。近世の遺構・遺物

第5節 中・近世の遺構・遺物
遺物の出土状況から中世の遺構 と判断できたものは尾根上で検出した古道 2である。Ⅱ区の地山

面に掘られ、古道部分には固く締まつた褐色土が堆積 していた。断面はやや開いたU字状である。

最も北側で褐釉陶器の壺 (104)が 出上している。尾根上の古道で時期が判断できたものは古道 2

のみだが、他の古道も検出状況や形態がよく似ているのでこの頃まで使用 されていた可能性が高

い。また、古道はいずれも調査区の南側まで続いている。

中世の遺物は I区西の緩斜面から谷部分にかけて集中して出土している。このため I区西上層で

検出したピットや I区谷北側で検出した楕円形のピットは並びを復元できなかったが、この時期の

遺構の可能性がある。ほかに特徴的な遺物として京都系土師器 (97)が 1点出土した。宍道町内の

出土例
ωを確認すると、土坑墓・火葬遺構に伴って 1～ 3点がまとまって出土する点で共通 してい

る。 I区西とⅣ区東側の緩斜面では時期不明の土坑や浅い焼土坑を検出しているが、京都系土師器

の出土例を参考にするとこれらの上坑の中には中世のものが含まれている可能性がある。

近世の遺物は I区で肥前系と在地産の陶磁器の細片が僅かに出土した。近世には丘陵裾部は集落

内の居住空間の中心からはずれていたと推測される。

有01

第38図 自石大谷I遺跡 中・近世の遺構(S=4/600)

(1)惣三堀遺跡 (本書)、 野田遺跡 (文献20)、 知原 4号墓 (文献16)で出土している。

男



第3章 自石大谷I遺跡

中世の遺物 (第39図 、写真図版31・ 38・ 39)

土師器 (94～ 99,106)、 貿易陶磁 (100～ 104)、 国産陶器 (105)が出上している。上師器の杯

は小片が多く、全形の分かるものは97・ 98のみである。97は器壁が薄い等の特徴から16世紀代で収

まる時期のものと思われる。98はⅣ区のピット内から出土したもので、郭部を一部欠損 しているが

ほぼ完形に復元できた。12世紀頃のものと思われる。時期の判断できる土師器は少ないが、ハの字

に開く高台が付くものは出上していない。104は底部も含む全面に釉薬が掛けられ、外面底部付近

には白色の目痕が見られる。胎土も密であり、これらの特徴から中国製の褐釉陶器壼と思われる。

これは古道 2の覆土中で出上したもので、同一個体と判断される陶器片がⅣ区の斜面でも出土して

いる。105は 盗器系の鉢で堅い焼成である。産地や詳 しい年代は明らかにできなかったが、内面に

橋 り目が無く断面三角形の高台が付けられる点などから、14世紀以前のものと判断される。106は

全体にナデの痕が明確に残 り外面下半には僅かではあるが煤が付着している。このほか細片で図化

できなかったが備前系の壺・密・播鉢も出土している。

＼

導 4

荒

｀

固 99

ん 死ぞ

｀ヽ       十

第39図 自石大谷I遺跡 出土土師器②・陶磁器(S=4/4)

第22表 自石大谷 I遺跡 出土土師器・陶磁器観察表
図
号

　

９

挿
番

　

３

真

版

　

９

写

図

　

３

物

号

　

４

遺

番

　

９

出土地点

1区谷北

種別

中世土師器

器種

皿

寸法 (cn)
形態・文様の特徴

回転糸切 り痕

調   整

摩滅により調整不明

胎 土

3044以 下の砂粒
含む

色 調

淡橙褐色

備  考
口径 底径

55

器 高

土坑13 中世土ET器 Il 回転糸切 り痕
(外)回転ナデ

(内)調整不明
2 0Hu4の 砂粒含む 橙褐色

土坑13 中世土師器 皿 (42) 回転糸切 り痕
(外)回転ナデ

(内)静止ナデ
2 0amの 砂粒含む 橙褐色

I区西 中世土師器 皿 ナデ
(外)ナデ
(内)ナデ 指頭圧痕 密である 淡茶褐色 京都系

WttPit 6 中世土師器
柱状

高台付皿
回転糸切 り痕 摩滅により調整不明

1 0malの 砂粒微 量

含む
淡黄褐色

I EXE谷 中世土師器 高台 33 摩滅により調整不明
I OIIの 砂粒少量

含む
淡茶褐色

I区谷 北 自磁 碗 ? 玉縁 日縁 密である、白色 灰 自色
太 宰 府 Ⅱ

類 ?

I区谷 白磁 碗 (160) 玉縁 口縁
密、黒色粒子を多
く含む

灰 自色 太宰府Ⅳ類

I区谷北 白磁 碗 56 内面のみ施釉 (外 )回転ケズ リ
淡黄褐色、黒色粒
子を多く含む

灰 白色 太宰府Ⅳ類

I区西 青磁 蓮弁文碗 蓮弁文を施す
密 であ り、灰 自色
の】合土

青緑色
編
類斬

‐・５
太

年

古道 2 陶器 重 91 全面に施釉
(外)回転ケズ リ
(内)回転ナデ

密 であ り、灰褐色
の胎上

色

色

激

欺

外

内 中国製

I区西 盗器系陶器 鉢 (14 6)
(外 )回転ナデ後ケズ リ

(内)ナデ

2～ 3 0Du4の 砂 粒

(石英・長石)多 く

含む

灰 自色

106 土坑 10付近 中世土師器 鍋 30 2 ナデ
2 0BIu以 下の砂粒

多量に含む
淡黄褐色

ν



第 6節 時期不明の遺構 。遺物

第6節 時期不明の遺構 。遺物
白石大谷 I遺跡で検出した遺構の大部分は、時期の明確でない土坑 。溝状遺構である。これらの

中には覆土中から遺物が出上しているが、出土状況から時期を決定していないものも含まれる。

時期不明の上坑は22基 と今回検出した遺構の中でもつとも数が多く、土坑墓の可能性があるも

の、炭窯、焼土坑、性格も不明であるものの大きく4つのタイプに分けられる。貯蔵穴や廃棄土坑

のように集落内の居住域と直接結びつく土坑は検出されなかつた。調査区内では拳大前後の石が多

数出上した。人為的に置かれたものか自然のものか判断できない石も多数あつたが、特にまとまり

のあるものは集石として調査を行った。

このほか時期不明の遺物として黒曜石製を中心とする石器・剥片や鉄器 。鉄滓等が出土してい

る。石器は時期が明確でないものの、打製石器や剥片が合わせて200点以上出土した点は注 目され

る。調査区内で鍛冶炉や羽口を検出していないが、鉄津は基本的に鍛治に伴 うものと考えられる。

第40図 自石大谷I遺跡 日寺期不明の遺構(S=4/600)

"



第3章 自石大谷 I遺跡

¶.土坑

土坑墓の可能性があるもの (第42図 、写真図版27)

覆上が他の遺構より軟らかい土坑や、平面が長方形または長蛇円形で床面が平坦である土坑は、

土坑墓の可能性が考えられる。中でも土坑 6は両小口が浅い溝状に窪んでお り木棺墓のように見え

る。土坑12は他の土坑より東側に単独で位置 している。地形の関係もあるが主軸は他の上坑に対し

ほぼ直行 し形状も異なる。土坑12以外は I区西側にかたまって分布 している。詳 しい時期は不明だ

が土坑 6・ 8は I区西側に堆積 した炭 。焼土を含む黒褐色土を除去 した後に検出している。

炭窯 (第43図 、写真図版27・ 28)

平面が円形で深さがあり、床面に炭が層状に堆積するものは炭窯と判断した。土坑16は他の炭窯

が直径 lmを越える規模であるのと比較すると小振 りだが、覆土中で炭の固まりが出上したので炭

窯とした。土坑15は放射性炭素年代を測定した結果A.D.1380± 50年 という年代を得ている。炭窯

は I区谷部とⅣ区斜面に大きく分かれて分布 している。

第23表 自石大谷 I遺跡 土坑6～2フ計測表

遺  構  名
上面形 長軸 (銀 ) 短軸 (ca)

深さ(cm) 主  軸 出 土 遺 物 備     考
底面形 長軸 (cl l) 短軸 (cII)

土坑 6
長方形 70

60 N- 49° ―M′

長方形 63

土坑 7
長方形 (98)

N- 51°―W
長方形 41

土坑 3
不整精円形

32 N- 74°―WV 弥生中期 (細片)

不整楕円形 137

土坑 9
精 円形 (140) N- 45°一W
楕 円形 (75)

土坑 10
精 円形 159 112

N- 39°一部r 土坑北側で中せの鍋
緒円形 102

土坑 1ユ
三角形 100

N- 58°一W
円形 28

土坑 12
長方形 180

N- 41° ― Vヽ
長方形

土坑 13
円形 106

N- 48° ―E 弥生 土師器細片

須恵器、土師器杯円形 87 78

土坑 14
円形 119 104

N- 45° ―E 弥生土器 (後期)

上師器円形

土坑 15
円形 13ユ 130

N- 90°一E
円形

土坑 16
円形

N- 42°―hr
円形

土坑 17
円形 59

N- 33°一部「
土坑北側で弥生後期
古代の甕三角形

土坑 18
円形 52

N― 67 ― E
円形 32

土坑 19
円形 54

N- 61° ―M「

円形

土坑 20
楕円形 N- 42° ―W
楕円形 54

土坑 21
格円形

N- 36° ―瓢/

橋 円形 22

土坑 22
長方形 (96) (76)

N- 51°一E
長方形 (92) (64)

土坑 23
不整方形 130

N- 29°一E 弥生 ?土器
不整方形

土坑 24
楕 円形 47

N- 32° 一E 弥生底部
精 円形

上坑 25
方形 37

N- 31° 一W
円形

上坑 26
不整構円形 309 123

N- 75° ―E
不整楕円形 270

土坑 27
不整構円形 (140) N- 76° ―E 弥生土器 (糸田片)

不幕楕円形

%



第6節 時期不明の遺構 。遺物

＝

ｑ

＝

†

||||1炭
窯

||||1焼
土坑

第41図 自石大谷I遺跡 土坑位置図(S=4/300)
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第3章 自石大谷 I遺跡

土坑墓の可能性があるもの
上 坑 6

土 坑 3

土 坑 10

1 暗茶掲色上(軟らかい)

〓
∞
一

土 坑 7

12 5m

土 坑 12

暗茶褐色土(軟らかい)

灰褐色土(非常に軟らかい)

暗茶掲色土(軟らかい)

明茶褐色粘質土

]暗茶掲色上(軟らかい)

2黒掲色粘質上

3灰褐色粘質±   125m
0                                      2m

58

第42図 自石大谷I遺跡 土坑6～12(S=4/40)



坑

］灰

土

窯
13

土 坑 15

]黒褐色上(炭 化物を含む)

2黒色上(炭 化物を多く合む)

3橙赤色粘土

0                 、

1 暗掲色粘質上(炭化物を合む)

2黒捐色粘質土(炭化物を合む)

3黒捐色粘質土(焼上を合む)

4暗茶褐色土(炭 焼上を多く合む)

5橙赤褐色土(焼土)

6暗赤褐色土(炭 ・焼上を多く合む)

7炭

1 暗掲色土(炭 焼上を合む)

2褐色土
3黒褐色土(褐 色土・炭を合む)

4褐色土

5暗褐色土

6炭

土 坑 18

1 暗褐色土
2黒褐色土

(炭 焼土ブロックを合む)

3掲色上

2m

上 坑 16

土 坑 19

1 黒掲色土(炭 化物を多く合む)

2橙赤色焼粘土

第 6節 時期不明の遺構・遺物

上 比 14

― EI

l 暗茶掲色土

2果掲色土

(炭化物を含む)

3暗赤褐色上

(炭粒を多く合む)

4炭
5暗掲色土

1 暗褐色土

2赤掲色土(焼土)

3黒掲色粘質上(炭・焼上を合む)

土 坑 20

〓
φ
一

坑

７

土

坑

焼

土

3

1

1 暗褐色土
2暗灰捐色土

(炭化物を含む)

3黒褐色土

(炭 ブロックを含む)

4暗掲色上

第43図 自石大谷 I遺跡 土坑13～20(S=4/40)

刃



第3章 自石大谷I遺跡

被熱土坑 (第43図 、写真図版28)

炭窯と思われる土坑に比べて規模が小さく浅いものである。土坑17・ 19は床面に粘土を貼つてい

た。土坑内で火を使用 したこと以外詳 しい時期や性格は不明である。第41図 に見られるように丘陵

裾部分に南北に長 く分布 している。

性格不明の上坑 (第44図 、写真図版28)

前述の 3タ イプに当てはまらなかった土坑も検出している。25は深さが52cmあ り、一見柱穴状だ

が周辺で対応する遺構 。遺物は検出していない。Ⅱ区で検出した土坑26。 27は平面が不整形で床面

レベルも一定でないので、古道の一部とも考えられる。

1 灰掲色粘質上(石 を含む)

土 坑 23

]

2

暗掲色±  3暗 灰色上
(や や赤い) 4暗 褐色土
暗紫色土    (や や黒い)

(地山土)

暗灰褐色粘質土(地 山ブロック合む)

]明褐色土(締まっている)

0                                    2m

性格不明の上坑
土 坑 21

土 坑 25

27 5m

土 坑 22

|

暗茶褐色粘質土

黒茶褐色粘質土

土
土

色
色

褐
掲

黒
暗

�

28 5m

34 5m

ノ

秋

ナ

ω

第44図 自石大谷I遺跡 土坑21～2フ(S=4/40)



第6節 時期不明の遺構・遺物

2.集 石

集石2(第45図 、写真図版29)

I区西とI区谷の境で検出した。溝状遺構 5に堆積 した茶褐色土上に位置し、地山面からは20～

30clll浮 いている。遺物は古墳時代の高イ (107)と 古代の甕 (108)の 2点が出上しているが、どち

らも I区西から転落したものと思われる。溝状遺構 5と の関係など詳 しい性格は不明である。

i咆診  ◇
「 ♂

集石 2

0

第45図

第24表 自石大谷 I遺跡

自石大谷1遺跡 集石2(S=4/40)、 出土遺物(S=4/4)

集石2出上遺物観察表

集石3(第46図 、写真図版 3)

I区西の丘陵裾近くで検出した。溝状遺構 1の北西に位置する。 3× 4mの範囲に長さ5～25clll

の石が散布 していた。集石のほぼ中央で被熱 した石が 1点出土している。遺物は須恵器が 1,点出土

している。調整から平安時代頃の甕と思われる。

第25表 自石大谷 I遺跡 集石3出 土遺物観察表

集石4(第46図 、写真図版29)

I区西の調査区南端で検出した。遺物は出土していない。他の集石に比べ狭い範囲にまとまって

出上 している。集石調査後に地山を裁ち割った結果、長 さが1.lmの不整形な落ち込みを検出し

た。床面も平坦でなく調査時には判断できなかったが、墓の可能性も考えられる。

＼
！

＞
―
―

∞
Юド町お

沙
持
ο

∞
‐―
―

！‐‐
∞
、

コ
瀾
前
耐
肝

ド

湘
前
い
肝
（灘
　
瀞
肝
耐
ゆ
け
）

ω

轟
鴻
前
い
肝
（灘
　
部
肝
齢
ゆ
け
）

ヽ

置
前
い
肝
（鴻
前
耐
肝
前
ｃ
か
）

挿図

番号

45

頸
齢一　
３９

勘
斜
　
‐０７

出土地点

集石 2

種別

土師器

維

高郭

寸法 (em)
形態・文様の特徴 調   整

摩滅により調整不明

胎 土

1044以 下の砂粒

含む

色 調

淡茶褐色

備  考
口径 底径 器 高

集石 2 土師器 甕
(外)ナデ ハケ
(内)ナデ ヘラケズリ

1～ 3 0maの 砂粒多
く含む

暗褐色
煤

る

に
す

面
着

外

付

図

号

　

６

挿

番

　

４

真

版

　

９

写

図

　

３

勘
需
　
‐０９

出土地点

集石 3

種別

須恵器

器種

甕

寸法 (m)
形態・文様の特徴 調

(外)タ タキ

(内 )タ タキ

整

ナデ
"

土

0511E以 下の砂粒

含む

色 調

灰色

備 考

平安時代

口径 底径 器 高

α



第3章 自石大谷 I遺跡

集 石 3

累

。P      R
°  Csa巽

然    鱒
心

_。  与:▽▼括就

集 石 4

④  ∞

a
O

＼
]灰掲色粘質土
2暗褐色粘質上(炭 焼上を含む)

3黒茶褐色粘質上(炭 多くを含む)

4黒茶掲色粘質土
5明掲色土(地山)

155m ]暗 茶掲色土

第46図 自石大谷 I遺跡 集石8・4(S=4/40)、 出土遺物(S=1/4)

3.古道 (第 7図、写真図版29)

Ⅱ区からⅢ区にかけての丘陵尾根上では、古道と思われる溝状の遺構や (古道 3・ 4)斜面を段

上に削りだした遺構 (古道 5・ 6)を検出した。これらの古道の時期を確実に示す遺物は出上して

いないが、古道 1・ 2の例から古代から近世までに使用されたと考えられる。特に古道5は横口付

製炭窯の煙出し部分から南東方向に伸び、付近で古代の邦 (87)が出土しているので関連する可能

性がある。また、2・ 3区では古墳時代後期の須恵器 。中国製陶器・黒曜石が少量出上しており、

本遺跡南側の丘陵上にこれらの時期の遺跡が存在すると推測される。

4.溝状遺構 (第 7・ 45図、写真図版30)

I区では溝状の遺構を4条検出した。溝 2～ 5は配置から関連性がうかがえる。出土遺物は僅か

でいずれも細片であるため時期を判断できなかった。溝状遺構4の南側壁面には来待石を長さ45～

70cIIl、 幅15～25clllに切り出して加工したものが並べられている。近世以降の耕地に伴うものと思わ

れ、機能は水路・道などが考えられる。 I区南端で検出した溝状遺構 6は平面L字状で覆土が軟ら

かく、他の溝とは様相が異なる。覆土中で弥生土器の胴部片が出上しているので弥生時代の遺構の

可能性もあるが、詳しい性格は不明である。

2

′
         1 0cm



第6節 時期不明の遺構・遺物

5.石器 (第48・ 49図 、写真図版40～ 42)

I区谷部を中心に、黒曜石 。安山岩の石器及び剥片が出上している。出土した石器はスクレイ

パー・石鏃 。楔形石器 。石核・挟入石器 。二次加工を施 した剥片 。磨製石斧・敲き石である。出土

した石器の中では石鏃 と1側縁のみ加工した剥片が最も多く、それぞれ全体数の4分の 1に あた

る。石材は圧倒的に黒曜石が多く全体の約96%を 占めている。 I区谷では耕作土から地山面までは

とんどの層で石器・剥片が出上しているので、基本的にこれらの石器は原位置を保つていないと判

断される。周辺で出土した遺物は弥生時代中期後葉と後期中葉のものが多数だが、土坑 2の覆土中

で宮滝式に併行すると思われる縄文土器片が出土している。このため出上した石器の中には縄文時

代後期後半まで時期が遡るものも含まれていると考えられる。

スクレイパー (111・ 112)は黒曜石製 と安山岩製のものが 1点ずつ出上した。111は裏面に主剥

離面を残す、薄く平坦な剥片を利用している。裏面の剥離は均―でなく主剥離の打撃点に近いこと

から、刃部ではなく整形力日工の可能性が考えられる。

第26表 自石大谷 I遺跡 出土石器計測表

I区
図
号

挿
番

真
版
√

写
図

一４

勘
器
一‐３０

種

快入石器 初
一萌

肇
ｍ
一一［

幅
ｍ
〔

酪
ｍ
一‐３

重量

(g)

11 27

挟入石器 黒曜石

黒躍石

10

2 1Hl綴 に二次加 工 の あ る剥 片 23

2 削綴 に二次加 工 の あ る剥 片 石 15

2 に二次加工のある剥片 黒曜石 4 0 54

2 に二次加 工のある剥片 黒曜石 8 2 15

2側縁 に二次加 工のある剥片 黒曜石 2

2側縁 に二次加 工のある剥片 黒曜石 07

49 138 1側縁 に二次カロエのある剥片 黒躍 石 2_3 5

1側綴 に二 次加 工 の あ る剥 片 石 7

49 ‖綴に二次力日工のある剥片 石 3

1 尿に二次力日正 の あ る剥 片 黒曜石 9 1 32

1 J縁に二次カロエのある剥片 黒曜石

1側縁 に二次加 工のある剥片 黒曜石 12

1側縁 に二次加 工のある剥片 玉髄

1側縁 に二次加工のある剥片 29

1側縁 に二次加 工 の あ る剥 14

kに 二次力何工のある剥 27 12

1側縁 に二 次力日正 の あ る剥 片 黒曜石 14

石 斧 麦山岩

敲き石 その他

白石大谷 I遺跡 出土石器石材割合
(磨製石器は除く)

図

号

負

挿

番

屹

顎
醜
一４０

勘
需
而

種   別

前
一輯

肇
ｍ

幅

ｍ
隣
ｍ

穀
⑭

スクレイノペ 3 1

スクレイ′ 麦山岩

石 鏃 (I Aa) 黒曜石 0 99

石鏃 黒曜石 18

石鏃 黒曜石

石鏃 (I Aa) 里躍名

石鏃 (I Bb) 黒躍 石

石 a 黒躍 石 4

48 石鏃 (I Ab) 黒睦石 17

石 鏃 (I Bb) 黒曜石

48 石鏃 (I Ab) 黒曜石 5

48 石 鏃 (■ b) 黒曜石 7 07

48 石鏃 (Ⅱ b) 審山崇 21 12

48 !形石器 黒躍 石 7 68

!形石器 石 19 1 1

40 楔 形 石器 石

石 核 黒曜石 27 16 66

石 核 黒曜石 8

40 石核 黒曜石

40 石 核 里躍名 19 12 5 71

Π
図
号

９

挿
番

４

真
版

１

写
図

４

遺物

番号

149

種

2側縁 に二次加工のある剥片

石材

黒曜石

肇
ｍ
翔

幅
ｍ
翡

酪
ｍ〕開

重量

(g)

6 19

石核 里躍石 3 17

白石大谷 I遺跡 出土石器種別割合

石斧
2%

敲き石
2%   スクレイブヽ一

1側縁に二次加工

ロ スクレイパー

■ 石鏃

□ 楔形石器

□ 石核

■ 快入石器

圏 2側縁に二次加工
のある剥片

■ 1側縁に二次加工
のある剥片

□ 石斧

■ 敲き石

のある剥比

2側縁に二次加
のある剥片

16% 快入石器
5%

楔形石器
7%

餌



第3章 自石大谷I遺跡

第27表 自石大谷 I遺跡 出土剥片計測表

番号

1

石材

黒曜石

最大長

(Hul)

22 90

幅
ｊ

大

血

最
く

18 70

最大厚

(DII l)

5 50

重量

(g)

1 47

2 黒曜石 23 85 13 70

3 黒曜石 0 11

黒曜石 11 00 2 70

5 黒曜石 5 70

6 黒曜石 15 20 4 25

黒曜石 23 05 22 80 2 11

8 黒曜石 2 70 9 20 2 15 0 27

9 黒曜石 1 20

黒曜石 5 20 10 70 2 60

黒曜 石 13 20 5 20

黒曜石 26 20 15 20

黒曜石 10 75

黒曜石 10 16 00 1 01

黒曜石 23 65 15 10 1 44

黒曜石 13 70 13 50 0 55

黒曜石 14 97 13 20

黒曜石 28 20 18 75

黒曜石 14 00 12 05 3 75

黒曜石 0 13

黒曜 石 18 50 12 35

黒曜石 15 40

黒曜石 14 50 2 15

黒曜石 30 65 12 70 2 53 [ 41

黒曜石 16 25 13 10 2 92

黒曜石 22 75 15 20

黒曜石 22 32 13 50 6 72

黒曜石 15 40 2 30 0 22

黒曜石 26 90 21 00 7 10 3 85

黒曜石 17 40 11 10 5 40

黒曜石 21 50 13 10 0 64

黒曜 石 34 20 と2 40

黒曜石 17 69 t4 50 5 35

黒曜石 25 76

黒曜石 20 21 16 72 6 91

黒曜石 21 85 16 00 2 42

黒曜石 17 20 12 45 0 65

黒曜石 10 90

黒曜石 17 60 14 60 6 55

黒曜石 14 70 10 00 7 20 0 33

41 黒曜石 13 47 2 77

黒曜石 12 45 0 67

黒曜石 26 60 20 90 7 85

黒曜石 13 60 13 5 30 0 72

黒曜石 14 83 1 00

黒曜石 10 38 0 78 0 90

47 黒曜石 8 25 10 39

黒曜 石 2 92

黒曜石 10 50

黒曜石 22 39 15 35 0 77

黒曜石 12 85 1 50

黒曜石 5 70 7 20

黒曜石 2 55 0 12

黒曜石

黒曜石 10 30

黒曜石 8 15 2 20 0 20

黒曜石 15 40 14 40 4 15 0 72

黒曜石 19 60 10 70

黒曜石 14 50 13 20

黒曜石 242 13 47 116

号

．
１

番

・
６

石材

黒曜石

最大長

(Hul)

15 60

最大幅

(Hun)

9 25
諾ｍ
蜘

菫
⑭
0

黒曜石 23 20 20 50 1 78

黒曜 石 17 70 14 60 1 72

黒曜石 12 40 021

黒曜石 8 30

黒曜石 11 00 0 50

黒曜石 10 90 1 01

黒曜石 4 55

黒曜石 11 10 2 55 0 31

黒曜石 9 65

71 黒曜石 11 80

黒曜石 1 60 021

黒曜石 13 35 3 75

黒曜石 16 15 1 70

黒曜石 13 55 9 50

黒曜石 11 60 10 80 0 43

77 黒曜石 11 30 1 80

黒曜石 18 30 9 90 3 75 0 53

黒曜石 19 80 12 30

黒曜石 9 60 0 37

黒曜石 11 10 3 80 0 54

黒曜石 8 25 0 46

黒曜石 7 05 021

黒曜石 3 75

黒曜石 10 00 2 63 0 21

黒曜石 12 00 2 95 0 28

黒曜石 18 85 17 20 0 98

黒曜石 18 40 t5 40 2 70

黒曜石 13 40 0 31

黒曜石 15 20 15 40

91 黒曜石 12 50 7 35 0 11

黒曜石 12 20 8 80 3 75

黒曜石 17 20 13 95

黒曜 石 12 60 11 05 2 75 0 37

黒曜石 12 75 11 80 2 20

黒曜石 11 45 2 35

黒曜石 16 70 12 35

黒曜石 10 50 4 30 0 55

黒曜石 2 85

黒曜石 7 70

黒曜石 15 00

黒曜石 15 35 3 15

黒曜石 11 40

黒曜石 10 65 1 80 0 19

黒曜石 13 20

黒曜石 6 10 13 45 0 43

黒曜石 10 30 0 24

黒曜石 3 70 3 54 0 47

黒曜石 12 10 0 47

黒曜石 8 40 15 25 3 20

黒曜石 11 40

黒曜石 16 70 13 75 3 15

黒曜石 16 90 13 90 0 84

黒曜石 11 00 0 21

黒曜石 15 45 2 97

黒曜石 22 75 12 10

黒曜石 10 30 7 10

黒曜石 15 90 12 55 3 70 0 65

黒曜石 14 95 3 95

黒曜石 15 60 11 80 0 73

番号

121

石材

黒曜石

最大長

(all)

196

最大幅

(Hul)

194

最大厚

(alal)

66

重量

(g)

2 39

黒曜石

黒曜石 7 60 13 80

黒曜石 13 50 11 40 2 00

黒曜石 12 30 0 37

黒曜石 21 80 15 90 2 37

黒曜石 19 40

黒曜石 14 80 2 30 0 25

黒曜石 12 00 5 75 0 14

黒曜 石 13 95 0 19

黒曜石 19 40 13 30 0 75

黒曜石 15 60 10 56 1 80 0 30

黒曜石 10 70 8 00 1 70 0 11

黒曜石 17 00 11 00 5 00 0 90

黒曜石 13 50 9 10

黒曜石 28 60 14 00 9 40

黒曜石 22 20

黒曜石 6 30 2 80 0 14

黒曜石 10 10

黒曜 石 14 30 12 00

黒曜石 20 40 13 1 0 85

黒曜石 13 70 11 20

黒曜石 45 70 26 30 7 60 8 26

黒曜石 15 95 14 40 0 47

黒曜石 20 40 15 40

黒曜石 37 10 17 60 5 10 2 57

黒曜石 27 80 11 95

黒曜石 31 40 23 50 9 95 6 23

黒曜石 22 00 17 45

黒曜石 16 92 8 70 4 45

151 黒曜石 16 45 15 40 7 70 1 05

黒曜石 23 20 18 30

黒曜石 19 75 19 55 32

黒曜石 23 20 14 65 3 80 1 29

黒曜石 27 00 15 38 11 90 2 53

黒曜石 34 10 25 80 8 80 7 17

黒曜石 16 30 15 30 5 10 1 42

黒曜石 25 10 21 25 11 70 5 19

159 黒曜石 12 60 12 30 2 20 0 31

160 黒曜石 34 50 21 00 10 50 6 70

黒曜石 26 30 16 30 7 20 2 74

黒曜石 t5 20 13 60 0 47

黒曜石 20 50 15 20 1 01

黒曜石 22 70 18 60 3 75

黒曜石 19 70 13 55

黒曜 石 12 30 11 75

黒曜石 20 60 17 00 1 76

玉髄質 16 00 1 27

安 山岩 25 50 17 55 1 27

安山岩 16 70 14 10 0 57

7



第6節 時期不明の遺構・遺物

石鏃 (112～ 122)は 11点 中安山岩製のものは 1点だけである。本遺跡 と同 じ宍道町内に所在す る

ラン ト遺跡で出上 した縄文時代の石器について、川原和人氏が分類 を行っている (文献20)。 I区

出上の石器は時期が特定できない等の問題はあるが、石鏃はこれに従つて分類 した。
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第4フ図 自石大谷I遺跡 石器出土状況(S=1/200)
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第3章 自石大谷I遺跡

その結果、 IAa類 。IBb類・ IC類・Ⅱb類が 2点、 IAb類 が 3点 とい う割合だつた。

119は 二次的に火を受けている。縁辺が摩滅 しているように見られ、火を受けた後に使用 した可能

性がある。120は 図中左の面に、122は 両面に一次剥離面を残す。楔形石器 (123～ 125)。 石核

(126～ 129。 150)。 快入石器 (130・ 131)は全て黒曜石製で、123・ 127・ 128に は自然面が残る。

二次加工のある剥片 (132～ 149)も 玉髄製の144を除いて全て黒曜石製である。133は台形石器の可

能性も考えられる。139は縁辺が摩耗 し両面に使用による細かい剥離が見られる。143の 図中下側の

窪みは自然面である。145は二次加工を施 した面の反対側は自然面である。146は舟形石器の可能性

が考えられる。150は Ⅱ区で出土した石核で片面はほぼ自然面が残つている。151は I区西で出土し

た敲き石で、擦つたり敲いたりして使用した面と砥石として使用した面がある。

6 鉄器 口鉄滓 (第50図 、写真図版38)

鉄器は2点出上している。片側が刃部になつてお り、2点 とも鎌の一部と考えられる。出土地点

からI区西の遺構から転落したものと考えられる。鉄滓は9点出上している。全て 1区で出上し、

椀形鍛冶津 (154)が 出上した I区西に鍛治関連の遺構が存在 したと考えられる。 I区西で出上し

た遺物の時期から古代以降のものと推測される。

第28表 自石大谷 I ttPITl出土鉄器鉄滓観察表
図

号

ｏ

挿

番

５

真
版

８

写
図

３

勘
器　‐５２

出土地点

I区西側斜面 1層

遺物名

鎌 ?

寸 法 (clll) 重量

(g)
メタル度 備   考

長 さ

5 30

幅

躙

サ享さ

05

区谷北側 1層 鎌 の先 ? 3 20 2 20

区西 椀形鍛冶滓 7 25 8 75 32 316 39 H

1ヽ1 区谷北 2層 鉄滓 1 70 な し

M2 区谷北 1層 鉄滓 2 50 な し

M3 I区東 1層 鉄津 1 25 な し

卜14 区谷 1層 椀形鍛冶滓 ? 2 50 3 30 901 な し

4ヽ5 区西 1層 含鉄鍛治滓 10 731 な し

M6 区 1層 鍛冶滓 ? 14 な し

N417 区段状遺構 3 鍛冶滓 25 な し

1ヽ8 区北 椀形鍛冶滓? 3 1 67 98 な し

働
断
肱
懲

|

⊂⊃＼η
1   153

第50図

|

自石大谷I遺跡 出土鉄器・鉄滓(S=4/2)

0                 5crn

フ.骨

I区耕作土中で骨が 1点出土している。乾燥 して非常に軽くなっているが火を受けてはいない。

種別・部位等は不明である。

輪

弼



第 7節 自然科学分析

白石大谷 I遺跡の横口付窯跡の地磁 年代
島根大学総合理工学部

島根職業能力開発短期大学校

、渡 部 道 貴

1 地磁気年代法の仕組み

地磁気は一定ではなく不規則な変動をしている。地磁気変動には周期の短いものから長いものま

で様々な成分が含まれているが、なかでも、10年以上経過 して初めて変化が識別できるような緩慢

な変動を地磁気永年変化と称 している。地磁気年代測定法で時計の機能を果たすのはこの地磁気永

年変化であり、過去の地磁気の方向の時間的変化を示す曲線に年代を目盛って、地磁気の方向から

逆に年代を読み取ろうとする。 しかし、例えば、ある焼土がいつ焼けたかを知ろうとするとき、焼

上が焼けたときの地磁気の方向がどこかに記録されており、それを測定できなくては目的は果たせ

ない。 じつは、焼けた時の地磁気の方向は焼上の熱残留磁気 として記録されている。地磁気年代を

求める手順を述べると、まず、焼上の定方位試料を採取し、それ らの熱残留磁気を測定して、焼土

が最終加熱されたときの地磁気の方向を求める。そして、標準となる地磁気永年変化曲線状にこの

方向に近い点をもとめて年代の目盛 りを読み取ることになる。

地磁気中で粘上が焼けると、粘土に含まれる磁鉄鉱、赤鉄鉱などの磁性鉱物が担い手となって、

焼土は熱残留磁気を帯びる。この熱残留磁気の方向は、焼けたときの地磁気の方向に一致し、しか

も非常に安定であり、磁性鉱物のキュジー温度 (磁鉄鉱 :578℃、赤鉄鉱675℃)以上に再力日熱され

ない限り数万年以上年代が経過 しても変化 しない。もし、再力日熱によつて、焼上がキュリー温度以

上になった場合は、それまで保持 していた残留磁気は完全に消滅 し、その代わり、新たに再加熱時

の地磁気の方向を向いた熱残留磁気が獲得される。つまり、焼土は最終焼成時の地磁気を熱残留磁

気として正確に記憶する。それゆえ、あらかじめ、年代既知の焼上の熱残留磁気を測定して、地磁

気の方向の時間的変化をグラフにしておけば、このグラフを時計の代わりに用いて、焼上の焼けた

年代を推定できる。この時計では地磁気の方向が針に相当し、焼上の熱残留磁気が焼成時の針の位

置を記憶していることになる。 日本では、広岡によつて西南 日本の過去2000年間の地磁気永年変化

曲線がかなり詳 しく測定されているので田
、この方法が焼上の簡便な年代測定法として実用化され

ている。地磁気年代方の詳細については中島による解説が参考になる②
。

2 地磁気年代測定法 の問題点

第一に、地磁気の方向は時間だけでなく場所によっても変化するので、地域によつては、その場

所での標準曲線の形が西南 日本のものからかなり相違していることが問題 となる。厳密に言えば、

ある焼上の地磁気年代を求めるには、焼上の熱残留磁気をその場所の標準曲線と比較 しなければな

らない。形の相違の少ないときには西南 日本の標準曲線を代用できるが、相違が大きいときにはそ

の地域特有の標準曲線を決定し、この曲線 と焼上の残留時期の方向を比較 しなくてはならない。 し

かし、近畿、中国地域の過去の調査例では、広岡による西南 日本の標準曲線から求められた地磁気

年代と土器年代はうまく整合 しているので、これらの地域においてこの標準曲線を代用 しても問題

はない。

第二に指摘すべきことは、 「地磁気年代は地磁気変動とい う物理現象から推定されるので土器編

年に左右されない」と思われがちであるが、これは誤解であり、両者には密接な相互依存の関係が

気
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克
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時
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第3章 自石太谷I遺跡

あるという事実である。すなわち、少数の年代定点を除くと、標準曲線状の年代 目盛 りのほとんど

は考古学の上器編年体系を参照して決められている。それゆえ、地磁気年代が年代定′点に近いとき

は問題がないが、年代定点から遠 くなるほど土器編年の影響をより強く受けることになり、もし土

器編年に改訂があれば、地磁気年代もそれに伴つて訂正 しなければならない。年代定′点の数が増加

すると、地磁気年代と土器年代の相互依存関係は解消するが、現状ではやむをえない。しかし、地

磁気を媒介とする地磁気年代測定法は、無遺物の場合でも有効である点、また、遠隔地の上器編年

を地磁気変動を通 して対比できる点で独 自の性格を持つ。

3 遺構 と試料

自石大谷 I遺跡 (島根県人束郡宍道町大宇白石)の横 日付製炭窯は真砂質の丘陵を斜面に沿つて

水平方向に掘 り抜いて構築されてお り、細長い窯体、片側に並ぶ横日、緩斜面の窯底とい う特徴的

な構造をもつ。同様の構造の窯は多数報告されてお り、製炭窯とする説もあるが、窯の使用目的に

関する統一見解はまだない。遺物は焚 日の床面から～ 7Cのものと推定される小型の壷 (完形)お

よび壷の底部が出上している。窯の局部的変化を検出して正しい地磁気年代を求めるために、床面

の広い範囲から定方位試料を25個採取 した。

4 測定結果

試料の残留磁気の方向と強度をスピナー磁気系で測定した。第51図 は残留磁気の方向の測定結果

である。 3ヶ 所の飛び離れたデータを除くと残 りのデータは小円内に緊密に集中しているのが分か

る。残留磁気強度は～10-4(emu/g)で あった。

小円内のデータは強度も強く方向が良く揃つているので最終焼成時の熱残留磁気の方向を示すと

判断できる。さらに、丘陵の地盤は安定してお り、窯が最終焼成後に全体として傾いた形跡はない

ので、小円内のデータの平均方向は横 口付窯跡の最終焼成時の地磁気の方向を正 しく示 していると

考えられる。それゆえ、小円内のデータをもとに地磁気年代を推定する。小円内のデータの平均方

向と誤差の目安となる数値を計算すると次のようになる。095が 小さくkが大きいほど測定結果の精

度が良いことを意味する。

第29表 自石大谷 I遺跡 の横口式窯跡の残留磁気の平均方向

横 口式窯跡

遺 構 Im

61.20度

Dm

13.15度W

k

2450

095

0.63度

n/N

22/25

Im:平均伏角 Dm:平 均偏角 k:Fisherの 信頼度係数 095:95%誤差角

n/Ni採 用試料数/採取試料数

5 地磁気年代の推定と考察

第52図 は白石大谷 I遺跡の横日付窯跡の残留磁気の平均方向 (+印)と 誤差の範囲 (点線の精

円)、 および、西南日本の過去2000年間の地磁気永年変化である。地磁気年代を求めるには、残留

磁気の平均方向から近い点を永年変化曲線状に求めて、その点の年代を読み取ればよい。年代誤差

も点線の精円から同様にして推定できる。このようにして地磁気年代を求めると横口付窯跡につい

知



第7節 自然科学分析

て、A.D。 660± 20を得る。

白石大谷 I遺跡の横 日付窯跡の地磁気年代

A.D。 660± 20

窯の広い範囲の残留磁気の方向が揃つていることから窯の局部的変形の影響を全 く受けていな

い。さらに、窯の地盤には窯全体の傾動を示す形跡がないので、残留磁気の方向は最終焼成時の地

磁気の方向を正しく示 している。 したがつて、ここで得られた地磁気年代は高い信頼性を持つと考

えてよい。また、この地磁気年代は焚 日から出上した壷の～ 7Cと いう考古学的推定年代 と整合 し

ている。

最後に、試料採取にあたつてお世話になった川原和人氏、東森 晋氏をはじめとする島根県教育

委員会の皆様に厚く感謝 します。

註 (1)広岡公夫 「考古学磁気および第四紀古地磁気の最近の動向」『第4紀研究』15、 200-203、 1978

(2)中 島正志、夏原信義 『考古学磁気年代測定法』考古学ライブラリー9 ニューサイエンス社 1981

第54図 自石大谷 I遺跡の横□付窯跡1号の残留磁気の方向

Declination(偏 角 )

^.                0                _́

第52図 自石大谷 I遺跡の横口付窯跡の残留磁気の平均方向(十 印)と誤差の範囲(点線の楕円)、

および、広岡による西南日本の過去2000年間の地磁気永年変化曲線

々



第3章 自石大谷 I遺跡

第30表 C14年代測定結果

Beta-151474

C14宥FI埓 (yBP)

>44630

δ13C(permil)

-25,9

補正 C14年代 (yBP)

>44620

Beta-151475 1100■60 -26.1 1080■60

Beta-151476 1130EL70 -25。 8 1120生 70

Beta-151477 2300±60 -28.1 2250±60

Beta-151478 590■ 50 -26.1 570■ 50

年代値はRCYBP(1950A.D.を 0年 とする)で表記。モダン リファレンス スタンダードは、国際的な慣習として、NBS
Oxalic Acidの C14濃度の95%を 使用し、半減期はリビーの5568年を使用した。エラーは 1シ グマ (68%確率)で ある。

仰地球科学研究所

Beta-151474

遺 跡 名

白石大谷 I遺跡

遺 構

横 口式製炭窯・作業場木面

測定方法・期間

Radiometorlc― Standard

試料の種類

charred material

前 処 理

acid/alkali/acid

Beta-151475 白石大谷 I遺跡 横 口式製炭窯・焼成部内 Radiometorlc― Standard charred material acid/alkali/acid

Beta-151476 自石大谷 I遺跡 SK15 Radiometor■ c―Standard charred material acid/alkali/acid

Beta-151477 白石大谷 二遺跡 SK23 Radiometorlc― Standard charred material acid/alkali/acid

Beta-151478 白石大谷 I遺跡 SK08 Radiometor■ c―Standard charred material acid/alkali/acid

″



第8節 まとめ

第8節 まとめ
1.白 石大谷 I遺跡の性格 について

白石大谷 I遺跡では弥生時代から近世に至る長期間の遺構・遺物を検出した。中でも中心的な時

代は弥生時代と古墳時代で、遺物の大半がこの時期に属している (第31表 )。 しかし建物跡は、僅

かに段状遺構 1・ 3が弥生時代の建物の可能性があるくらいで、古墳時代の建物跡については調査

区内では確認できなかった。 9世紀頃の遺構として段状遺構 4が挙げられるが、居住用の建物では

無く作業場等の可能性が高いと思われる。このように比較的まとまつた量の遺物が出上した時代で

も集落の中心となる遺構が検出されなかったので、白石大谷 I遺跡は各時代を通じ、同道川流域に

営まれた集落の縁辺部に位置していたと考えられる。また、本遺跡 と同じ同道川西岸の下流に位置

する萩遺跡 (第53図 10)は画場整備後に、弥生時代中期の壺や 7・ 8世紀の須恵器、土製支脚、鉄

滓 (炉壁の可能性があるものを含む)が出上している。本遺跡から約700mしか離れておらず、立

地もよく似ている。遺物の時期が重なつていることからも本遺跡との関連が考えられる。

2.横 口付製炭窯について

今回の調査で検出した遺構の内、横 口付製炭窯は当地域で調査例の少ない貴重な資料だつた。こ

のため大規模な炭窯と考えられる以外、時期や炭の利用目的など不明な点が多く残されている。そ

こで県内で調査された他の横日付製炭窯と比較 して現状をまとめてみたい。

横 口付製炭窯が県内で最初に確認されたのは平成 7年度に行われた布志名大谷Ⅱ遺跡の調査で、

その後白石大谷 I遺跡、屋敷古墳群、そして現在調査中の三井Ⅱ遺跡 と宍道湖南岸地域で次々に確

認された。いずれも丘陵高所に位置し、地山を トンネル状に今」り抜いて焼成部を造る「地下式」タ

イプの窯 とい う点で共通 してお り、この地域の大きな特徴 と言える①
。また、屋敷古墳群の「窯

跡」は製作途上で放棄されており、当地域の横 日付製炭窯の製作状況の分かる資料として注目され

る。

以上の窯跡を上怖氏の分類 (文献19)に従つて分類 したものが第32表である。図示 していない

が、布志名大谷Ⅱ遺跡 1号窯と三井Ⅱ遺跡 2号窯は前庭・側庭作業面も含め、非常によく似た規

模・形態をしている。上祐氏のB3型に分類される。時期は布志名大谷Ⅱ遺跡が 7～ 8世紀頃とさ

れ、三井Ⅱ遺跡 2号窯は、閉塞に使用したと考えられる瓦の年代から8世紀後半頃と推測される。

一方、自石大谷 I遺跡で検出した窯跡はBl型に分類 されるもので、各部のつくりが異なってい

る。上祐氏の編年では、中国地方においてはBl型がB3型に先行 して出現するとされてお り、こ

れに従えば白石大谷 I遺跡の横 日付製炭窯の時期は7世紀代に遡る可能性が考えられる。

また、このような形態の窯跡は他地域の例では製鉄遺構に関連するものと考えられるが (文献

3・ 7)、 県内の例ではいずれも周辺で製鉄関連の遺構が確認 されていない。高速道路建設に伴 う

発掘調査の場合調査区が限定されるため、調査区外に製鉄関連の遺構が存在する可能性は十分ある

が、現時点では製鉄遺構と切 り離して考え、当地域では「7～ 8世紀に大量の炭を製造した地下式

の炭窯」という点を押さえるにとどめたい②
。

(1)同様な傾向は因幡、丹後地方にも見られる。鳥取県郡家町山ノ上通遺跡では「地下式」と「半地下式」の窯

が隣接して検出されたが、これは「半地下式」の窯が多数分布する津山盆地に近い郡家町の立地を考慮する必

要があるとの御教示を穴沢義功氏より得ている。

(2)文献10では鉄滓および木炭が出土しなかつたことから、炭窯としての性格も疑問視されている。

宥
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第53図 自石大谷I遺跡の位置と周辺の主な遺跡(S=4/10,000)
]白 石大谷 I遺弥(弥生中期後葉～中世集落 遺物散布地、後期古墳、横口付製炭窯)2白 石大谷Π遺跡(弥生後期中葉遺物散布地、中世集落)

3シ トギ免遺跡(後期古墳)4野 津原Ⅱ遺跡東区(弥生後期後葉集落、落とし穴)5野 津原H遺跡西区(弥生時代後期後葉集落)

6山守免遺跡(弥生後期前葉～古代集落)7椎 山古墳群(古墳4基、1号墳は横穴式石室を持つ前方後円墳)8下 ノ空古墳(横穴式石室を持つ後期古墳)

9伊賀見古墳群(古墳 3基、1号墳は横穴式石室を持つ前方後方墳)10萩 遺跡(弥生中期 古代遺物散布地)]1宮原遺跡(弥生後期 古墳時代遺物散布地)
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第34表 自石大谷 I遺跡 出土遺物数量表

種  別 器  種 分類・特徴 段 1 段 2 段 3 土坑 1 土坑2 集石 1 1号墳 炭 窯 段 4 溝 ユ I区 Ⅱ 区 Ⅲ 区 Ⅳ 区 計

準文|■ 14挙
縄文土器 計

宮滝式 1 1

弥 生 土 器

(中 期)

一霊 5

甕 2 1 2

頸部に指圧痕文帯

底部 6

鉢

高邦

不明 (胴部) 18

弥 生 土 器

(後期中葉)

壷 2 3

菱 5 6 11 1

底 部 O

鉄

高郷

鼓形器台

不明9同部) 2 3

弥 生 土 器

(後期後案～)

士霊 1 2

甕 19

底 部

高郭 1 1

鼓形器台 5 7

低脚杯

不明(胴部)

時期不明の 壷

弥生土器 底 部 9 9
I高

杯 0

弥 生

不明9同郡)

器 計 4

17

2 5 2

1077

1      1251

土 師 器 菱 複合 口縁

口縁内わんす る 1 1

口縁外反する 8 8

口縁太 く短い 1

日縁直線的に開く 1 1 2 4

壷

高郵

器台 1

不明0同部)

須 恵 器

土師器

蓋杯 古墳時代 17 1 1

古代 2 2

その他

高イ 2

蓋 2

士霊 1

養 1 3

壺・甕 口縁 5

不明

恵器 計

1

2 7

中世土師器 野 6

皿 柱状高台付

鍋 1 1

白 磁 碗 Ⅱ類

Ⅳ類 8

その他 6

青 磁 碗 龍泉窯系 15b類

中国製陶器 一軍 2

備前系陶器 亜

甕 8

悟鉢

不 賜 土 器       |
その他の上器 計

石 器 スクレイパー

石鏃

楔形石器 1

石核 4 I

快入石器 1 2

剥 片 2側縁に二次加工 I

1側縁に二次加工 10

その他の二次加工

使用痕あ り

その他 6

石 斧 I 2

石   器 計 2 I 2

鉄 器

滓鉄

計 4 6 7

絡
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第 3章 主要参考文献
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島根考古学会 1996

10 椿真治 「第6章 結語 3 古道について」『渋山池遺跡・原ノ前遺跡』 島根県教育委員会 1997

11 柳浦俊一 『福富I遺跡・屋形1号墳』 島根県教育委員会 1997

12 柳浦俊一 「大谷 I・ Ⅱ遺跡」『布志名大谷 I遺跡・布志名大谷Ⅱ遺跡 。布志名才の神遺跡』 島根県教

育委員会 1997

13 中野知照 『山ノ上通山遺跡発掘調査報告書』 郡家町教育委員会 1997

14 増田孝彦 岡崎研一ほか 「遠所遺跡」『京都府遺跡調査報告書 第21冊』 京都府埋蔵文化財調査研究

センター 1997

15 池渕俊― 「門生黒谷Ш遺跡の調査」『門生黒谷 I遺跡・門生黒谷Ⅱ遺跡・門生黒谷Ⅲ遺跡』 島根県教

育委員会 1998

16 山本清ほか  「宍道・知原遺跡群とその性格」『宍道町歴史叢書4』  宍道町教育委員会 1999

17 川原和人ほか 『勝負廻 I遺跡・白石大谷Ⅱ遺跡・シトギ免遺跡・野津原Ⅱ遺跡・山守免遺跡

・石地蔵遺跡』 島根県教育委員会 2000

18 林健亮 「野津原Ⅱ遺跡」『野津原Ⅱ遺跡 (西 区)・ 女夫岩西遺跡・城山遺跡』 島根県教育委員会

2000

19 上怖武  「横 口式窯跡の基礎的研究」『 たた ら研究』第41号 たた ら研究会 2001

20 川原和人 錦田剛志 『荒畑遺跡・ラント遺跡・野田遺跡』 島根県教育委員会 2001

21 林健亮ほか 『上野遺跡。竹ノ崎遺跡』 島根県教育委員会 2001

22 岩橋孝典 『西川津遺跡Ⅷ』 島根県教育委員会 2001

23 久保田一郎ほか 『上野Ⅱ遺跡』 島根県教育委員会 2001

24 宮本正保「屋敷古墳群」『屋敷古墳群・鋤崎古墳群・足頭古墳群。長廻古墳群。海部城跡・杓子観音I古

墳群・杓子観音I遺跡』 島根県教育委員会 2002

25 大谷晃二「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌』第11集 島根考古学会 1994

第32表 島根県内で調査された横回付製炭窯

Ｎ０

　

　

　

１

遺 構 名

白石大谷 I

所在地

人束郡宍道町

暁成部摂 同 幅 司勾酉:

7-8

同″　側

囀⑪　Ｗ

離
彿
０２４
”

同″　型

抑
　
　
６

騨　　鯉

時 期

A D 660■20年 (地磁気)

1100■60B P(C14)
10ROと60TR P`潜Tr14】

備 考

窯内か ら木炭出上。前庭・側

庭作業面に木炭堆積。

文
献

本
書

2 布志名大谷 ■ 1号 人東郡玉湯町
、

４
B型 3型 MO型

A D 650■40写 (地籟気,

1060と50B P(C14) 窯内から木炭出土。側庭作業

面 (溝)に木炭堆積。
12

3 布志ネ大谷Ⅱ 2号 人束郡玉湯町 B型 3型 6以上 MO型
A D 660■50年 (地磁気 )

1310■60B P(C14)
1290■60B P(C14)

lRl庭 作業面 (溝)に木炭堆積。

屋敷古墳群 人束郡宍道町 94以上 MO型 未完成の窯

5 三井 Ⅱ 1号 簸)郡斐)町 1以上
トレンチで焼成部 と横 口を

確認。
※

三井 Ⅱ 2手争 簸)郡斐)町 B型 MO型 8世紀後半
横 口か ら熱 を受 けた平瓦が

出土。
※

三井 Ⅱ 3号 簸)郡斐川町 3以上
トレンチで焼成部 と横 口を

確認。
※

※三井Ⅱ遺跡は斐川町教育委員会 江角 健・阿部賢治 両氏のご教示による

%



第 1節 位置 と調査の概要

第4章 惣 三 堀 遺 跡

第1節 位置と調査の概要
惣三堀遺跡は人束郡宍道町東来待369番地他に所在する。ここはちょうど玉湯町の西方に答える

標高236mの上野山から宍道湖に向かつて伸びている尾根の西側斜面に当り、鏡地区の小さな谷の

上方に位置する。また、ここは、南北に伸びている谷が急に狭くなっているところで、谷を挟んで

北側には鏡神社が鎮座 し、東側の尾根は玉湯町と接する。

この鏡地区には数多くの遺跡が知られているが、最も注目される遺跡は鏡北廻古墳である。この

古墳は一辺約10m、 高さ2mほ どの小さな方墳であるが、来待石の切石で造られた奥行き1.8m、

幅1.Om、 高さ1.2mの 横穴式石室を持ち、閉塞石に関状の陽刻を施 した出雲地方の代表的な終末期

古墳として著名なものである。その他の遺跡としては大紋古墳や古墳時代～奈良時代の集落跡 と思

われる大門、掘畑、草の上、草の上東等の遺跡、中世の上器が表採されている庄廻、岩穴遺跡が存

在 している。このように鏡地区は苦墳時代から中世にかけての遺跡が密集 している地域で、小さな

谷にもかかわらず古代から連綿 として人間の営みの痕跡をたどることができる地域である。

調査は遺跡の有無及び範囲を確認するため標高70m～ 90mの尾根上に10本の トレンチを設置して

行った。その結果、尾根の下方から中世土器を伴 う土墳が出上したため、その周辺約100m2を拡張

して本調査に入つた。

参考文献 『宍道町遺跡地図』          宍道町教育委員会 1993.3

『宍道町歴史史料集 (古墳時代編I)』  宍道町教育委員会 1993.3

第2節 検出した遺構・遺物
今回の調査で見つかつた遺構は土墳墓 1基のみであつた。この上蹟墓は標高72mあ まりの緩やか

な斜面に築かれていたもので、2.2m× 1.3mの不整な精円形を呈している。主軸は尾根とほぼ直行

し、深 さは上部が削り取られているが現状で0.3mを測 り、西側が東側 と比べやや急な角度で底に

いたつている。上噴の内部には木炭片と人骨片が混ざつた暗黒灰色土と、その下部に暗褐色土が詰

まつてお り、中世の土師器 2点を伴つていた。

この上師器はいずれも京都系の土師皿で、第54

図 1は 口径11.8clll、 器高2.3cmあ まりを測る。底

はやや丸みを持ち、体部はゆるく外反 して口縁部

にいたつている。日縁部の内側には緩やかな平坦

面があり、この部分の器壁が最も厚い。調整は内

外面とも上方に横ナデ、下方にナデがあり、内面

の底は円形にナデが施されている。底部から体都

に移るあたりの器面は指圧痕のため凸凹が見られ

る。色調は淡灰褐色を呈し、胎土は若干の石英、

長石を含み焼成は良好で、全体的にやや粗雑な造

りである。なお、この皿は内面にススが付着して

いることから灯明皿になるものと思われる。第54

0                                10Cm

惣三堀遺FITl出土遺物実測図(S=1/2)第54図

〃
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0                   20m

第55図 惣三堀遺跡 地形測量図(調査区配置図)(S=4/400)
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第2節 検出した遺構・遺物

〕                 5m

第56図 惣三堀遺跡 調査後地形測量図・遺構配置図(S=1/100)
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図 2は推定 回径11.Oclllを測る小破片の皿で、器面にはナデ調整が施 され、器形はやや内湾ぎみに上

り、口縁部近 くでかるく外反 して口唇部にいたつている。外面はやや明るい灰褐色を呈 し、内面は

やや暗い灰褐色である。胎土は若千の砂を含むが良好で焼成 も充分である。

人骨は4.8cIIl× 1.2cmの ものが最 も大きく計68点 あま りの火葬骨片である。 これ らの人骨は奈良国

立文化財研究所の松井章氏の鑑定によると、頭骸骨、顎骨、肋骨、腕骨等があ り、人骨全てではな

くその一部であることが分かった。

第3節 まとめ
今回の調査では中世墓を1基検出したのみであつた。県下の中世墓については今まで充分な研究

が行われていないので、あらためて検討を加え、惣三堀遺跡の中世墓の位置付けをしたいと思 う。

島根県における中世墓の研究については、1971年に島根県教育委員会が今まで調査された中世墓

をまとめた報告書を刊行 しており建1)、
他地方より比較的早くから着手してきた。 しかし、この報

告は主に骨蔵器及び石塔を中心とするもので、中世墓全体を把握するものではなかつた。その後、

日立った研究は行われていないが、1996年に南前孝明氏が山陰中世墓の一覧表をはじめて作成 し、

主に火葬墓が普及 した背景について検討がなされ現在にいたつている儀2)。 このように中世墓の分

類及び変遷等については、ほとんど研究が行われていないのが現状である。そこで発掘調査の報告

がなされたものを拾いあげて一覧表を作成し検討を加えてみたい。

県下における奈良・平安時代の墳墓は特定な地域に点在的な様相で存在 していたが、中世になる

と各地に普遍的な状態で出現するようになり、その数も増加 している。 しかしながら発掘調査で検

出されたものは他の遺構 と重複 して偶然に見つかつたものが大半で、報告書の中でも充分な記載が

なく、詳細がつかめないものが多い。一覧表はまず火葬墓と土葬墓に分け、平安時代末～鎌倉時代

を中世前期、室町時代前期～後期を中世中後期、室町時代末～安土桃山時代を中世末期として分類

した。また、火葬骨が出上していない小型の壷棺 (骨蔵器)は火葬墓とし、奏棺は土葬墓に入れて

分類 した。

火葬墓は19あまりの遺跡から検出されているが、ある程度の時代が分かるものは14か所である。

平安時代から鎌倉時代にかけての火葬墓は松江市の的場古墓群の骨蔵器が知 られている程度であ

る。これは上部施設等については明らかでないが四耳壷の底部に火葬骨が残つていたもので、単独

に骨蔵器を埋めたものと思われる。

中後期になると前期にあった骨蔵器が単独に埋葬されているものの他、上部に石塔を有するもの

や規模の大きい集団墓地、それに火葬土墳墓等が現れ墳墓が増えてくるとともに多様化 してくる。

松江市二反田古墓は斜面を2段に築造して広大な墓域を設定している。下段には茶毘した坑をその

まま埋葬施設にした土墳が横一列に数基存在 し、その上方の段には供養塔と思われる宝使印塔が数

基安置されている。また、館跡に伴 う墳墓の可能性ある美都町東仙道土居遺跡は、複数の石塔と褐

釉陶器の骨蔵器を持ち、広瀬町経負坂遺跡は精円形を呈する盛 り上の上に宝筐印塔があり、石組状

の施設に備前系陶器の骨蔵器が納められていた。その他、火葬土墳墓は底に焼けた石を持つものが

多く見られるが、これは、火力を増すためのものと推定され、玉湯町ザ烏坊第 2号墓では塔の基壇か

ら火葬骨が蒔かれた状態で検出されてお り注目される。

中世末期になると石塔や盛 り上を有するものが増えてくるとともに副葬品に古銭を伴 うものが多

くなってくる。また、安来市清水大日堂裏古墓のように宗教との関連の中で巨大な墓地が築かれる
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第33表 島根県下における中世墓一覧表①(火葬墓)

遺跡名

的場古墓群

所在地

松江市

遺構名

第 3号
横穴羨門部上

代

　

　

期

時

　

　

前

上 部 施 設 内 部 施 設

購一　
　
　
〇

副 葬 品 等
地

　

　

陵

立
　
　
　
丘

猪
猷
　　
‐

石塔 議り上 集 石 基壇 土墳 焼土土蝦 重・甕棺

○

百組 み 古餞 鉄 釘 齢
　
○

刀子舞 その他

2 東仙道土居遣跡 美都町 中後刃 O O ○ O 墨書の石 丘 陵 2

8 玉造古墓 玉湯町 不明 中後

"
不   明 O ○ ○ 不 明

4 中竹矢遺跡 松江市 皿区 SK32 中後匁 ○ O ○ O 丘陵 3

二反 日古墓 松江市 第 2テ ラス SDl 中後″ O O O 石 斜 面

第 2テ ラス SD2 中後剪 ○ ○ 焼 石 斜 面

第 2テ ラス SD3 中後カ ○ ○ O 焼 石 斜 面

第 2テ ラス SD4 中後期 ○ ○ ○ 斜 面

第 2テ ラス SD5 中後期 O ○ ○ 焼 石 斜 面

第 2テ ラスSD6 中後期 ○ ○ 柱状の焼け石 斜 面

6 烏坊古墓群 玉湯町 第 2号墓 中後期 ○ な し ○ 丘 陵 5

河原崎古墳 安来市 中後期 ○ ? ○ ○ 斜 面

8 経負坂古墳群 広瀬町 1号墳 中後期 O O ○ 丘 陵 6

馬込山古墓群 松江市 2号墓 末期 ○ O O ○ ○ O O 木製数珠 丘陵 1

島田池遺跡 東出雲町 4区 SK02 末 期 O? ○ ○ ○ ○ ○ ○ 斜 面 7

11 失口横穴群 安来市 第 1群 2号横穴 末期 ○ ○
鉄鍋

(骨蔵器の蓋)

丘陵

杓子観音 I進跡 宍道町 火葬墓  3基 末期 01基 O O ○ 焼 石 丘陵

1 社 日古墳 松江市 加工段 2 末期 ○ ○ ○ 斜 面

10

SX01 末期 ○ ○ 丘 陵

惣三堀遺跡 宍道町 土壌墓 末期 ○ O O 尾根上 11

殿屋敷遺跡 匹見町 SK18 O O O ○ O 土錘,ハ ッ魂 平 地

清水大日堂裏古
墓

安来市 SB01 O 丘 陵

Al区中 9基 ○ ○ ○ 丘陵

火葬墓 4基 O? O ○ 平坦地

B南 7基 03基 O 06基 斜 面

17 中尾墳墓群 安来市 14基 O ○ 06基 丘 陵

袋尻古墓群 松江市 SK-11 O ○ O 丘 陵

SK-12 ○ ○ ○ 丘 陵

的場古墓群 松江市
第 2号横穴羨門部
上

○ ○ ○直刀 丘 陵 1
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第34表 島根県下における中世墓一覧表②(土葬墓)

造  跡  名

小無口H選跡

所在地

松江市

遺  措  名 時代

前幼

上 部 施 設 内 部 施 設
人骨

副葬品等
地
　
　
面

一ユ
　
　
斜

考

献

一
　

６

参

文
　
一
　

１

基 範 上LI

O

壺 斑棺 その他 古 銭 鉄 釘

O

土器

O

その他

鉄製品紡鐘車

前 期 O O ○ ○ 斜 面

西石橋造跡 (西古墳群) 斐川町 土犠墓 前 期 O O ○ 鎌、不明鉄製品 E陵

横路遣跡古墓 浜田市 前 期 O ○ O O 和鏡、石 平地

荻lF古墓 出雲市 前 期 ○ O O O 石塔片、石 平地

福富 I遺跡 松江市 土岐 8基 前期 O 石 2基 斜 面

的場遺跡 松江市 中世墓 H 前 期 O O 0 和鏡 平地

上塩冶槙穴墓群第 3Э 支 出雲市 前 期 O O O ○ ○ 青磁琉 斜面

叶ザヨ遣跡 人雲村 前 期 O 谷の興

古志本郷遺跡 題 出雲市 中後 期 ○ O 平地

古志本郷遺跡Ill 出雲市 1区 SKl02 中後期 O O

坊床古墓洋 伯太町 第 1号墓 中後期 O? O O 斜 面

第 2号墓 中後期 O? O 斜面

第 3号墓 中後期 O? ○ 斜 面

檜山古墓群 松江市 第 二号基 末期 O O O 丘陵

第亜号墓 末 期 O O O O 錫杖 丘陵

第X工 号墓 末 期 O O O O 錫杖頭 丘陵

第XVI号 墓 末 期 O O O 和鏡、法螺貝他 丘陵

坂灘進跡 仁摩町 第 19号人骨 ? 末 期 O, ○ ○ 砂丘上

第3号人骨 末 期 O O 配石 O 砂丘上

第 5号人骨 末 期 ○ O O 砂丘上

第 14号人骨 末期 O ○ 配 石 O 砂丘上

黒田畦遭跡 松江市 東区SX-01 末期 O 本格 ? 〇 O 0 丘陵

東区SX― 02 末期 O 木植 ? O O O 丘陵

O 丘陵

東区SX― 04 末期 〇 O E陵

束区 SX― 05 末期 ○ O O 丘践

東区 SX― 06 末期 ○ O O 木片少量 丘陵

蔵小路西遺跡 出雲市 基 1 末期 O 木裕 O ○ 平 地

基 2 O 木 権 平地

墓 3 末期 〇 ○ O O 平 地

基 4 末期 O O 自然石 1竹 平地

墓 5 末期 O O 平地

姫原西遺跡 出雲市 1号古基 末期 O 本構 O ○ O 木製の数珠 櫛 平 地

2号古墓 末 期 O 木棺 O O 平 地

3号古墓 末 期 O O 小型の木箱

島口池遺跡 束出雲町 4区 SK01 末 期 O 丘陵

4区 SK03 末 期 O 木構 ? O ○ 木 質 丘It

野口遺跡 宍道町 lttSK03 末期 O ○ ○ 斜面

古志本郷遺跡 I 出雲市 末 期 O O 平地

DttS K 5 4 末 期 O O 平 地

古志本郷遺跡 Π 出雲市 HIlttSK 1 0 5 末 期 削 平 O ○ 平地

古志本郷遺跡亜 出雲市 1区 SK30 末 期 O ○ 平地

1区 SK60 末期 ○ O 平地

末期 O O 平地

中竹矢遣跡 土 頼 4墓 O 横欠式の納骨墓 斜 面

神原工輸塔 加茂町 末期 O O O 不 明 平 地

柴尾古墓 松江市 土鑽  11基 末期 O 石  1基 丘 陵

板屋 I遺跡 頓原町 積石遭構 末期 ○ O O? O 鉄製伏鉢小片 丘 陵

下黒日遺跡 松江市 末期 O O 転 石 丘 陵

清水大日堂裏古墓 安来市 17基 01基 03塞 O Dl Dl 石   1基 丘陵

奥才古墳群 鹿島町 第3支群古墓 〇 O ○歯 不 明鉄 器 丘陵

中尾墳墓群 安来市 14基 O O 丘Fkt

袋尻古墓群 松江市 10墓 O? 7基 木棺 ?3基 1基 O )3基 石 3墓 丘陵

市部 H遺跡 西ノ島町 14盛 ○ 1基 斜 面

経負坂古墳群 広瀬町 8基 O 丘陵

的場古墓経 松江市 第 2号穴前庭部 O O 丘陵

烏坊古墓群 玉湯町 第 1号基 O O 丘陵

第3号墓 O ○ 丘陵

的場遺跡 松江市 6区 SK― Ol O 石 木棺? O 枕台の石 平地
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ようになる。

次に土葬墓を見てみると築造時期がある程度わかる遺跡は24あ まりである。前期はほとんどが単

独に造 られた土墳墓であるが、出雲市荻拝古墓は上部に集石を持つ常滑焼きの甕棺墓で、内部から

竜泉窯の整美な碗が出上している。この時期の副葬品には土器以外に刀子、鎌等の鉄製品や和鏡を

伴 うものが多くみられ注目される。また、浜田市横路遺跡や荻抒古墓のように平地に存在 している

ものがあり、横路遺跡のSK4は屋敷墓と考えられている。

中世中後期の遺跡は現在のところあまり知られていなく、伯太町坊床遺跡及び出雲市古志本郷遺

跡が知 られている程度である。前者は室町時代初期の集石を持つ甕棺、後者は土器を伴っている土

墳墓である。この時期になると刀子等の鉄製品や鏡などの副葬品が見られなくなり、副葬の風習が

すたれてくる。

16世紀代に入ると墳墓の数が増 し、死者の埋葬が一般的になるとともに檜山古墓群や坂灘遺跡等

のように被葬者の性格が分かるものや、関東のやぐらに良く似た横穴式の納骨墓、さらに蔵小路西

遺跡のように館に伴 うものなどが出てくる。この時期は平地の墓が増えるとともに、木棺を使用

し、古銭を伴 うものが多くなつてくる。埋葬施設はほとんどが上墳で、上部に盛土を持つもの、集

石があるもの、さらに五輪塔や宝筐印塔を伴 うものなど多種多様である。

以上、火葬墓と土葬墓の変遷について述べてきたが両者の立地を見てみると前者は丘陵地に築か

れているものが大半を占めるのに対 し、後者は古い段階から平地と丘陵地に分かれて存在 してい

る。平地の墳墓には蔵小路西遺跡のように館跡に伴 うものや横路遺跡の屋敷墓的なもの等がある。

また、土葬墓は前期の段階で副葬品に力子、鏡といった優品を持つてお り、火葬墓より優つている

が、火葬墓は中後期になるとしつかりした墓地を造成 し、石塔を伴 う集団墓が現れるなど墓制が整

い充実 してくる傾向がある。

山陰の中世墓の一覧表を作成 した南前孝明氏は墓制変遷の画期を12世紀代と15世紀代に置いてい

る。たしかに12世紀は小無田Ⅱ遺跡や西石橋遺跡のように中世墓の出現時期であり、15世紀になる

と規模の拡大や塚、石塔を有するなど墳墓に多様性が見られ数も増えてくる。ただ、中世末期には

副葬品として今までなかった古銭を伴 うようになり、安来市の清水大 日堂裏古墓のように巨大な墓

地が現れてくるなどの現象が見られることから16世紀代も一つの画期として捉えるのが妥当と思わ

れる。 ともあれ、県内の中世墓は今後の資料の増加を待つて、各時代における実態の把握と墓制変

遷の社会的背景を検討する必要があると思われる。

惣三堀遺跡から検出した火葬墓は16世紀代の土墳を伴 うもので、中世墓が広く浸透 していく時期

のものである。この時期の火葬骨が出上 した土残墓は、ほとんどが茶毘にふした後、拾骨をせずに

そのまま葬つた火葬土鍍墓であるのに対 し、惣三堀遺跡は火葬 した後に別の場所に葬 られたもの

で、人骨の全体でなく一部が葬られていたことは注目される。県内の火葬墓で一部の人骨を埋葬 し

た例として松江市馬込山遺跡等があり、玉湯町烏坊古墓では石塔の基壇に火葬骨がばら蒔かれてい

た。烏坊古墓は埋葬施設が存在 しなかったことから供養塔とも考えられ、火葬骨は分骨 して埋葬さ

れたものが多いと推測される。このように惣三堀遺跡の火葬墓は中世末期における火葬の風習を知

る上で重要な遺跡であるといえよう。

なお、惣三堀遺跡の墳墓は、北側の谷部から中世土器が表採されている庄廻、岩穴遺跡の集落と

何 らかの関わりがあるものと思われる。
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註 2 南前孝明 「山陰の中世墓」『季刊文化財 第84号』 島根県文化財愛護協会 1996
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第 1節 位置と調査概要

第 5章 掘 田 ケ 谷 遺 跡

第1節 位置と調査概要
この遺跡は宍道町西来待2175番地他に所在する。ここは来待川によつて形成された比較的大きな

谷の西方に当り、この谷に向かつて伸びている狭長な伊野谷が内ケ峠に接する手前の北側丘陵に位

置している。この丘陵は複雑に谷が入 り組んでおり、遺跡が存在 しているところは伊野谷に面した

標高30mあ まりの小高い台地上である。この伊野谷付近は来待石の石切場が数多く存在 していると

ころで、古代の遺跡としては来待石の岩盤を穿って造られた西来待横穴群が知られている程度であ

るが、掘田ケ谷遺跡の北側の丘陵地帯及び東側の来待川周辺には数多くの遺跡が存在 している。前

者には須恵器窯跡の分散期に当たる平安時代初期の窯跡 として著名な小松古窯跡をはじめ方墳の宇

由比神社古墳や集落跡と考えられている段原遺跡、船分遺跡等がある。一方後者では船形石棺を持

つ横田古墳、横穴式石室を有する知原古墳群や須恵器及び土師器片が表採されている遺跡が10か所

あまり知られている。

掘田ケ谷遺跡は平成 6年の分布調査で確認された遺跡で、調査対象地は比較的平坦な西側の尾根

と緩やかな斜面が広がる東側の2か所に分かれる。調査はまず10数本の トレンチを対象地全体に設

置して平成 8年 7月 17日 から実施 した。その結果、東側の斜面からは遺構、遺物を検出できなかっ

たが、西側の平坦地から土器片が出土したため、約275m2の 調査区を設け8月 9日 に調査を終了し

た。この調査では、この台地が後世の開墾で山を削って平坦にしているため住居跡等の遺構が破壊

されていることが分かつた。

参考文献 『宍道町遺跡地図』 宍道町教育委員会 1993.3

宍道町教育委員会 1903.3『宍道町歴史史料集(古墳時代編I)』

第2節 調査結果
本調査地は標高34mあ まりの平坦地で、伊野谷に向かつて伸びている尾根の先端部に当る。調査

区の西側及び南東側は急峻な斜面となつてお り、北側には緩やかな尾根が続く。平坦地の南北方向

の土層図を見てみると、地山は中央部が最も高く、両端に行くにしたがつて下がつている。南側は

地山の上方に茶褐色砂質土と表上が80clllあ まり堆積 していて単純な層序を呈していたが、北側では

地山の上に白褐色砂質上があり、その上に南側で見られた茶褐色砂質土と暗褐色砂質土が詰まって

いた。地山の風化土と思われる茶褐色砂質土や白褐色砂質土から遺物が出上していることから、こ

れらの上層は開墾によつて二人的に客土されたものと推測される。地山は比較的硬いが本の根等に

よつて不規則な落ちこみが多数見られ、地上面が凸凹している。精査時に土坑と思われていたもの

も坑内の発掘が進むにつれて壁が不規則になるものが大半で、明確な遺構は最終的に検出すること

ができなかった。

出土遺物は樹根の落ちこみや客土層から検出されたもので、総計135点 あまりの破片である。そ

の内訳は弥生土器片 1点、古墳時代後期～奈良時代の上師器甕片120点、奈良 。平安時代の須恵器

邦片 2点、古墳時代～奈良時代の竃片 3点、中世土師器皿片 9点である。このようにこの遺跡は、

古墳時代後期～奈良時代を中心としたもので、生活に関連する土器が多いことから住居跡に本来

伴つていたものと推測される。
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第5章 掘田ケ谷遺跡
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第58図 掘田ケ谷遺跡 遺跡周辺の地形図(S=4/1,000)



]表 土

2茶褐色砂質土
3暗茶掲色砂質土
4白茶掲色砂質土
5地 山

土 層 図

第 2節 調査結果

0                 4m

0              10m

第59図 掘田ケ谷遺跡 調査区配置図(S=1/375)・ 土層実測図(S=1/420)
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第2節 調査結果

出土土器で図化できたのは24点 あまりで、以下、時代ごとに記述する。

第60図 1は弥生土器の底部片で、推定底径10,Oclllあ まりを測る。底は最大で0.7cm盛 り上がった

上げ底。底部から体部にかけてはやや外反ざみに上方に伸び、底部の器厚は0.6clllあ まりを浪1る 。

調整は風化が著しいので不明。色調は外面がやや赤つぽい褐色、内面が黄褐色を呈し、胎土には石

英、長石等の砂粒を多量に含んでいる。

第60図 2～18は古墳時代～奈良時代のものと思われる土師器の甕片である。 2～ 5は 口縁部片、

6～18は頚部付近の破片である。4～18は小破片のため径不明のものである。 2は推定口径2.2cm

の口縁部片で、器形は頚部から外反 して口縁端部にいたつているもので、その高さは3.5cIIlあ まり

を測る。日縁端部は丸く頚部に向かつて公々に厚みを増 している。頚部内側には横方向のケズリが

見られ、外面には横ナデ調整が施されている。全体的に赤みを帯びた褐色をなしている。胎上には

細かい砂粒が比較的多く含まれている。 3は推定口径20.Oclllの 口縁部片。 2と くらべ色調及び推定

口径がやや異なるが他はほぼ同じであることから同一個体になる可能性を持つている。 4、 5は推

定口径の計測ができないやや外反ぎみの口縁部片。4は 日縁端部が細く下方にいくにしたがつて厚

みを増 しているのに対 し、5は 口縁端部に厚みを持つタイプのものである。

第60図 6～18はいずれも「く」の字形に屈曲している頚部付近の破片で、内面下方には横方向の

ケズリが見られる。胎土は細かい砂粒を含むものが大半で、色調は淡褐色を呈した土器片とやや

赤つぽい色をなしているものがある。第60図 19、 20は須恵器の杯片。これらの上器は体部がやや内

湾ぎみで口縁部近くで短く外反 して端部にいたっているタイプのものである。色調は外面が淡い灰

色、内面がやや赤みのある灰色を呈している。胎土は良好、焼成は柔らかい焼き上がりとなってお

り、同一個体の可能性がある。第60図 21～23は 中世土師器皿の底部片で、いずれも風化が著しく、

淡褐色をした胎上の良好なものである。底径は21、 22がやや小さく4.5cIIl前後、23は 5.5cmあまりで

ある。第60図 24は竃の廂部分の破片で砂粒を多量に含みやや赤みがかつた色を呈している。

第34表 掘田ケ谷遺跡 出土土器一覧表

種 類
口縁・頚都片 底部片 その他の破片

計
総数 実測教 総数 実測数 総数 実測数

弥 生 土 器 0 1 1 0 1

土 師 器 0 120

須 恵 器 2 0 0 2

竃 0 0 0 3 l 3

中 世 土 師 器 0 3 3 0 9

計 4 4 111 1

第3節 まとめ
今回の調査では遺構は検出できなかつたが、かつてこの尾根には弥生時代～中世にかけて何 らか

の遺構が存在 していたものと考えられる。特に生活に関連する土器の出土量が多かった古墳時代後

期～奈良時代については住居跡が存在 していたものと推測され、今までこの周辺ではこの時期の住

居跡が尾根上から検出された例がないことから今後の研究の一資料になるものと思われる。

脚



第6章 地蔵院遺跡

第 6章 地 蔵 院 遺 跡

第1節 位置と調査概要
この遺跡は宍道町東来待1666-2番地他に所在する。ここは来待川の上流約 l kmの右岸に位置し、

国道 9号線から南側に直進 して下がつている県道海潮 。宍道線が東側に大きく曲がっている付近に

存在する宝筐印塔を伴 う祭祀遺跡である。地元の人はこの遺跡を穴地蔵と呼んでおり、北隣には地

蔵院と呼ぶ小さな建物が存在 している。このあたりは来待石が露頭して数多くの石切場の跡が残つ

ている。地蔵院の北200mの ところには丘陵斜面に彫 り込まれた112体 の磨崖仏からなる久戸千体地

蔵がある。この地蔵群は高さ約70cmの 石窟の中に高さ50clll前後の地蔵が浮き彫 りされたもので、室

町時代から江戸時代にかけて築かれたものと考えられている。また、久戸千体地蔵の北側の水田の

中には、土御門親王の墓と伝えられている宝筐印塔があり、来待川上流にある大森神社の西南に広

がる台地には全長 3mを測る県内最大の五輪塔である伝大野次郎左衛門墓がある。この他、町内に

は上白石のホウジ向遺跡、西来待木実田遺跡、白石金山五輪塔群、上来待の岩屋寺等で五輪塔及び

宝使印塔の存在が知られている。

地蔵院遺跡は二つの石窟に宝筐印塔が計6基安置されていたもので、石窟の調査は浪1量のみにと

どめ、宝筐印塔は、民間信仰の地蔵札打ちによつてお札が全体に張られていたため、新 しい場所に

移転した後、地元の了解を得て平成13年 12月 に実測図を作成 した。

参考文献 『宍道町遺跡地図』 宍道町教育委員会 1993.3
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第61図 地蔵院遺跡 遺跡周辺の地形図(S=4/1,000)
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第6章 地蔵院遺跡

第2節 遺跡の概要
この遺跡は長さ約23m、 高さ7mあまりを浪Iる 大きな岩塊の岩壁に穿たれた方形の石窟に宝筐印

塔が安置されていたものである。石窟は2穴からなっているが、北側のものを 1号石窟、南側のも

のを2号石窟 と呼ぶ。この岩壁前面には約 5mあまりの平坦地があり、北側にある地蔵院からこの

石窟に上がられるようになっている。この平坦地は石窟が穿たれている岩塊中央部に向かつて登 り

坂となってお り、その高低差は1.4mあ まりである。

1号石窟

地蔵院の上が り口から約 8mあまり入つた所に穿たれた石窟で、現地表面から0.4m上に掘 り込

まれている。入 り口は一辺1.26mの ほぼ正方形を呈してお り、その上方部には禅宗のお寺の窓に使

われている火灯窓を模倣 したものと思われる文様が線刻で描かれている。奥行は床面で1.Om、 天

井部で1.2mあ まりを測る。天丼部は入 り口から0。 6m入つたところに僅かな段が付いている。床面

は入 り口から0.4m奥 に高さ0。 18mの段があり、その上段に宝質印塔 3基が安置されていた。

2号石窟

1号石窟の南側2.4mに 存在するもので、入 り日は一辺が1.14mあまりの正方形を呈しているが

上辺はやや幅が狭くなっている。床は二段になつてお り、その段の高さは0.18mあまりである。奥

行は床面で0.9m、 天丼部で1.02m、 床上段から天丼部までの高さは0,93mを測る。入 り口上方に

はやや丸みをおびた山形状に線刻が施されている。また、天丼部は床の段がある奥行のところで僅

かに段がつき高さが若干低 くなっている。床面は二段になつてお り、上段に宝億印塔 3基が安置さ

れていた。

宝筐印塔

地蔵院の石窟に安置されていた宝僚印塔は6基あるが、それ らは相輪及び笠の形態から3つのタ

イプに分けられる。

Aタ イプ (第63図 1、 2)

相輪の請花は退化 してただの凸帯となっているが九輪の数は整い、隅飾突起の高さは10cm前後

で、塔身にやや膨 らみが見られるタイプである。 1は全長80cmあ まり、相輪の長さ24clllで 、その径

は最大で12.5clllを測る。ややずんぐりとしており九輪は下から2、 3番 目あた りが最も太くなつて

いる。宝珠は扁平で二段からなつており本来の形から退化 している。笠部は幅28clll、 高さ18cmあ ま

りを測る。隅飾突起はやや外側に傾いており、左右の突起の基部に当るところには縦方向に一本の

線刻があり、上方には刻点と線弧が上下三本施されている。上方のものは隅飾突起の縁に沿つて描

かれており、下方は鍵形を呈している。隅飾突起正面中央部は約1.5clll、 奥に向かつて方形に切 り

込んでおり、正面上方で段をなしている。段形は上部二段、下部は軒の下に二段ある。塔身は高さ

16.5cm、 幅17.5cm～ 18.5cmを測る。下方の幅がやや広く、若干の膨 らみを持ち、中央には梵字が陰

刻 されている。基礎は21cm× 25cmの方形。 2は 1と ほぼ同じ形態をなしているが、相輪の高さが 1

より高く26.5cmを測る。また、基礎の石は幅24cmの塔身の石を使ってお り、組合せが本来のものと

は異なっている。

Bタ イプ (第63図 3、 4)

Aタイプと同様相輪の請花は退化 してただの凸帯となり九輪の数が整っていないもので、隅飾突

起の高さがAタイプより若干低く、塔身に膨 らみを持たないタイプである。相輸は24cm前後で、下

ν
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第63図 地蔵院遺跡 宝饉印塔実測図(S=4/10)
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第6章 地蔵院遺跡

から2番 目の輪が薄く、その上下の輪は厚みを持っている。径は12.Ocm～ 13.5clllを 涙1る 。隅飾突起

はAタ イプとほぼ同様な形態、文様を持っている。塔身には梵字が措かれてお り、4の右側には人

名 と思われる「空 ?山宗固」左側には 「為寿□」の銘文が見える。基礎の石は高さ18。 9cm～ 19.8cm

の方形の石であるが、上方には2段にわたって階段上に刻みが施 してある。

Cタ イプ (第 63図 5、 6)

Bタ イプと同様九輪の数は整っていないが、A・ Bタイプのものより隅飾突起の傾きが少ない宝

筐印塔で、いずれも塔身を欠いている。相輪はわずかに宝珠、請花のなごりを留めている5と 、面

影がほとんど残っていない6が あり、円柱状の石に5で 6本、 6で14本の線刻が施 されている。そ

の高さは22.3cm、 34.8cmを決1り 、 6の最大径は16.5cmあまりである。隅飾突起はA・ Bタイプとほ

ぼ同様な形態、文様を持つているが、他のタイプと比べ高さがやや高く、傾きが少ない特色を持つ

ている。

宝筐印塔に係る祭祀

宝質印塔に係る言い伝えや祭祀について地元の坂本研次氏から話を聞いたので以下記述する。宝

筐印塔が安置されていたところを地元では穴地蔵と呼んでお り、特別な言い伝えや祭祀は残つてい

ないが、隣按 して存在する地蔵院の祭に合せていっしょに行つていたようである。地蔵院の祭は久

戸地区の各組が輪番で世話をしている。当番の組を御戸組 という。祭は毎年 7月 30日 で、年前中に

御戸組で掃除を行い、花を飾 り、女性はお供えのだんごを作る。夕方 6時頃から久戸地区の住民が

集まり祭が始まる。祭は弘長寺の住職が念仏をあげ、お供えのだんごをもらつて帰る。これを食べ

ると夏の疲れがでないと言われている。この祭 とは別に「地蔵札打ち」という民間信仰がある。こ

れは地区の住民が亡くなった時、葬儀の 3日 後以内に喪主や親戚縁者が地区内にある地蔵さんを巡

拝 し、死者をあの世にお導き下さいとい う祈 りをこめて 「南無地蔵願王菩薩」とい うお札を地蔵さ

んに貼る。地蔵院の宝筐印塔も地蔵さんとして地蔵札打ちの対象になっていた。

第3節 まとめ
地蔵院の宝億印塔は二つの石窟に6基安置されていた。これらの塔は相輪の請花が退化 している

が九輪の数は整つているもの (Aタ イプ)、 九輪の数が整つていないもの (Bタ イプ)Bタ イプと

同様九輪の数が整っていないが、隅飾突起の傾きがA・ Bタ イプのものより少ないもの (Cタ イ

プ)の二つに分けることができる。県内における宝筐印塔については今岡稔氏、杉原清一氏、柏原

恒平氏、真野大丞氏などによって編年案が提示 Ql～4)さ
れている。これらによると相輪の請花や基

礎の反花座の蓮弁の形態が新 しくなるにつれて退化 し、本来の約束事を守らなくなる傾向が指摘さ

れている。これに当てはめて地蔵院の宝値印塔を見てみるとAタ イプ→Bタイプ→Cタイプと変遷

していつたものと思われ、新 しくなると隅飾突起が直立する傾向が出てくるようである。また、こ

れ らの石塔は相輪や隅飾突起の形態から中世末期ごろのものと推測される。

註1 今岡 稔 「山陰の石塔二三について-2-」  『島根考古学会誌 第8集』 島根考古学会 1991

2 杉原清一 『二反田古墓』 松江市教育委員会 1987

3 柚原恒平 「隠岐島前の宝筐印塔について」 『島根考古学会誌 第12集』 島根考古学会 1995

4 真野大丞 「高津)|1上中流域の宝筐印塔」 『宍道町歴史叢書1』  宍道町教育萎員会 1996
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第 7章 熊谷遺跡

発掘調査の経緯と経過・遺跡の位置 熊谷遺跡は、中国横断自動車道尾道松江線建設に伴 う埋蔵
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第フ章 熊谷遺跡

文化財発掘調査事業のひとつとして平成11年度 と平成13年度に発掘調査が行われた。遺跡の範囲

は、島根県飯石郡三刀屋町下熊谷と島根県大原郡木次町下熊谷両町に及んでいる。平成13年度の調

査対象区域は、国道314号下熊谷 トンネルの西側丘陵及びその東側の谷筋にあたる区域である。

中国横断自動車道尾道松江線建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査事業は、平成11年度には宍道イン

ター～三刀屋間の調査を中心に行い、宍道町内のインターチェンジ以西 4遺跡を2.5パーティー

で、加茂町内 7遺跡を1.5パ ーティーで、三刀屋町と木次町で4遺跡を2.5パーティーでそれぞれ

行った。また、この間に松江道路から中国横断自動車道につながる連結部の調査も行つた。

三刀屋町から木次町にかけての調査は平成H年 4月 から開始 した。調査開始当初は3遺跡に重な

るインターチェンジ部分の調査量が、その後の調査スケジュールに大きく影響すると考えてこれに

該当する三刀屋町下熊谷から木次町下熊谷にかかる熊谷遺跡 と、三刀屋町下熊谷に所在する要害遺

跡の トレンチ調査を2パーティーで開始した。 しかし、三刀屋町給下の馬場遺跡部分の調査を優先

したいとの日本道路公団側からの要望を受けて、5月 には馬場遺跡の トレンチ調査に 1パーティー

を回している。馬場遺跡については、平安時代前後を中心に縄文～近世の良好な遺物包含層を確認

し、直ちに全面調査を開始した。インターチェンジ部分の トレンチ調査では、要害遺跡で堀と考え

られる遺構を確認 した。また、熊谷遺跡では墨書土器を採集 したほか、戦国時代の山城の可能性が

考えられた。木次町側の南に向かつて延びる尾根上には、分布調査時には、古墳の可能性があるマ

ウンドのあった部分を中心に下熊谷中遺跡 としていたが、土砂流出でマウンドが失われており、 ト

レンチ調査を行つたが、遺構・遺物は残存 していなかった。

熊谷遺跡については、4つの調査区に区分して平成H年 5月 13日 から全面調査を開始 した。遺跡

内において、三刀屋熊谷 1・ 2号墳を検出した。これらの古墳については、8月 12日 に蓮岡法障・

渡邊貞幸両先生による調査指導を受けた。 8月 30日 には、三刀屋熊谷 1・ 2号墳の現地説明会を実

施 し、約50名 の見学者に公開した。その後、熊谷遺跡においては城跡関係の遺構や落とし穴などを

検出し、平成11年 11月 17日 にこの年の現地調査を終了した。 しかし、用地買収その他の都合によ

り、インターチェンジ部分にかかる熊谷遺跡の一部が未踏査、未調査のまま残 されることとなっ

た。

このような状況が解消され、残された部分の現地踏査及び トレンチ調査にとりかかることができ

るようになつたのは平成13年 7月 になってかからであった。

平成13年度調査対象区域13,000だ を踏査 して7,000ポ に絞 り込み、杉林、竹林、雑木林の下草刈

り、間伐を行った後、 トレンチ調査を開始 したのは平成13年 7月 23日 であつた。この トレンチ調査

対象区域に23地点、329ピ の トレンチを設定 して調査 したところ、木次町下熊谷に所在するイン

ターチェンジ用地内の丘陵西斜面に設定した トレンチから弥生前期土器 と須恵器を含む顕著な包含

層が検出された。この区域は熊谷遺跡V区と名付け、対象全区域の トレンチ調査終了後に8月 6日

から283.2ど の調査区を設定して本調査を開始 した。この熊谷遺跡V区以外の区域に設定した トレ

ンチからは、全部で8点の遺物が出上したがいずれも破片資料であった。また、どの トレンチから

も明確な遺構は検出されなかった。

熊谷遺跡V区における本調査の結果、 トレンチ調査の時点で検出された遺物を含む厚さ60clll～ 80

cIIIの黒色砂質土層は、設定した調査区の東側上方、道熔用地外の尾根筋から調査区の中央部分にか

けて分布 していることがわかった。この調査区内の遺物包含層からは、弥生時代前期のものと思わ
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第7章 熊谷遺跡

第65図 常悽谷遺跡 V区完掘後地形測量図
(S=4/250)

れる土器と須恵器および石錘、黒曜石剥片などが

出上した。また、包含層を除去した地山からは、

包含層形成以前に埋没した、落とし穴とみられる

土坑1基 (径120～ 160cm、 深 さ50clll、 平面不整形

精円、断面逆台形、第69図)が検出された。現地

調査は平成13年 9月 14日 に終了した。

遺物の概要 熊谷遺跡V区黒色砂質上の遺物包含

層からは、その胎土中に比較的大きい砂粒 (l llllll

～ 3111111)を 多量に含むことから弥生時代前期のも

のとみ られる弥生土器貯蔵容器の破片 と、7世紀

後半の須恵器郷蓋をはじめとする高台イなどの供

膳具、短頸壺などの貯蔵容器および石錘、黒曜石

剥片などの遺物が出土した。 (第67図 、第68図 、

第35表 、第36表、第37表 )

これらの遺物の出土状況は、平面的にも水準的

にも錯綜してお り、それぞれの遺物群について一

定の傾向なり規則性を把握することは難 しいもの
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第フ章 熊谷遺跡

観:

∩

∪

弥生土器
須 恵 器
石  器

第67図 倉姜谷遺跡 V区遺物出土状況実測図(S=4/200)

と思われる。また、これ らの遺物群は原位置からの出上ではない。供給源は用地外の斜面上方、も

しくはさらに上方の尾根筋と考えられる。 (第64図 )

第68図 の 1～ 4は黒曜石の剥片である。第68図 の 5は 127.7gの 石錘である。第68図 の 6は弥生

時代前期のものと思われる壺の底部である。外面は黄褐色から灰褐色を呈し、輪積みの痕跡あるい

は成形調整の痕跡 と思われるある程度規則的な凹凸が観察される。また、胎土中に l llllll～ 3111111程度

の比較的大粒の石英粒が多量に含まれる。このような前期のものと思われる弥生土器の破片は、調

査区内で109点 出上しているが、この図示 したものを含めて重形 と思われるものが 2個体あったこ

とが うかがえる。第68図の 7は須恵器短頸壷である。日縁部外周に 1条の沈線を巡 らす。体部下

方、底部近くの外面に格子状のタタキロが観察できる。第68図 の8は須恵器邦蓋である。輪状つま

みを貼 り付け、口縁端部を下方に屈折させている。体部の中央は極端に厚みを増 して盛 り上がって

%
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第68図 膏悽谷遺跡 V区出土遺物実測図 黒躍石剥片(S=2/3)、 石錘(S=4/2)、
弥生土器・須恵器(S=4/4)

第38表 倉悽谷遺跡 V区出土遺物数量表

十一

第36表 熊谷遺跡 V区出土遺物観察表1(石器等)

挿図番号

68-1

真
　
５４

写
一助

出土地点

V区斜面Pn。 37

材質

黒曜石

器種

剥片

肇
ｍ

幅
ｍ

厚さ
(皿0

40
菫
り

備 考 実測番号

Pno 37105 17_0

68-2 図版54 V区斜面 黒曜石 剥片 130 125 TSUl

図 脱 54 V区斜面 Pno 24 黒曜石 剥片 230 100 07
三 面 と も剥 離 の 方 向 が 下 方 へ ぬ け

る。一側縁 は薄 く鋭利。 Pno 24

図版54 V区斜面P no■ 08 黒曜石 剥 片 215 14 Pno 108

図版 54 V区斜面 Pn0 28 凝灰岩 石錘 580 570 245 127 7 Pno 28

第37表 熊谷遺跡 V区出土遺物観察表2(弥生土器、須恵器)

挿図番号

68-6

写  真 出土地点

V区斜面Pno 105

種類 器種
日径
(ca)

不明

器高
(c tt)

100
酢⑪一腑

手 法 備 考 実測番号

図版54 弥生 十器 風化が進 んでいるため観察難。

68-7 図版 54 V区斜面 須恵器 短頸壷 不 明
内 :回転ナデ
外 :回転ナデ、タタキ

TSU2

68-8 図版54 V区斜 面 Pno 59 須恵器 不蓋
デ

リ
外 :回 転ヘ ラケズ

回転ナデ
火擦状の黒斑あり。 Pno 59

別
　
器

種
一
石

種
一錘

器
一石

数 量

l

黒躍石 剥 片 4

弥生土器
=

2

甕 2

総破片点数

須 恵 器

蓋 3

杯 2

一霊

皿 I

総破 片点数

99
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第69図 常踏谷遺跡
V区検出土坑実測図

(S=4/4)

いるが、全体としては扁平なつくりである。天丼 (輪状つまみの内側)はナデて仕上げており、回

転台からの切 り離 し工程の痕跡は観察できない。また、輪状つまみの周囲にはヘラ削りの痕跡が 3

条巡 り盛 り上がっている。 さらに、このような技法、形式は出雲 7期註1の
特徴を示 してお り、 7世

紀第 3四半期のものと考えられる。外面に火欅の黒斑 2条が交叉する。

包含層と落とし穴状土坑との関係 若干の粗始 はあるが上坑の位置は平面的には各遺物群の分布

域である。また、土坑の埋土は包含層 と似かよつている。 しかし、土坑の埋土からは一片の遺物も

出上していない。土坑の時期は不確定で、包含層の形成された須恵器の時期以前としか言えない。

まとめ 土坑を落とし穴状遺構とみれば、平成H年度の調査で検出されたものの中にも同様のもの

が見られる。一方、調査区の斜面上方に連なる用地外の尾根付近が供給元と考えられる遺物は、須

恵器を除いて、平成11年度の成果にはあまり見られなかったものである。周囲に弥生時代前期の集

落があつたことが考えられる。集落の縁辺もしくは集落に付随する何かの施設の存在が想定できよ

うか。上器の出土量や比高差40mの谷の奥まった地形などから考えて、土器棺墓の存在も想定でき

るのではないだろうか。当遺跡の新たな様相を解明する手がか りとなる資料といえよう。

註 1 大谷晃二「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌』第H集1994年

大谷晃二「出雲地方の須恵器編年表」『出雲の横穴墓』―その型式・変遷・地域性―第7回 山陰横穴墓調

査検討会資料 山陰横穴墓研究会
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図版 1 自石大谷 I遺跡

版

自石大谷 I遺跡と周辺の遺跡

1.白石大谷 I遺跡 2.白石大谷遺跡Ⅱ遺跡 3.ン トギ免遺跡 4.野津原I遺跡 5.山守免遺跡



図版2 自石大谷 I遺跡
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図版3 自石大谷 I遺跡
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図版4 自石大谷 I遺跡
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図版5 自石大谷 I遺跡
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図版6 自石大谷 I遺跡
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図版ア 自石大谷 I遺跡
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図版8 自石大谷 I遺跡
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図版9 自石大谷 I遺跡
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図版40 自石大谷 I遺跡
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図版11 自石大谷 I遺跡
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図版12 自石大谷 I遺跡
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図版13 自石大谷 I遺跡
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図版14 白石大谷 I遺跡
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図版15 自石大谷 I遺跡
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図版16 自石大谷 I遺跡

哲
簿

横口付製炭窯 遠景

同 上 恨」庭 検出時



図版17 自石大谷 I遺跡
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図版18 自石大谷 I遺跡
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図版19 自石大谷 I遺跡
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